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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「どうか、私の世界を救って下さい」

　いつだって物語は、そんなセリフから始まる。




「……………………」

　少年は、目の前で起こっていることが信じられなかった。

　晩御飯を食べ終えた後、必死に机に向かい宿題を終えた時。さあ寝ようと、大きく伸びをした時、とんでもないことが起こったのだ。

「……え？」

　学習机とベッドと本棚があるだけの、何でもない普通の部屋。昨日も今日も、そして明日も、きっとそのままだろう、見慣れた自分の部屋。

　しかし今は、そんな部屋の印象が、まるで変わって見えていた。

　部屋の中央に現れた、光のせいで。

　何の変へん哲てつもない普通のカーペットに走った燐りん光こうは、まるで何かの文様のような形を取っていた。魔法陣と、そう呼ばれるものだ。そんな光の魔法陣の中から、ホログラムのような不確かさで、知らない誰かが出現している。

　女性だった。

　それも、一目で普通じゃないと、そう分かるような。

　ゲームの中からでも抜け出して来たかのような、そんな非日常的な服装に、まず街中では見ないような非日常的な容よう貌ぼう。緑色の髪の毛に、金色の瞳ひとみを持つその女性は、柔やわらかく微笑ほほえんで。

　焦こがれるような声色で。少年に、告げる。

「どうか、私の世界を救って下さい」

　そんな、ありふれた言葉を。

　物語の始まりを知らせるための、魅み惑わく的てきで、ありがちな言葉を。




　いつの頃からか。

　この世界では、人々が異世界に召喚されてしまうという事案が多発し始めた。

　始まりは、若者の大量行方ゆくえ不ふ明めい事件という扱いだった。ある日突然、若者が不可解な状況で姿を消すという事件が発生したのだ。痕跡も残さず、密室状態であっても関係なしに人間が消える、というおかしな事件に、誰も答えを出すことが出来ず、有効な対策を取ることも出来なかった。それは、現代の常識とは、まるでかけ離れたものだったから。現代の技術では、どうやっても不可能な事態だったから。

　しかし、状況が変わった。

　突然、行方不明になっていた筈はずの若者が帰って来たのだ。

　その若者が、自分の身に起こったことを説明した時から、全てが変わった。

　異世界。

　現世界とは違う位い相そうに存在する、別の世界。

　次元の壁を越えたその先にあるという、異なる常識を持つ世界。

　行方不明になっていた若者達はそんな世界に呼ばれ、その異世界を救う為に冒険を繰り広げ、様々な経験を経て、戻って来たのだという。

　最初の頃こそ、都市伝説やネットの噂うわさ程度の扱いをされていた異世界からの誘いざないも、しかし母数が増えるに従って、真実味のある話へと変わっていった。もちろん作り話の類たぐいも大量にあるものの、その中に本物の話がたまに紛れ込む程度には、多くの人間が実際に異世界へと召喚されていた。

　誰もがそれを真実だと思っている訳ではない。

　それでも、自分の知らない誰かがそんなことをやっているのだろうな、というくらいの認識が、確かに拡がっている。それが、現代における、異世界というものについての認識である。




　こうして、異世界召喚というものは、それなりに広く知られるようになった。

　だからこそ、少年も、自分の身に起こっていることをすぐに理解した。

　クラスメイトの話を笑い飛ばしながら、しかし心のどこかでは少しだけ期待をしていたような、そんな不ふ可か思し議ぎな事態が今、目の前で起こっているのだということを。

　少年の胸に、期待が満ちる。

　ここではない、別の世界へと行くことが出来る。今の日常に不満などなくても、それは魅力的な提案だ。日常を抜け出し、全く別の非日常へと向かう。きっとそこでは、自分が経験したことのない冒険が待っていることだろう。

　明日提出の宿題の事も、一か月後の運動会の事も、全てが少年の頭から抜け落ちていた。今はただ、自分が直面している運命に乗り込むことしか考えられない。

　少年を導く、女性の手。この世のものとは思えない雰囲気を纏まとった、異世界からの使者。蠱こ惑わく的てきにも感じるその声に、言われるがまま。

「どうか、この手を取って……」

　自分に向けて伸ばされた女性の手を、少年はふわふわとした心地のままで、しっかりと摑つかもうとして。

　しかし、それは叶かなわなかった。




「はいダメぇぇぇぇ！！！！！」




　いきなり。

　ドアを押し開ける音と共に、部屋の中に乱入して来た何者かが、女性に思い切りドロップキックをかましたからだった。




「げふぅぅぅ!!!!」

　もんどりうって吹き飛ばされる女性。

　その際に頭を、部屋の隅すみの学習机に打ちつけたらしく、「ぬおおおおお[image: ]」というような苦く悶もんの声を上げてのたうちまわる。神秘的な雰囲気など欠片かけらも残っておらず、ただ頭をぶつけた女性がそこにいた。本気で痛いらしく、足をぴんと伸ばした変なポーズを取って呻うめいている。

　そちらに目を奪われていた、その間に。

「…………よお」












　目の前に、知らない男が立っていた。

　先程、女性に思い切りドロップキックをかました男である。さっぱり事態が分からないものの、他人にドロップキックをするような人間がまともなはずがない。だから少年は、本能的に警戒して。

「ああ、心配すんなって」

　しかし、そんな警戒よりも早く。

　男が、スマホらしき機器を目の前に翳かざしていた。

　その画面に映っているのは、良く分からないキャラクターがダンスをしている姿。書かれているのは、見慣れない文字列。文字は読めなかったけれど、何と書いてあるかは不思議なことに、はっきりと分かった。

『全部忘れろ』

　そう書いてある、言葉の通りに。

　少年の頭ががくんと下がり、その場にへたり込む。

　少年には与あずかり知らぬことだが。画面を見た瞬間、少年のここ数時間にわたる記憶は書き換えられていた。妙な女性の事も、魔法陣のことも、ドロップキックのことも、何もかもが、何でもない当たり前の日常の記憶へと変わっていた。

　ただ、記憶が変わる、その刹せつ那なに。

　少年は、確かに聞いていた。

　目の前にいる男が呟つぶやいた、溜ため息いき交じりの言葉。心底疲れ果てたというような、あるいは怒っているかのような、そんな複雑な感情を秘めた言葉。




「……俺より先に、異世界に行かせる訳にはいかないんだよ」




　言葉の意味を考えようとしたけれど、その前に少年の意識は完全に消失した。

　次に目を醒さました時には、たった今体験したことは全て忘れていて、ごく普通の日常が待っているだろう。

　おかしな誰かに遭あうこともなく。妙な事件にぶつかることもない。

　ましてや、異世界に呼ばれることなんてことは絶対にありえない、そんな普通の日常へと少年は、戻って行く。

　他でもない、この世界で生きて行く。




　それは、ありふれた言葉から始まる、ありふれた展開で。

　異世界に召喚され、冒険を繰くり返かえし、世界を救う者達に関わる物語で。

　けれど。

　そんな王道とは、全く違う物語。王道でも正道でも覇は道どうでもなく、ただ裏道を行くだけの。決して異世界に行くことはないままで、終わる物語。

　ただ、それでも。

「俺は絶対に異世界に行く！」

　運命がその行く手を阻はばもうとも。

　あらゆる可能性が、異世界に繋つながっていなくても。

　それでも、と声を上げ。

　それでも、と闘志を奮い立たせて。

　決して叶わない願いの為に、全身全霊で駆け抜けようとする覚悟があった。

　この世界から旅立とうとする、無謀にも似た抗あらがいの決意が。




　つまり、これは。

　異世界に行くことを、何もかもから否定されたとしても。

　異世界に行くことを決して諦あきらめない、そんな物語である。
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「……さて」

　とりあえずは、落ち着いた。

　目の前に倒れている少年の状態を確認して、溜ため息いきを吐つく。

　ゆさゆさと揺らしてみたが、ちゃんと意識を失っているようだった。記憶の書き換えも、問題なく完了しただろう。ちょいと画面を見せるだけで記憶をリライトするアプリとか、どう考えても危険な代しろ物ものだと思うが、仕方がない。全ては、この世界の為に必要なことなのである。

　将来のある少年を、異世界なんぞに連れて行かれる訳にはいかないのだ。

　いや、それも、実際建前ではあるのだが。

　そこには、極めて個人的な事情もこっそり絡んでいるのだが。

　部屋の中央にある、怪しげな光を放つ文様。

　そこから、どうにも目が離せないでいる。

　とにかく、自分に与えられた分の仕事はきちんとこなした。この少年が異世界に連れて行かれるという事態を、無事に阻止したのだ。後は、諸もろ々もろの後始末を、仲間達がちゃんとやっているかどうか、である。

「おーい、そっちはどうだ？」

「問題ないよー」

　声を掛けると、すぐさま返事が戻って来た。

　本ほん多だ史ふみ雄おという名前の、気弱そうな顔をした青年が、さっき俺が吹っ飛ばした女の様子を確認している。

「うん、ちょっと気を失っているだけみたいだね」

「そいつは良かった。えらい声を上げていたから、心配だったんだが」

「あのさ、そうやってこの人の事を心配するなら、どうしてドロップキックなんか喰くらわせたのさ……」

「いや、だって、なぁ？」

　もたもたしていたら、少年が異世界行きになっていたところだし、

　それに、何より、ムカついたし。

「こっちの世界の人間を、異世界にホイホイ連れて行こうなんて、そんなことを許す訳にはいかないだろ？　ましてや、将来のある少年なんだぞ」

「立派なことを言っている風だけど、鷹たか広ひろが怒っている理由は別だよね？」

「うるさい」

　確かに図星だが、気にするなよ、そういうこと。

「とにかく、そいつには一応話を聞かなきゃならないんだからな。どうしてこんな、いたいけな少年を異世界に連れ去ろうとしたのか、を。つっても、どうせ、ろくでもない話に決まっているんだろうが」

「まあ、ここ最近の傾向からして、きっとそうなんだろうね。でも、聞かないと駄目なんだよ。仕事なんだから」

「ああ」

　わざわざ、こちらの世界に来てまで、人材を求めている理由。

　異世界召喚というおかしな手段を取らざるを得ない、何かしらの意味。

　本来、そこには異世界の存亡に関わるような、重大な理由がある筈はずなのだが……しかし、どうにも最近では、そういうことでもないらしいのだ。

　いずれにせよ、この女には詳くわしい話を聞く必要がある。それをやるのも、俺達の仕事の一部なのである。

「隼はや瀬せはどうした？」

「そろそろ戻って来るんじゃ……ほら、来たよ」

「ん……」

　史雄の声に従って、部屋の入り口の方を見る。

　と、俺が強引に蹴けり開あけたドアから、一人の少女が現れた。

「……こちらも終わりました、池いけ中なか先輩」

　階下で、任せておいた別の仕事をこなして来たのは、いつでも不機嫌そうな顔をしている少女だった。

　隼瀬歩あゆ理りという名の、その少女は、一応俺の後輩である。

　まあ、後輩と言っても、いつだって慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度ばかり取られているような気がするけれど。ちっとも先輩として見られていない気がするけれど。

　そんな俺の感情が、うっかり顔に出ていたのか。随分と硬い声が、こちらに投げかけられる。

「……何か文句でもあるんですか」

「無いけど？　いやむしろ褒ほめたいくらいだって。よくぞ仕事を無事に全うしてくれたって、褒め称えたいくらいだ」

「そこまで言われるとかえって腹が立ちますね」

　常に不機嫌そうな顔が、更に暗さを増した。

　まずい。俺は先輩として、毅き然ぜんとした態度を取り続ければ良いだけなのに、この後輩の前ではどうにも恐れが先行してしまう。人を威圧する才能でも持っているんじゃないか、この後輩。












「……やっぱり、言いたいことがあるんですね」

「無いから！　ほら、報告！」

「はあ、別に良いですけど。保護対象の少年のご家族の記憶処理。そして、我々の侵入における痕こん跡せきの消去。どちらも完了しました」

「ＯＫ。さすがは優秀な後輩だ」

「…………」

　わぁ、顔がどんどん暗くなっていくな。俺としては、結構素直に後輩の仕事を褒め称えたかっただけなんだけど。

　とにかく、これ以上怒らせても仕方がない。

「ま、まあ、落ち着け。さっさと仕事を終わらせようじゃないか」

「はい、そこの女の、事情聴取ですね」

　不機嫌そうな表情を隠さないまま、隼瀬が指差したのは、先程、俺がブッ飛ばして、現在床に転がっている女だ。

　鮮やかな緑色の髪の毛に、病的なまでの白さを持った肌。装飾品の類たぐいなどは身に着けておらず、ローブのようなものだけを着込んでいる。

　間違いなく、この世界の人間ではない。

　異世界の住人だ。

　これで、単におかしな恰好をしただけの女だったら、俺がびっくりだ。人の家に侵入して何やってるんだ。いや、人の家に侵入しておかしなことをやっているのは俺達も同じだけど。そしていきなり蹴りつけている時点で、俺達の方がどうかしているけど。

　まあ、正義はこちらの側にある。

　俺達には、異世界に関わる問題に対応する為の、ある程度自由な活動を特例として認められているのだ。

　さすがは権力。すごいぞ権力。という訳で。高圧的な態度で行こう。

　気絶している女の肩を、ゆさゆさと摑んで揺する。

「おら、起きろ」

「……ううん」

「寝てんじゃねえ。さっさと起きろって」

「……むにゃむにゃ、もう食べられませんよぉ」

「異世界から来たやつがそんなベタな寝言を吐くな!!」

　ガツンと拳こぶしを脳天に落とす。

　案の定、狸たぬき寝ね入いりだったらしく、すぐに飛び起きて、不満げな顔をこちらに向けてきやがった。

「って、痛いじゃないですか！　いきなり殴るなんて、弁護士を呼びますよ!!」

「異世界に弁護士なんているのか？」

「そりゃあいますとも！　ただちに罪を判断し、ただちに罰を下す、そんな迅速かつ確実な存在が!!」

「単なる処刑人だろ、それは」

「口くち癖ぐせは『俺が法律だ』ですけども」

「それはもう蛮族の類じゃないかよ」

　やはり、異世界の常識はどうかしている。

　どうかしているからこそ、俺達のような存在が必要になってくる訳だが。

　まあ、異世界に対しての愚痴はどうでも良い。こいつへの聴取を済ませないと、今日の分の仕事が終わらないのだ。とっとと話を進めよう。

「で、どうしてそこの少年を連れて行こうとしたんだよ」

「……それは」

　そこで一瞬、言葉に詰まったけれど。

　すぐに元の調子に戻り、まくし立てて来る。

「ええ、それは当然、我らが故郷たる世界の為です！　滅びに瀕ひんした世界を救うためには、この少年が絶対に必要なのです！　世界を救うという使命を帯びて、私はわざわざこちらの世界にまで足を延ばした訳ですから！　事態は一刻を争うのです！　だから、私の邪魔はさせませんよ!!」

「ほほう」

　とても真剣な表情で、深刻そうな話をする異世界人の女。

　もう涙さえ浮かべている辺り、本気で必死になっているのが分かる。

　しかし、まあ、急に早口になってまくし立てて来ている点に怪しさを覚える。やましいことがあるからこそ、ここまで必死になっているのだということが、経験上良く分かるのだ。こういう場合の対応は決まっている。

「で、具体的にはどんな感じで、滅びそうなんだよ」

「はい？」

「一体アンタの世界に何があった？　魔王でも出たか？　エイリアンの侵略でもあったか？　それとも、神々の怒りに触れたか？」

「え、えっと……」

「あるいは、地底人の侵略？　天空人の審判？　獣人との戦争？　もしくは、物語の世界からの侵攻でもあったのか？」

「ううううう」

　そこで口ごもってしまうのを見て、確信する。

　ああ、やっぱり今回も、ろくでもない理由を引っ提げてきやがった、と。




　異世界召喚をするからには、当然、それなりの理由が要いる。

　何しろ、他の世界という不確かなものに、助けを求めるのだ。自分達の世界ではどうしようもないから、別の世界から人間を引っ張って来ざるを得ない、という状況。それだけの手段を、なりふり構わずに取るという時点で、どれだけ追い詰められているのか分かるというもの。

　そんな深刻な事情を前にしては、にべもなく断る、という選択肢は取りにくい。かつて、異世界召喚の事を知ったばかりの国々も、そのように考えていた。こことは違う異世界といえども、一つの世界が危機に瀕しているのを無視するのは、人道的にやはり問題とされていたのだ。だから、ある程度は妥協して、異世界召喚というものを暗黙の裡うちに受け入れるようになっていた。

　しかし、そんな話も、過去のものだ。

　今や、異世界召喚に関するハードルは、随分と下がっている。

　むしろ、下がり過ぎてしまっている。

　最初の内こそ、真剣に自分達の世界の危機をどうにかする為に、こちらの世界から人材を募つのっていたものの、そうそう世界の危機なんていうものが起こることはない。世界規模の危機なんて、そうそう起こりはしない。だから、わざわざ異世界から人を連れて来る程の理由も、次第に無くなっていった。

　世界の危機が無いのなら、異世界召喚自体が不要となる。

　自分達の世界のことは、自分達で解決すれば良い。

　だが、他の世界から人材を呼ぶという裏技を、一度知ってしまったのなら。自分達の世界の人的リソースを減らすことなく、他の世界の有能な人材を利用出来るというのなら、あえてその裏技を使わない理由はない。むしろ、何としても使いたくなるのが、人情というものである。

　だから、特別な理由がなくても、召喚をするようになってしまった。

　些さ細さいな理由を、さも大層なもののように脚色して、召喚するための言い訳にする。世界の危機とは関係なく、自分達の都合の為に、必要な人材を連れて来る。そんなことが、まかり通るようになってしまったのだ。

　要するに、異世界から誰かを召喚する、その理由が。

　近年では、とても軽いものになってしまっているのである。




　今回の件も、おそらく、そんな感じなのだ。

　確かな世界の危機が訪れているというのなら、それは確かに問題だし、俺達としても話を聞かない訳にはいかない。そこを見捨てるほどに冷れい酷こくではない。

　だが、心底どうでも良い理由の為に、こちらの世界から人を連れて行こうとするのならば。努力すれば自分達でも解決出来るような問題を、わざわざこちらの世界の人間にやらせようとするのなら。

　それは、絶対に許せないことで。

　こちらも遠慮なく、妨害することが出来るというものだ。

「それで、その少年に何をさせようとした？　言えよ」

　俺の態度に恐れをなしたのか、女性は、若干震えながら答える。

「それは……その、ゴミが」

「ゴミがどうした」

「ゴミを捨てに行ってもらおうと思いまして」

「自分らで何とかしろや！」

　そんな理由かよ!!

　どうせ大した理由ではないと思っていたけれど、想像以上に酷ひどいな!!

　つーか、わざわざ異世界にまでやって来てゴミ捨ての人材を募る前に、自分でゴミでも何でも捨てに行けばいいだろうが！　少なくとも異世界よりは近場にあるもんだろ、ゴミ捨て場なんてさ!!

「だって、ゴミはすごく重くて、汚くて、危険なんですよ!?」

「そんな危険なゴミがあるか!?」

「危険なんですよ！　実験の過程で生まれてしまった、周囲に毒素を撒き散らすタイプの生きたゴミですから、手に負えません！　近づくだけでヤバ気な臭においがするんですもの!!　こんなものに迂う闊かつに触れたらゴミになりそうというか、下手したら自分がゴミとしてゴミに処分されることになるというか、それくらい危険なんですから!!」

「全部まとめてお前らの不始末じゃねえか！　自分らで何とかしろや!!」

「ぐふ」

　強めにどついてやると、異世界人の女は今度こそ完全に昏こん倒とうした。

　これ以上の話は聞けなくなったけれど、どうせろくな話は聞けないだろうから、問題はないだろう。

　だって、ゴミ捨てをさせようとしていただけだって分かったし。

　いくら追及したところで、ゴミ捨て以外の情報は出て来そうにないからだ。




　さて、思っていた通り、今回の異世界召喚案件も、くだらないものだということが判明した。俺のテンションも、すっかり下がっている。

　俺の後ろで話を聞いていた史雄と隼瀬も、俺と同じようにうんざりしているようで。

「……全く」

「案の定、どうでも良い理由だったね」

「こんな理由で異世界に呼ばれて、この少年の気持ちはどうなるんだよ」

　この少年、それはもう、嬉うれしそうな表情を浮かべていたぞ。いざ異世界に行って、「ちょっとゴミ捨てて来てくれ」なんて言われたら、どんな気分になるだろう。そのまま異世界を滅ぼす魔王になりかねんぞ。

　まあ、そんな異世界からの要望……要望っていうよりは無謀って感じの何かだったけど……は、俺達の活躍により未然に防がれたのだ。

　これで、俺達の仕事は終わったのだが。

　何とも、達成感が無いのは何な故ぜだろうか。こういう顚てん末まつに終わるような案件が最近増えて来ている為だろうか。

「はあ、こんなどうでも良い奴の為に、貴重な時間を使っちまったじゃないか」

「仕事ですから、仕方がないでしょう」

「仕事ならもうちょっと、仕事らしい仕事がしたいんだよ」

「仕事らしい仕事が来たところで、真ま面じ目めにやるとは限らないじゃないですか」

「まあまあ、二人とも落ち着いて。とにかく、後はこの異世界人を回収すれば、それで終わりだから、ね？」

　隼瀬とやり合っていると、史雄が慌てながら割って入る。いや、後輩の方から突っかかって来るのが悪いんだ……と言ってやろうとしたけれど、俺は立派な先輩なのでそういうことはしない。決して怖い訳ではない。

　くだらない相手とくだらないことをして、疲れたし。

　いつの間にか、魔法陣も消えてしまっている。俺の目的も、どうやら進展しないようなので、もうここにいる理由はない。

「それじゃ、撤収するぞ。とっとと帰ろう」

　昏倒した異世界人の女を背負い、帰かえり仕じ度たくをする。背に掛かる重みに、もう何もかもが嫌になって来るが、それでもこのチームのリーダーとして、仕事が終わったという報告をしないといけないのだ。

「俺達の、職場にな」




　増加する、異世界召喚の問題。

　本当に世界が危機に瀕しているような案件は数を減らし、反対にくだらない理由で異世界に召喚されてしまう人々が、日々増え続けているというもの。

　当初の頃は、異世界側としても事を荒立てたくはなかったのか、召喚される人材にも偏かたよりがあった。世間的に、いなくなっても発覚が遅れるような。もしくは、すぐには問題にならないような。そういった、目立たない人材……引きこもりやニートを選んで召喚する、という遠慮があった。

　勿もち論ろん、どんな立場の人間でも、人一人が世界からいなくなれば、必ず問題になる。それでも、周囲との関係性が薄い人間ばかりが召喚されていた為、問題が大きく表面化することはなかった。国家としても、情報操作がしやすかったのである。

　しかし、事態は変わる。

　世界の危機が、過ぎ去った後。

　異世界側の行動に、遠慮が無くなったのだ。

　何せ、自分達の勝手な目的の為に、異世界召喚をするようになったのだから。世界の危機とは全く関係なくなってしまったのだから。当然、その勝手な目的に沿った人材を、狙ねらって召喚するに決まっている。

　それは、これまでのように、目立たない人材を選ぶようなことではない。目的を達成するだけの能力を持っている人材……つまりは、こちらの世界においても、ある程度能力が認められている人材を、堂々と召喚するようになってしまったのだ。

　体力に優れた人材として、有名なスポーツマンを。

　知識が必要な問題を解決する為に、高名な学者を。

　単に、自分達が会いたいという理由で、アイドルを。

　なりふり構わずに、求めるようになってしまった。

　一応、召喚された目的が達成されれば、その人材は戻って来る。しかし、いかなる理由があったのか、そのまま異世界に留まってしまうケースも頻発するようになった。貴重な人材が次々と、外国どころか異世界に流出していく……この重大な事態に、いよいよこちらの世界としても、真剣な対応を余儀なくされた。

　人材の流出という問題を抱えている世界中の国々が、それぞれ対応を始める。それは、俺が暮らしている日本でも同じことだった。

　最初の計画は、優れた能力を持ったメンバーを集め、異世界召喚に対応する為のチームを結成することだった。各分野から、一流の人材を揃そろえた最強のチームを結成し、いざ異世界側とのトラブルが起きた時に対応出来るように。

　ただ、最強の人材を集めたということは。

　つまり、異世界側としても欲しい人材が集まっているということで……。

　チームが異世界側の人間と接触した際に、チームまるごと異世界に引き抜かれてしまうという、最悪の結果に終わったのだった。ひどい話である。

　その失敗のおかげで学んだこと。下手に能力を持っていると、異世界側に勧誘されてしまう。かと言って、何の能力も持たないメンバーを集めたところで、荒事には対処出来ない。

　ならば、どうするべきなのか。

　日本政府が選んだのは、全く異なるアプローチによる作戦だった。貴重な人材が、異世界に流れることを不安に思うのなら。逆に、異世界に流れることのないようなメンバーを集めれば良い、というものだった。

　毒をもって毒を制す、と言うか。

　毒を制する為に、ガソリンを飲むような、そんな無茶な作戦を。




　つまり。

　異世界に行けるだけの優れた能力を持ちながら、しかし異世界に呼ばれることはないだろう、そんなメンバーを揃えたのだ。

　例えば。異世界に行きたいと日々願っていながら、しかしどうしても異世界に行くことが出来ないで燻くすぶっている者。

　例えば。既に何度も異世界に召喚されて何度も世界を救わされ、異世界に行き飽きている者。

　例えば、身内が異世界に召喚されて以来、異世界というものの存在を心から憎み切っている者。

　例えば。元々異世界の出身だったものの、事情があってこちらの世界に捨てられてしまった者。

　それらの、異世界に対して複雑な縁を持つメンバー。

　むしろ異世界側から来て欲しくないと、三み行くだり半はんを突き付けられるような、そんなメンバー。

　そんな、癖のある面々を集めて結成されたのが、異世界召喚問題に対して日本政府が計画した、最新の対応策。異世界からの召喚侵略行為に対して出動し、異世界とのいざこざを解決する、特殊な組織。

　今日も、異世界に流出してしまいそうになる貴重な人材を、いざ召喚される前に保護し、あるいは直前で守り、決して異世界には行かせないための組織。

　それが俺達、「異世界行けない委員会」なのだ。




「ははは、良く帰ったね皆の衆」

「はぁ……」

　オフィスに戻った俺達を出迎えたのは、委員長の朗ほがらかな笑みだった。

　俺の上司に当たる委員長、阿あ部べ征せい五ご。

　物腰は柔やわらかいが、柔らかい態度のままで俺に仕事を押し付けて来る、にくいあんちくしょう。委員長とはいえ、黒髪ロングの美少女ではない。ただのオッサンだ。

　朗らか過ぎて、逆に信用がおけなくなるタイプの笑い方をしているのが、また気に入らない。いつでも笑顔なので、表情から何かを察することが難しい。それを分かってやっているとんでもないタヌキか、あるいはとんでもない無能か、どちらかだろう。

　まあ、仕事の監督に関してはしっかりしているので、こちらも手は抜けない。

「それでは池中君、早速、報告を」

「ああ、はい……例によって、どうでも良い感じの案件でしたよ。くだらない理由で、召喚をしようとする、いつものパターンです、世界の危機なんてものは、欠片かけらもありませんね」

「ターゲットは、無事に保護出来たのかな？」

「はい、無事に身柄を押さえ、記憶の処理も完了しています。しばらくは監視を付けることになるでしょうが、恐らく問題ないかと」

「ふむ、それで、被疑者は」

「そちらも問題なく確保し、担当に預けて来ました」

「よしよし」

　太たい鼓こ腹ばらを揺らしながら、満足そうに笑う委員長。良かった、お咎とがめはないらしい。

　ドロップキックをかましたことが問題になっていたら、どうしようかと思った。異世界側からの勝手な召喚は確かに問題だが、だからと言って、何をやっても良いという訳ではないのだ。今回は、ちょっぴりムカついてしまい、ちょっぴり足が出てしまっただけなんだけど。ちょっぴりな。

　とにかく、無事に報告は済んだ。この後、今回の件について報告書を作成しないといけないが、今すぐやるべきものでもない。慣れないドロップキックなどしたせいで大変疲れてしまったから、もう帰りたい。

　そのまま、今日の仕事は終わりだと、その場を去ろうとして。

「おっと、池中君」

「……何でしょうか」

　背後から、委員長に呼び止められる。ああ、嫌な予感がするよな。

「……はぁ」

　こっそりと溜め息を吐く。無視する訳にもいかないので、振り返るしかない。もう、本気で嫌な予感しかしないんだけど。

　嫌そうな顔を隠さないまま振り返れば、そこには先程までとまるで変わらない、委員長の笑顔があった。その朗らかな表情が、今は恨うらめしい。

「うん、お疲れの所、非常に申し訳ないんだけどね」

　申し訳ないと思うのなら黙っていて欲しい、と思うが、そんなことを口に出す勇気はない。こんなことで職を失う訳にはいかないのだ。

「もう一つだけ、一つだけだから、ちょっとした仕事を頼まれてくれないかね」

「はぁ」

「大丈夫大丈夫、すぐに終わるから」

「…………はぁ」

　話を聞く度、みるみる下がって行く、俺のテンション。

　今日もまた、家に帰ることは出来ないような予感がした。昨日に続いて、これで三日目に突入である。本当、何でこんなに忙しいんだろうか。それもこれも、異世界からひっきりなしに問題が来るからだ。

　異世界。

　それは、どうやったって、俺の目の前に立ちはだかるものなのだ。




「……で、僕達も付き合わされるってことだね」

「一人でやって下さい」

「そんな冷たいこと言うなよ!!　俺達チームなんだからさ!!」

　帰り支度を始めていた史雄と隼瀬を呼び止めると、二人とも大変嫌そうな顔を返して来やがった。本当に申し訳ないけど、こうして俺と一緒に新しい仕事に付き合ってもらう他ないんだよ。

　特に隼瀬の奴は、不機嫌を通り越して怒りに満ちた顔をしている。

「大体、何ですか、これは」

「俺だって分からねぇよ」

「こんな作業をするの、中学校の時以来です」

「俺は、小学校以来だな……」

　俺達に与えられた、新しい仕事。異世界召喚の問題に関して重要な仕事だと、そう言いくるめられて、この夜遅くに担当することになったもの。

　それは、チラシ作りである。

「……何でこんなことになるんだよ」

　愚ぐ痴ち交まじりの独り言を呟くも、すでに二人とも、反応をしてくれることはない。それくらいに、訳が分からなくて、そして地味な仕事だった。

　俺達は、会議室の机に向かって、チラシの内容を必死で考えているのだ。

「つーかチラシって何だよ!!」

「ですから、それを、委員長が説明してくれたんですよね？」

「確かに説明はあったけどさぁ……」

　委員長の説明。それは、単純なものだった。

　貴重な人材を連れ去ってしまう、異世界召喚という問題。そんな問題に警けい鐘しようを鳴らす為に、チラシという形でメッセージを発信するというものだ。

　それが、どんな内容かといえば。

『異世界に行くことは危険です!!』

『気を付けよう　不慮の事故と　異世界召喚』

『異世界ダメ、絶対』

　そんな、どこかで見たことのある感じの警告。学校の掲示板にでも貼はってあるようなやつ。

　いや、ちょっと待って欲しい。

「これ貼ったら駄目なんじゃねえの!?」

　思いっきり異世界召喚って書いてあるんですけど!?

　そういうのは、割と表おもて沙ざ汰たにしたらいけない感じのものではないのか。ここまで堂々と書いたら、割と政府を巻き込んだ大問題になるのでは。

　何せ、異世界召喚というものは確かに存在している訳だが、その存在が公言されているということではない。公おおやけに、異世界というものの存在を認めてしまえば、色々と厄介なことになるのは目に見えている。だからこそ、異世界についての情報は秘されているし、俺達だって出来る限り秘密裏に行動しているのだ。

　全ては、暗黙の了解の内に動いているのであって。『本当はあるけれど、そこのところはぼかしておこうね？　ね？』みたいな優しさと思いやりによって上手い具合に隠されている筈のものだ。それなのに。

「ここまではっきり書くのは駄目だろ!?」

「逆に、ここまではっきりと書いてあったら、かえって冗談に見えるとか、そういう効果を狙っているんじゃないかな」

「そうか……？」

　書いちゃってるじゃん。

　書いちゃったらその時点でギリギリアウトじゃん。

　いや、史雄が言うように、冗談として取られることを最初から想定した、そんな計画であるのだとしても。

　効果が無くて当たり前、効果があればラッキー、くらいの、なあなあな感じでやっているものだとしても。

「それをどうして俺らがやるんだよ!!」

「どこも人手不足だからねぇ」

「ぬう……」

　こういう仕事をするのは、もうちょっと他の部署なんじゃないのかよ。

　少なくとも、最前線で活躍する実行部隊の俺達がやるべきことではないような気がするんだけど。一応、俺達は忙しく活動していて、今日も何件かの異世界案件に対応して来てとても疲れているので、こんなことをしている暇ははっきり言ってどこにもないんだけど。

　それでも、やれって言うのか。

　どうしても納得が行かない。俺の中で納得が行くまではチラシなんか作っちゃいられない……そんな感情が顔に出ていたのか。黙々と作業をしていた隼瀬が、こちらを睨にらみつけて来る。

「ほら先輩、さっさと仕事をしてください」

「その態度はどうなんだお前……」

「何もしないのなら黙っていてください」

「何でそんなに厳しいんだよ。お前実は後輩でなくて先輩なのか？」

「訳が分かりません」

　しかし隼瀬は、表情こそ怖いものの、手だけは真面目に動かしているので、こちらとしても文句を付けようがない。

　仕方なく、俺もチラシに視線を落とす。まだ白紙のままの、未完成のチラシ。

　異世界に行かないように、警鐘を鳴らすという目的のチラシ。

　そんなものは、俺にとって、どうにもやりづらいものなのに。

「……はぁ」

　先程よりも強く深く、溜め息を吐く。

　全く。こんな無意味なことばかりしていて、果たして辿たどり着つけるのだろうか。

　俺の、目指すべき場所。

　俺がずっと昔から、望んでいた場所。

　遙はるか遠き、麗うるわしの異世界に。




　そう、俺の目的は、俺個人の目的は、自分がやっている仕事とは全くかけ離れている。それどころか、正反対とも言えるようなものなのだ。

　誰かが異世界に召喚されることを防ぐのが、俺の日々の仕事で。

　しかし、俺自身の目的は、全く違う。

　根本的に違う。

　俺は、俺はとにかく、異世界に行きたいのだ。

　他の誰でもなく。

　俺自身が、異世界に行きたいと、そう願っている。

　あの時から、ずっと。

　一日も、欠かすことなく、思っている。




　始まりは、子供の頃だった。




　あの頃の俺は、まあ普通のクソガキだったと思う。

　まあ子供なんて言うものは、大なり小なりふざけているものだろうけど。俺も例に漏もれず、とにかく暴れ回って、身体からだ中に生傷を作りまくって、泥だらけになって、そうして親に叱しかられるといった日々を過ごしていた。

　毎日が楽しかった。

　悩みなんて無かった。

　俺にとっての、運命の日。俺の目の前でアイツが消えた、あの日が来るまでは。




　その日も、いつものようにアイツとふざけ合って遊んでいた。空き地で野球めいたことをやったり、ザリガニを釣ったりと、まあ普通の悪ガキがやるようなことを進んでやっていた。この辺りの性根は、今に至るまで変わらないと思う。

　俺の友達……一番の親友。家が隣同士ということもあってか、幼い頃からいつでも一緒に遊んでいた。ここまで距離感が近いと、ほとんど家族のようなものだった。

　だからその日も、そいつと一緒にいた。

　変わらない日常。

　変わらない筈の日常。

　しかし、そんな日常は、いきなり終わりを迎えたのだ。俺達の目の前に現れた、その光り輝く魔法陣によって。

　気付けば、目の前に、それはあった。

　明らかに異様な雰囲気を持った、謎なぞの魔法陣。

　その頃は、まだ異世界というものについての認識が、世間に根付いていなかった。

　俺としても、異世界に対してはそれなりに、子供ながらに興味を持っていたものの、しかし知識が圧倒的に足りていなかったために、実感を持っていなかった。

　だから、それを見つけた時、俺は何も出来なかった。

　有り余っている筈の好奇心ですら、その時は働かず。近づかない方が良い、という本能的な感覚に従って、その場を動かなかった。

　しかし、アイツは違った。

　アイツは、異世界召喚というものの存在を知っていたのだろうか。もしくは知らないままで、何となく興味を持っていたのか。

　今となっては、訊きくことも叶わないけれど。

　とにかく、あの時、歩を進めたのはアイツの方だった。何かに導かれるようにして、魔法陣へと近づいて行ったのだ。

　アイツを止めるには、それがきっと、最後のチャンスだった。その瞬間に手を動かしてアイツの腕を摑んでいれば、その後の展開は全く違うものへと変わっていただろう。俺が今、ここに立っていることすらなかっただろう。

　それでも、過去は変わらない。

　時折見る、夢の中の記憶においても、決して変わらない。

　アイツはそのまま、止まることなく魔法陣へと入って行った。身体が魔法陣に乗った瞬間、光が強さを増した。それは、今でも瞼まぶたの裏に焼き付いている、鮮烈にして不吉な光。

　当時の俺としても、それがヤバいものだということは認識したのだろう。俺も慌てて追いかけ、魔法陣の中に入ろうとして。

　しかし、叶わなかった。

　俺が入ることを拒むように、光が壁となって立ち上り、俺とアイツとを分断したのだ。

　俺の親友は、確かにそこにいて。

　しかし、決定的な断裂の向こう側にいた。

　壁の向こうで振り返ったアイツは、全てを理解しているように見えた。穏やかな顔。何かを理解した顔。自分の身に起こっていること、自分の身にこれから起こること、その全てを受け入れているように、俺には見えた。

　そして、その口が動く。

　如い何かなる機能が働いているのか、声は全く聞こえない。ただ、魔法陣が、光の壁が発する音が大きくなっていくばかりで。音が最高潮に達してしまえば、もう全てが終わってしまう。そんな予感に身体を包まれながらも、俺は必死になっていた。

　それでも、アイツは泰然としたまま、微笑んで。

　何もかもを受け入れながら。自分がこれからどうなるのかを、ありのままに受け止めながら。ただ一言分、口を動かす。

『後はよろしく頼む』

　そんな言葉が、最後に聞こえたような気がした。

　決して声の届かない、世界の圧倒的な断絶を前にしては。何もかもが、俺の錯覚に違いないけれど。




　やがて、光が消えると、そこには何も残っていなかった。

　一切の痕こん跡せきもなく、何一つ変わっていない風景。

　ただ、その姿だけが、消えていた。

　現れた魔法陣が、異世界召喚の為のものであるのなら。恐らく、俺の親友は、既にこの世界から姿を消してしまったのだ。

　すぐに戻って来るかもしれない、なんていう期待も、その徹底的な消失を前にしてはいかにも頼りなくて。

　ただ一人、立ち尽くしながら。

　俺は、一番の親友を失ったのだということを、ようやく認識した。

　そこで、俺は思ったのだ。

　たった今、目の前で消えてしまった親友。

　もう会えないかも知れない、遠く離れてしまった親友。そこに対する悲しみ、怒り、寂しさ、憤いきどおり、辛つらさ、そんなやりきれない感情。

　そんなことは、まるで関係なく。

　そんな感情は、はっきり言ってどうでも良く。

　ただ、自分の思考は、一点に絞られていた。

　つまり、それこそは、今の俺へと繋がる考え。俺をここまで引っ張って来た、ただ一つの熱情。




「どうして俺が、召喚されなかったんだよぉぉぉぉ!?!?!?」




　とても自分勝手な、文句だった。




　今でも、あの時の事を夢に見る。

　夢に見る度に、『どうしてあの時、俺はアイツを押おし退のけてでも、先に魔法陣に入らなかったのだろう』という後悔に苛さいなまれる。戸惑っている暇があったら、何を差し置いてでも自分が突撃するべきだったのだ。もたもたしているから、先に異世界に行かれてしまったじゃないか。

　その結果が、今のこの、悶もん々もんとした感情だ。

　あれ以来、俺は、どうにかして異世界に召喚される方法がないか探し続けている。

　といっても、そう簡単に召喚されるような事態が起こる筈もない。当時はまだ、今ほどに異世界召喚が活発にはなっていなかったから。異世界側としても、本気で自分達の世界の危機を救いたいと考えていた頃の話だから、そもそも何も知らない、何の力も持っていない子供を召喚しようとは思わないだろう。

　だからこそ、ただの子供でしかない俺の親友が召喚されたのは、かなりの奇跡的な確率だったのだと思う。その千載一遇のチャンスを逃してしまったことが悔やまれてならない。本当に、本当に悔やんでも悔やみきれない。

　とにかく、目の前でチャンスを逃してしまった俺は、しばらく悔しがるばかりだったけれど、やがて思い直すのだ。

　このままではいけない。

　ただひたすらに悔やんでいたところで、チャンスは訪れない。うじうじと悩んでばかりの子供を必要とする異世界なんてものはないのだ。仮にあったとしても、それは多分、ヤベー異世界だ。

　そこで俺が考えたのは、全く別の観点からのアプローチだった。

　いつ異世界に呼ばれても良いように。

　異世界側から、こいつを召喚したい、と思われるように。

　ただひたすらに、自分を鍛きたえ上あげることにしたのだ。

　毎日、必死で肉体を鍛えた。異世界においては、こちらの世界の常識など通用しないと考えるべきである。何よりも大切なのは、資本となる自らの肉体。自分の身体さえ鍛えておけば、どんな異世界においても信用出来る武器となる筈だ。

　そう考えて肉体を苛いじめ抜ぬいたが……それだけではいけない。

　もう一つ、自分が用意できる武器。それはつまり、知識である。

　毎日、必死で勉強をした。異世界に持って行けるのは、自分の身体一つのみ。それ以外のものは全て置いて行くことになる。だからこそ、知識は全て、自分の頭の中に叩たたき込こんでおかなければならない。農業や治水や狩猟の方法、植物や動物の普遍的な知識、あるいは古今東西の戦術や戦略に至るまで。どんな文明レベルの異世界に召喚されても構わないように、ありとあらゆる知識を詰め込んで行った。

　結果として、俺は文武両道の優れた生徒として、周囲から一目置かれるようになっていったが……そんな評価は正直、どうでも良かった。俺の努力は全て、異世界において役に立ちたいと思ってやったこと。こちらの世界にいる間に評価されたところで、嬉しくもなんともない。

　そうして、俺は努力を重ねた。

　何が起ころうとも、身一つで生き抜けるように。果てのない努力を、ひたすらに積み重ねて行った。

　全ては、異世界召喚された時の事を考えて。

　しかし、何い時つまで経たっても、異世界からの使者は訪れることなく。

　俺の努力を披ひ露ろうする場は、何ど処こにもなく。

　それでも、必死で頑張っていたところ。

　待ち望んでいた異世界召喚の代わりに、何だか良く分からない、異世界召喚対策の組織からスカウトがやって来る始末だった。

　その話を聞いた時、冗談じゃないと思った。

　異世界召喚の対策とか言われても、それはむしろ俺にとっては不都合な存在ではないか。何しろ俺は、異世界に行きたくて仕方がないのである。異世界に行くことを邪魔しているような組織の存在は、俺にとっては敵のようなもの。いっそこの場で組織ごと壊かい滅めつさせてやろうかとか、そんな物騒なことすら考えた。

　ただ、そこで俺に、天てん啓けいが訪れた。

　この事態を逆転させる、会心の一手。

　異世界召喚を防ごうとする組織なら当然、異世界召喚の現場に多く関わることになるだろう。それも、今まさに異世界に召喚されようとしている場に。当然だ、この組織の目的からすれば、異世界召喚される前にどうにかしないといけないのだから。

　ということは。

　この組織に所属して情報を得て、異世界召喚の現場に駆けつけて。

　そして、そこにある異世界行きの魔法陣にこっそり……あるいは堂々と、相乗りでもしてしまえば。俺は労せずに、異世界へと行くことが出来るのではないか。

　そうと気付いた時、俺はスカウトの話に、一も二もなく飛びついていた。

　尻尾しつぽを振る勢いで、スカウトしてくれと頼んでいた。

　これこそが、異世界への近道だと、そう確信したからだ。

　ずっと夢見て来た異世界召喚というものが、急に目の前に飛び込んで来たことで、俺はすっかり理性を失くしていたのだろう。深く考えることもしないままで、俺は将来を決めていた。

　そんなこんなで、俺は異世界召喚対策の為に設立された組織、「異世界行けない委員会」に所属することになり。

　そして、今に至る。

　この、毎日がハードでスリリングな、今の職場に。

　異世界召喚に、毎日のように関わり続けていながら。

　大変で大変な仕事を、必死でこなしながら。

　しかし残念なことに、未いまだ、異世界に行くことは叶っていない。
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「……疲れた」

　目を醒さましても、昨日の疲れが抜け切れていなかった。

　結局、チラシ作りは深夜にまで及んだ。いざ熱心にやってみると、思いのほか面白く感じてしまい、クオリティを上げるためについつい入れ込んでしまった。キャッチーでスリリングでセンセーショナルなようにイラストなんか入れたりしたのが駄目だったか。

「……起きるか」

　このまま、呑のん気きに寝ていることは出来ない。

　身体を起こせば見える、自分の部屋。委員会から貸し与えられている部屋である。

　基本的には仕事ばかりで、あまりこの部屋で過ごすこともないので、家具の類たぐいはほとんど置かれていない。身体を清める為のシャワーと、身体を休める為のベッドがあれば他には何もいらないからだ。

　他にあるのは……まあ、冗談で床に書いてみた、魔法陣とか。以前に異世界に行った人間が書いたハウツー同人誌『私はこうして異世界に呼ばれました』とか。もしくは、異世界にいざ呼ばれた時の為の行動を予測したフローチャートとか。あまり人様に見せたくはないものである。

「良し」

　自分の頰ほおを叩いて、気合を入れ。着替えて、仕し度たくをして、部屋を出る。

　今の所、出動の命令は届いていない。命令があればすぐにでも集合し、現場に向かわなければいけないのだが、幸いにして今は何事も起こっていないらしい。

　それならば、やるべきことは決まっている。

　報告書を書くのは後回し。

　チラシがどうなったのかの確認も、とりあえず後回し。

　そうなるとあら不思議、自分の為に使える自由時間が生まれた。さて、自由な時間があるのなら、俺のやるべきことは。

　そう、鍛たん練れんである。




　自室と同じ建物内に、その施設はあった。

「……よっしゃ」

　俺達チームの為にわざわざ設しつらえられた、トレーニングルーム。そこを訪れて、マットに腰を下ろし、ストレッチを開始する。

　俺以外には誰もいないので、のびのびと運動が出来るし、トレーニング用の器具も使い放題だ。これで心置きなく、いつか異世界に呼ばれた際の為の訓練が出来るというもの。どんな異世界に召喚されたとしても、自分の肉体だけは決して噓うそを吐つかない。だから、鍛えるだけ鍛えておくのだ。

　しかし、このトレーニングルーム、異世界召喚を防ぐ為の訓練をする場所だろうに。正反対の野望を抱いている自分が一番熱心に利用しているのは、何だか申し訳なく思わなくもない。

　まあ、使えるものは使うべきだ。

　俺の崇すう高こうなる目的……異世界に行くというその目的の為に、精々利用させてもらうとしよう。その為にも、運動は大事。運動の前にはストレッチが大事。だからこうして、身体を伸ばしていると。

　不意に、足元に冷たい感触があった。

「何だ……って、ポチか」

　俺の足元にまとわりついている、名めい状じようしがたい形をした何か。

　何も知らない他人が見れば、俺の脚がぶよぶよとしたピンク色の球体に呑のみこまれているようにしか見えないだろう。












　しかしそいつは、確かに生きている。

　それどころか、俺と同じチームで、異世界召喚を防ぐために日々奮闘しているメンバーの一員である。

　その名はポチ。

　不定形にして甘えん坊な、異世界由来の謎生物である。




　ポチは、とある異世界から、こちらの世界に捨てられたらしい。

　それを委員長が偶然拾い、エサなどやっている内に懐なついてしまったので、それ以来チームで飼うようにしたという話だが。

「……度胸があるよな、あのオッサン」

　どうすればこの、形の一定しないピンク色の、ぐちゃぐちゃした感じの何かのことを生物だと認識し、あまつさえエサを与えるところまで行くのだろうか。こういうところで底知れなさを見せるものだから、あのオッサンは信用出来ない。

　俺としても、最初の頃はそれなりにビビった。

　何せ、チームの為の部屋だと案内されたところに、このピンク玉が堂々と置かれていたのだから。それも、また座り心地がよさそうな、ぷるんとした球体状になっていたものだから。俺も、そういう形のソファだと勘違いして、思い切り腰を下ろしてしまったのだった。誰が俺を責められようか。

　その邂かい逅こうは、双方にとって不幸な結果に終わった。

　いきなり乗って来た見知らぬ相手に驚いたポチは、俺を全力で振り落とした。俺は、いきなりソファが人類に反はん旗きを翻ひるがえしたのかと本気で慌てて、ぶん殴った。互いにレッツ大パニックである。

　そんな最悪のファーストコンタクトではあったものの、やがて同じチームの一員として、一緒にトレーニングをするような仲になったのだ。

　いや、まあ。

「お前、トレーニングしに来ているんだよな？」

『…………』

　返事の代わりに、身体の表面を細かく振動させるポチ。

　何かを否定したい時や、不快に感じている時には、全身の色が真っ青に変化するのがポチの特性である。ということは、今の俺の質問に関しては、少なくとも否定はしていないということになるが。

「トレーニングの効果、あるのか？」

『…………』

「そもそもどこを鍛えているんだ、ポチよ。筋肉どころか、骨すらないけど、何かが変わっているのか？」

『…………』

「いや、お前が満足なら良いんだけどな」

　ポチの考えていることは良く分からない。いや、考えていること以外にも、分からないことがとにかく多過ぎるけれど。

　それでも、チームの一員としての役目はしっかりこなしてくれるので、結構信頼がおける不定形だ。いざ現場に臨のぞめば、その変幻自在な身体を活いかして敵に飛び掛かり、たちまちのうちに拘こう束そくしてしまう。狭いところにもするすると入って行くし、過酷な環境にも耐えられる。良く分からない形状に反して、中々使えるやつだ。

「まあ、あんまり無理はするなよ」

『…………』

　何かの返事をするようにぴょん、と跳ねた後、ずりずりとトレーニングルームを出て行くポチだった。

　まあ、本人が……人ではないけど……満足ならば良いことだ。




「っと、いたんだね、鷹たか広ひろ」

「おう」

　ポチと入れ違いで入って来たのは、史ふみ雄おだった。

　俺と同じように、徹夜でチラシ作りを頑張っていたせいで、とても眠そうな顔をしている。こいつの場合、常に疲れたような顔をしているのが特徴なのだが、今回は本気で眠そうである。

　いや、あるいは、何かにうんざりしているのだろうか。

「お前、そんな顔でトレーニングとか、命に関わるぞ」

「別に、トレーニングをしに来た訳じゃないよ」

　そこで史雄は、声を抑えてそっと言う。

　その様子からして、何となく良くないことになりそうだったが、一応聞いてみれば。

「実は、またまた逃げて来たんだ」

「……またか」

「それで、いつものことで悪いんだけど、ちょっと鷹広に手伝って欲しくてね」

「俺、トレーニングで忙しいんだけど。あんな訳の分からないチラシ作りのせいで、昨日はノルマをこなせなかったからな。筋肉が泣いてるぜ」

「まあまあ、そう言わないでよ……僕と君との仲じゃないか」

「仲とか言うな、気色悪い」

「と言っている間に、さあ、来たよ！　いつもみたいに、適度なトレーニングだと思って頑張って!!」

「……ったく」

　俺が舌打ちをして観念し、史雄が怯おびえるように身体を小さくした、その時。

　俺と史雄を取り囲むように、複数の魔法陣が、床に一斉に展開した。




「出やがったな」

　同じような光景を、今までに何度も見ていた。

　魔法陣とは、異世界へと繋がる扉のことである。どういう原理になっているのかは解明されてないけれど、とにかく別の世界へと移動する場合には、必ずこの魔法陣を通過する必要がある。どんな異世界であっても、この仕組みは変わらない。

　だからこそ、魔法陣を通る形で、異世界から人間がやって来るのだ。異世界に、こちらの世界の人間を連れて行くために。

　しかし、今回出現した魔法陣は、通常のものよりも随分と小さいものだった。

　大きさはまちまちだが、大きいものでも十数センチ程度のものだ。だから、そこから人が出て来るようなことはない。

　人の代わりに魔法陣から伸びて来るのは、無数の手だった。

　その手の群れが狙っているのは、俺ではなく、史雄だ。

　魚がエサに群がるように、伸びた手が史雄を拘束しようと、集まって来る。その様子は、まるで生者を地獄へと引きずり込む亡もう者じやのよう。

　以前は普通のサイズの魔法陣が現れていたのだが、史雄が必死で抵抗している内に、やり方が変わったのだ。とにかく、人海戦術で攻めて来るようになった。サイズが小さい魔法陣だから、とにかくどこにでも現れる。トイレだろうが風呂だろうが、ベッドの中だろうが、おかまいなしに。そうしていればやがて、史雄の心が折れるだろうと期待して。

「あああああああ」

　史雄は、その場を動くことなく、うずくまってしまう。

　このままでは、魔法陣から伸びた手になすすべなく捕まってしまうことだろう。俺が、何もしなければ。

　要するに、俺が何かをすることを、史雄は期待しているのだ。

「お前覚えてろよ!!」

「ああああ怖い怖い怖いから助けて欲しいなあ」

「余裕だなもう!!」

　やけくそ気味に叫び、俺は無数の手に立ち向かって行く。

　迫り来る手を、片手で捌さばきつつ、もう片手で殴りつける。両手を掻かい潜くぐって来た相手には足で踏みつけ、また蹴り上げて行く。落ちているトレーニング用の鉄アレイを投げつけたりもしながら、無数の手を防ぐ。敵は全て、史雄に向けて一直線に伸びて行くだけなので、対処は簡単だ。












　といっても、さすがに数が多い。

　だから、俺も本気を出す。ギアを上げて、心を奮い立たせる。

　全くもって業ごう腹はらな話だが、史雄の言うように、実に良いトレーニングになっていると思う。絶え間なく襲い掛かって来る手に、必死で食らいついていく。俺としては、異世界に行くことも出来ないような小さな魔法陣の相手なんて、全く無意味なのに。

　時間の経つのも忘れて、対処に追われ。

　それでも、これが少しでも異世界行きの為になればと、必死で耐え抜いて。

「これで、ラスト!!」

　やがて全ての手を無力化した時には、魔法陣は跡形もなく消えていた。

　ようやく、今回の攻勢を凌しのいだのだ。




　大きく溜ため息いき。

「……しんどい」

　何事もなかったように静まり返る、トレーニングルームがそこにある。

　対照的に俺は、最高に疲れ果てている。もう身体を一ミリたりとも動かしたくないくらいに、ボロボロになっている。

　堪こらえ切きれず、床に倒れ込む。そして、こちらのことを心配そうに、でも少し楽しそうに見つめて来る史雄の事を睨みつけた。

「お前……いつもいつも、俺にばかりやらせるなよ」

「だって僕の身体は、すっかり怠なまけているし。こういう時、ポチがいたら何とかしてくれるんだけどね」

「じゃあポチに頼めよ。さっきまでここにいたんだからよ。何でわざわざ、俺の所に来てから襲われるんだよ」

「その辺は僕にだって予想出来ないよ。それに鷹広だって、いい運動になるって、前に言っていたじゃない」

「言ったけどな……さすがに、面倒なんだよ」

　史雄を狙って時折発生する怪しげな魔法陣。それから、史雄を守る為に俺が奮闘したことは、一度や二度ではない。

　確かにこいつの言う通り、最初の頃は自分のトレーニングに使えるかも、とか考えていた。しかし、こうも頻ひん繁ぱんに同じようなことをやらされるとなると、さすがにうんざりして来るのだ。

　この魔法陣を通って異世界へと行けるというのなら、俺も無理やりにでも通り抜けてやりたいところだが。

「つーか、小さ過ぎてお前も通れないだろ、これじゃあ」

「まあ、そうだよね」

　あっさりと頷うなずく史雄。

　危機が去ったことで、すっかり元気を取り戻している。

「最初の頃は、ちゃんとした大きさの魔法陣で、ちゃんと人が出て来て、僕を連れ去ろうとしていたんだけどね。段々面倒になったのか、今ではこんなんだよ」

「もう目的を見失っていやがるじゃねぇか」

　単なる嫌がらせになっているだろ。

　俺が通れないんだったら何の意味もないんだよ。

　だから、俺としては一切関わり合いにはなりたくない。ただ、貴重なチームメンバーがケガでもしたら厄介なので、仕方なく手伝っているだけである。メンバーが減ったら、俺の負担が増えるばかりなので。

　どうして、史雄はこんな面倒なことになっているのか。

　どうして、そこまで熱心に、異世界から狙われているのか。

　それは、本ほん多だ史雄という個人の経歴に関係している。

　今でこそ頼りない、なよなよした、どうしようもない、気弱な男しか見えないけれど。その本質は、そんな弱々しい見た目の印象とは全く異なるものである。

　こいつこそは、紛れもない英雄。

　こと異世界の問題に関しては、トップクラスの実績を持つだろう男。端的に言って、規格外の存在だ。

　簡単に説明すれば、もっとも多くの異世界を救って来た個人。

　異世界を救うという、一つだけであってもとんでもない偉業とされるようなことを、数十回、あるいは数百回と繰り返して来た、本物の英雄。多くの異世界において、勇者や英雄として崇あがめられている、そんな存在。

　それが、本多史雄という男の、本性である。




　しかし、俺の知っているこいつは、単なるだらけ切った、ひ弱な男である。

「全く、どうしてこんなことばかり起こるんだろうね」

「お前、それを俺の前で言うのか」

　自慢か。

　自慢だろ。

「そりゃ気のせいだよ……だって、僕としては本当にうんざりなんだから。うんざりと言うか、うんざりすることすらもう飽きているんだけど」

「良いよな、飽きるくらいに異世界に行けるやつは」

「僕だって羨うらやましいよ。どうしても異世界に行けない、鷹広の事がね」

「…………」

「…………」

「不毛だな」

「不毛だよね」

　揃って溜め息を吐く。

　異世界にどうしても行きたいという、俺の願いを、史雄は知っている。以前、ついつい口にしてしまったのだ。どうにかして異世界に行きたいと日々願っていながら、どうしても行くことの出来ない俺のことを。

　そんな俺の願いを、史雄はきっと理解出来ないだろう。どうして、俺が異世界に憧あこがれているのか、本気で分からないのだろう。

　何な故ぜなら、こいつは、多くの異世界を救っているから。

　それはつまり、多くの異世界に召喚され、そこで冒険を繰り広げ、敵と戦い、平和を勝ち取って来たということだ。数え切れない程の異世界に呼ばれ渡って来た史雄にとって、異世界に行きたい、という俺の願いは、今更以外の何物でもないのだと思う。悩まずとも、自然に成し遂げられることなのだから。異世界なんて、それこそコンビニ感覚で行けるような場所なのだ、こいつにとっては。

　ただ、そうやって、多くの世界を救って来て。

　多くの人々から、勇者や英雄と崇あがめ奉たてまつられて。

　呼ばれ、救って、帰って。また呼ばれ、救い、帰る。その繰り返し。

　世界を救うというルーチンワーク。流れ作業にまで貶おとしめられてしまった偉業。

　それでも、世界を救うという大義がそこにあるうちは、まだ良かったのだろう。少なくとも、史雄の行為によって救われる多くの命が、確かにあったのだから。どれだけ磨ま耗もうしようとも、そのことを思えば、きっと耐えられただろうに。

　しかし、異世界召喚は変わった。

　世界の危機なんてものは、めったに起こらなくなった。

　代わりに、危機とは一切関係のないところで、世界を救うこともなく、ただ勝手な理由を付けて召喚されるばかりの日々になった時、史雄の精神はついに限界を迎えたのだった。二度と異世界なんかに呼ばれたくないと、そう決意して。

　そうして史雄は、引きこもりになった。

　自分の世界から決して出ようとしない、世界最強の引きこもりになった。

「世界の危機とかいうならまだしも、どうでも良いことばかりで呼ばれるのはもう、こりごりなんだよ。だからもう、僕はどこの世界にも行くつもりはないんだ」

「部屋からは出るのに、世界からは出ないってか」

「やっぱり自世界が一番だよね」

「自室みたいに言うな」

　委員会に参加したのも、そこが一番安全だと思ったからだという。どこにいたところで、史雄の経歴からすれば引く手は数多あまた、異世界からの勧誘はどうやったって訪れる。だったら、そんな異世界からの問題に対応する為の組織に所属してしまうのが手っ取り早いと、そう考えたのだと。丁度、俺とは正反対の理由ということになる。

　しかし、それでは終わらない。

　何もかも、終わってはいなかった。

　どれだけこいつが、異世界の連中の間で評判なのか。数多くの異世界を救って来たというネームバリューが、どれほどの意味を持っているのか。図らずも、次なるトラブルがそれを証明していた。

　静寂を取り戻した筈はずのトレーニングルームの床に、再び出現した多数の魔法陣という、これ以上ない結果によって。




「って、またかよ！　無理!!」

　もう無理だって！

　さっきみたいな必死の運動なんて、とても今の俺には不可能だって！　こっちは乳酸ドバドバ溜まりまくりんぐなんだから!!

　俺が戦えなくなっていることが分かったのか、史雄は本気で取り乱している。さっきまでは余裕だったじゃねぇか。

「たたた鷹広！　もう一回だけお願いだよ!!」

「いや無理だし」

「そこを何とか!!」

「一歩も動けんし」

　史雄を取り囲む魔法陣は、先程よりも更に数を増している。そこから生えている腕も、心なしかやる気に見える。さっきやられたことを根に持っているのか、がっちりと握り拳を作っている。

　もう、史雄を拘束しようなんて風には見えない。

　むしろボコボコにぶん殴ってやろうと、そんな感じだ。

「諦あきらめて身を任せたらどうだ」

「嫌だよ!?　僕はもう、自分の世界から出ないと決めているんだ！　殴られたって気持ちは変わらない！　一歩たりとも、異世界に行ったりはしないよ!!」

「スケールのデカい引きこもりだな、おい」

　異世界に行ける、という選択肢がある時点で羨ましくて仕方がないのだが、それを言う気力すら今の俺にはない。

「まあ、どうせ、俺には止められないし。精々頑張れよ」

「役に立たないね鷹広は!!」

「お前後で覚えてろよ。ああ、異世界に行くんだったら、もう後とかないよな。いやー、お前は良い奴だったが、お前の存在がいけない」

「うわぁ助けてぇぇぇ!!!!」

「というか、あんな小さい魔法陣で通れるのか？　おい試してみてくれよ」

　史雄の悲鳴だけが響く中、俺は観察モードに移行する。

　そうしている間に、無数の手は史雄の全身に巻き付いて、そのまま奴を連れ去ろうとしている。まるで触手に嬲なぶられているかのような状態になっているが、生あい憎にくやられているのは男だ。

「ひぃやぁぁ！　助けてぇぇ[image: ]」

「気色悪い声出すなよ」

　やがて、必死の抵抗も虚むなしく、史雄の身柄が胴上げのようにして連れ去られそうになった、その時。

　史雄に向かって手を伸ばしていた、全ての魔法陣。

　数百本はあるかという腕の大群。

　それが、爆発音と共に、まとめて吹き飛んだ。




「……全く、二人揃って、何をしているんですか」

　茫ぼう然ぜんとする俺達に投げかけられる、硬い声。

　それは、トレーニングルームの入り口から俺達の事を蔑さげすんだ目で見つめている、後輩からのものだった。その手に握られているのは、対異世界用特殊兵装の一つ、『次じ元げん破は界かい爆ばく弾だん』。異世界に繋がる魔法陣の構成を乱し、強制的に魔法陣を閉じさせる、という効果を持つアイテムなのだが、その爆発力は本物である。普通の爆弾と同じように、ちゃんと爆発する代しろ物ものなのだ。

　問題は、それが俺達に向けられたということ。

　いくら危険な魔法陣を片づけるためとはいえ、爆弾を、人間相手に向けて遠慮なくぶっ放したのである。

　そんな危険な真似をするのは、別に蛮族や凶戦士ではない。

　隼はや瀬せ歩あゆ理り。

　俺達のチームでは最も若手。しかし、その意気はチームで一番激しい。

　異世界を憎む、苛か烈れつな少女である。

「…………」

　隼瀬は、無言でトレーニングルームへと入って来ると、倒れている俺と史雄のことを見下して来た。その目は、何と言うか、怖い。少なくとも、人間相手に向けるような色をしていない。

　その声もまた、存分に怖いもので。

「起きて下さい」

「いや、俺はとても疲れているんだが……」

「ぼ、僕もちょっと立て込んでいるから……」

「起きて下さい」

「「はい」」

　二人揃って跳ね起きた。

　あれ以上ごねていたら、ろくでもないことになると、直感で理解したからだ。いくら後輩といえども、この少女は、やると言ったらやる。先輩だろうと関係なしに、自分の意志を押し通す、そんな凄すご味みがあるのだ。

　とは言え、俺にも一応、先輩としてのプライドというものがある。

「いや、あのな？　別に俺達だって、遊んでいる訳じゃないんだよ」

「当たり前です」

「遊んでいる訳ではないんだから、もうちょっと配慮を」

「配慮とか良いですから仕事をしてください」

　俺の、精一杯の強がりも、たちまち切って捨てられる。

「こんな時に遊んでいたら、撃滅ものです」

「そういうことじゃないんだが……」

「良いから立って下さい。チラシの最終確認、残っているんです」

「お前の方でやっておいてくれよ」

　正直、そんなことしてる状況じゃないんだよ。

「駄目です。はい、これが最終稿。この場で確認してください。すぐに委員長の所に持っていきますから」

「いや、だからお前は、俺の状況を分かっているのか？」

「寝ていました」

「寝ていた訳じゃねえよ!!」

　こんな所でグースカ寝ていたように見えるのか!?

　異世界との激しい戦いを終え、一時の休息を取っていたところを、更なる大混乱に巻き込まれて疲労していただけなのに、どうしてそこまで辛しん辣らつなことを言われないといけないんだよ!!

「ああ、もう!!」

　しかし、まあ、食って掛かるような気力は、もう俺には残されていない。ただただ、後輩から向けられる理不尽を、嘆なげくばかりである。そして渡されたチラシの確認をするばかりである。俺って本当に出来た先輩だよな。

「終わりましたか」

「そんなに簡単に終わる訳ないだろ」

　そもそもまだ、立ち上がってもいないよ。

　チラシの確認とかする前に、俺を立ち上がらせて、労いたわるのが先決ではないのか。

　しかし隼瀬は、何ど処こまでも冷静で、冷徹で。

「そう言えば、グッズの監修もあるそうです」

「グッズゥ!?」

「チラシと一緒に、確認して欲しいそうです。はい、これがサンプル」

　言って、隼瀬は何かを落として来た。

　受け取って見たそれは、何だか説明し難がたい容貌をしたマスコット。一見すると丸っこいクマなのだが、しかしどう見ても目が逝いっている。触れたらいけない真理に到達してしまったかのような目をしている。ついでに、背中からは滑らかな質感をした、イカの触手のようなものが生えているので、要するに気色悪い。












「……何だ、これ」

「ですから、マスコットです。異世界に召喚された結果、邪よこしまなる想念に呑みこまれ、心を病んでしまったという設定の、ちょっと触手が生えているけれど可愛かわいいクマさん、通称『イセカイカ』だそうです」

「クマじゃねぇのかよ」

　イカじゃねぇか。

　イカ部分がメインになっているじゃねぇか。

「ちなみに、鳴くそうです」

「鳴くんかい」

　クマはまだしもイカは鳴きゃしないよな。ためしにふくよかなお腹なかを押してみると、『ぐげー』と野太い声で鳴いた。

　一切売れる気がしない。ビジネスチャンスの欠片かけらもない。

「確認しましたね？」

「確かに確認はしたよ……絶対に流は行やらないだろうことを確認した」

「では先輩の責任において、全世界同時発売が決定しました」

「そんなに責任重大なことだったのか!?」

「在庫分は先輩の給料代わりに支給されるそうです」

「こんな不気味な奴が俺の給料に!?」

　何でそんなことを軽く決めるんだよ、こいつ！　もうちょっと、気配りというものは無いのか!!

　本当にこの後輩、どうしてこんなことになっているのか。

　本人の口から聞いたことはないし、教えてくれるとも思えない。

　ただ、以前、委員長からこっそり教えてもらったことがあったのだ。隼瀬の、知られざる過去について。




　それは、いつのことだったか。

「……そうだね、リーダーの君にはちゃんと伝えておくべきなのかも知れないね」

　委員長は、重い口を開いた。

　まあ正確に言うと、重い口を酒で強引に開かせた、といった感じなのだが。ちょっと隼瀬のことが気になっていたので、事情を知っているだろう委員長にアタックを掛けてみたところ、あっさりと白状したのだ。

　委員長は、まるで噂好きのおばさんのように、にこやかな口調で話し始める。もしかして誰かにこれを告白したかったのだろうか。

「彼女にはね……お兄さんがいるんだよ」

「はい」

「いや、いた、と言うべきなのかも知れないね。今はもう、いないのだから」

「それって、まさか」

「違う違う、別に、この世にいない、という意味ではないよ。この世界にいない、ということだからね。要するに、彼女のお兄さんは異世界に召喚されてしまったきり、帰って来ないんだよ」

「……異世界に」

　そういうことは、稀まれにある。

　異世界召喚というシステムが抱える、闇やみの一つ。

　それは、召喚されて異世界へ行った人間が、戻って来るという保証がない、という点である。

　多くの場合、召喚された人間はそれぞれの目的を達成し、それをもってこちらの世界に戻って来る。そうでなくても、元の世界にどうしても戻りたい、と言えば、よほどのことが無い限りは戻してくれる。下手にやらせても、効率が落ちるだけだから。それならば、また別にやる気のある人間を召喚し直した方が、異世界側にとっても得だ。

　しかし、異世界召喚とは、どうしたって危険を伴ともなうもの。

　世界間を渡るという、とんでもないことをやっているのだという事実を、しばしば忘れそうになるけれど。この、異世界召喚というシステムは、明らかに人知を超えている。誰がこんなことを始めたのか。どういう仕組みで為されているのか。失敗することはあるのか。何もかも、分かっていない。だからこそ、当然、事故は起こる。想像もしないような事態が、起こったりするのだ。

「彼女のお兄さんの事は、我々も良く知っていてね。というか、彼は、かつての異世界対策チームの一員だったんだよ。今のように組織として成り立ってはいない頃の話なのだけどねぇ」

「……そうだったんですか」

「だから、妹である彼女のことも知っていた。彼女の兄の失しつ踪そうを、家族に伝えたのも私だからね。その時に彼女……歩理君とは面識があったんだよ。それからしばらく経ったある日、彼女の方からコンタクトがあった」

　課長は、遠くを見るような目をした。

「彼女は、真剣な目で、こう言ったよ」




「私から兄を奪った異世界を、異世界への召喚を、私は絶対に許せない」

「だから、私に出来ることを、させて下さい」

「兄のような悲劇が、二度と起こらないように。私が、止めます」




　それが、隼瀬歩理という少女の原点。

　自分の兄が、異世界から戻って来ないということから始まった、一つの物語。

　ならば、そこにどんな感情があるのかも、想像がつく。

　兄が、異世界召喚によって奪われたからこそ。異世界召喚というシステム、そして異世界そのものを、嫌悪しているのだろう。

　隼瀬がこの組織に所属しているのも、ごく自然な話だ。自分の兄のように、異世界に流出するトラブルを防ぐ。その為に、異世界との争いの最前線に身を置こうとする。俺や、史雄のような特例からすれば、実に真っ当な理由だ。

　だから、そんな彼女からすれば、俺はきっとどうかしているのだと思う。

　異世界に行きたいという願い自体、理解出来ない筈だ。

　そんな事情があったとして、俺の願いや生き方が変わることは決してない。俺は、他の誰が何を思おうとも、異世界に行きたい。異世界に行きたくて行きたくて、仕方がないのだ。そこが変わることはない。

　だから、理解しろとは言わないまでも、出来ればそっとしておいてほしいところなんだけど。

「あのな、隼瀬」

「あのですね、先輩。異世界からやって来る侵略者を撃滅するための大事なお仕事なんですから、真面目にやりましょうよ」

「やる気だなオイ!!」

　臨戦態勢じゃないですか!!

　どうやら爆弾なんぞ使ったせいで、妙にテンションが上がっているっぽい。普段よりも若干、上気した様子で、俺の事を急せかして来る。いやあ、こんな後輩の前で、下手に異世界に行こうとしたら、もうどんな目に遭わされるんだろうか俺。

「侵略者って、そこまでじゃないだろ」

「いいえ大事な人材を連れて行く悪の枢すう軸じくです」

「枢軸かどうか分かんないだろ」

「では、言い換えます。悪の帝国と。ああ、悪の、は要りませんよね。帝国を潰つぶしましょう」

「真っ当に頑張っている世の帝国に謝って!!」

　世の中にそんなに帝国があるとは思えないんだけど。そして帝国という言葉に若干悪いイメージがあるのも確かなんだけど。

　しかし、隼瀬の態度は、どこまでも硬い。

「特に最近では、くだらない理由で異世界に召喚することが増えているじゃないですか。そんなの、許せません。絶対に」

「それはまあ……確かにその通りだけど」

「自分達でやるべきことは、自分達でやるべきなんです」

「当たり前の事だよな、それ」

「当たり前のことを、異世界が無視するのなら、止めるだけです」

「……ああ」

　頑かたくなな態度。

　異世界というものを、心底嫌っているような、そんな態度。

　このような隼瀬の様子からして、ちっとも歩み寄れる気がしなかった。まあ、俺としても異世界に行くことについては譲ゆずれないし、別に急いで分かり合うこともない。それなりに頑張って行こう。

　ただ、つい言ってしまった。

　隼瀬の、苛烈な生き方について。そんなことではいずれ限界が来てしまうだろうと、そんなお節介も込めて。

「お前は本当に、異世界が嫌いなんだな」

　その、何気ない言葉に。

　俺が想像していたような反応は、なかった。

「……え？」

「……お？」

　隼瀬は、同意するのでも、あるいは怒るのでもなく。

　ただ、戸惑っていた。

　俺が投げかけた言葉の意味が、良く分からないというように。普段は見せないような驚きの表情を浮かべていて。想像していなかったものを見てしまったから、こっちも戸惑ってしまう。

　しかし、次の瞬間、そんな表情は消え去っていた。

　代わりにあったのは、いつも通りの、氷のような後輩の顔だった。

「当たり前でしょう、そんなの。異世界なんて勝手なものを、好きになる方がどうかしています」

「……ああ、そうだな、そういうことにしておかないとな」

「撃滅すべきです」

「お前、撃滅って言葉が好きだよな。何なの？　蛮族なの？」

　まあ、どうあれ、仕事は真面目にやるしかない。ましてや、そこに俺が異世界に向かう為のチャンスがあるというのなら、その為に真剣にやっている振りをしなければいけない。隼瀬には悪いことをしているとは思うけれど、俺はそうするしかない。

　ただ、思う。

　隼瀬は確かに、異世界を嫌っているのだろうけど。

　しかし、何かしらの事情が、そこにはあるような気がした。何しろ、反応があまりにも極端なのだ。単に、兄を奪われた、というだけでは説明がつかないような、何かがあるのではと、そんな風に考えてしまう。

　まあ、そんな余分なことを考えている暇はあまりないようで。

「……そうだ、こんな無意味な話をしている場合ではありません。委員長が呼んでいます。チラシの確認が終わったら、すぐに次の仕事があるそうですから」

「げっ」

　マジかよ。

　チラシ作成を終え、ハードなトレーニングをこなして、ついでに後輩のことについて柄がらにもなく考えて。その上、まだ仕事をしろというのか。

　さすがに今日は、忙し過ぎるんじゃないだろうか。俺達の仕事、表に出せるような真っ当なものではないけれど、これは出る所に出るべきなのでは。こんなことでは、俺自身の目的にちっとも辿り着かないし。

　しかし、委員会の決定には従うしかないのが、勤め人の辛いところである。




「……それで、何なんだよ。次の仕事ってのはさ」

　いざ委員長の元へと向かう途中、隼瀬に訊きながらも、これから自分が何をさせられるのかを予想し、考える。

　何しろ、俺達のやるべき仕事は、多た岐きにわたっている。

　その中には、『これ本当に異世界の問題に必要か？』というような、妙なものも含まれているのだ。

　例えば、異世界召喚の嫌がらせの為に、異世界がいかに危険で恐ろしい場所であるのかを喧けん伝でんする仕事だ。昨日のチラシ作りもこれに当たる。とにかく、異世界という場所が危ないということをひたすらに煽あおり立たて、いざ召喚されそうになっても自ら拒否するように仕向けるのである。

　または、異世界に召喚されそうな人間を見つける為の、地道な聞き込みなども時にはある。そんなことでターゲットが見つかるのかどうかさっぱり分からないんだけど、とにかく聞き込みをする羽目になったりもした。刑事じゃないんだから、そんなことをしても無意味なような気がするんだけど。

　あるいは、異世界に対して直接嫌がらせが出来ないかと、色々と考えたり、実行したり。現在の所考えられているのは、魔法陣に適当なゴミを放り込んでみるとか、召喚されそうな人物をあらかじめ誘拐して召喚できないようにしておくとか、倫理的にどうかと思うようなことが目白押し。

　総じて、ろくでもないことばかりである。

　だから、何が俺達を待っているのか、さっぱり分からない。

　正直、とんでもないことを言い渡されることも、覚悟しておくべきかもしれない。安易に召喚されないよう、小学生向けの啓けい蒙もう動画を撮るとか、そういうアホな任務だったらどうしようか。いや、それは若干楽しそうだけども。

　そうやって悩んでいる俺の表情から、何かを読み取ったのか。珍しく、横を歩いていた隼瀬が話しかけて来る。

「いえ、そんなに悩むようなことではないと思います。委員長が言うには、それなりに真っ当な仕事らしいですし」

「これまでの仕事が真っ当じゃないとでも？」

「真っ当じゃないですよね」

「……まあ、そうだけど」

　少なくとも、微妙にずれている感じがするのは否いなめない。本当に異世界召喚を防ぐのに役立っているのか、ちっとも実感出来ないし。

　いや、そんなことは置いておいて。

　委員長が、真っ当な話と言っている。それは、聞き捨てならない。

　テンションが上がっていることを隠して、冷静に訊きく。

「真っ当な仕事ってことは、実際の異世界召喚の場面に立ち合うみたいな、仕事っていうことなのか？　チラシ作りとかではなく、ちゃんと現場に行って、異世界召喚を防ぐ、みたいな」

「恐らく、そんな感じじゃないでしょうか。詳しくは委員長に訊かないと分かりませんけど」

「まあ、あんまり面倒でなければいいけどな」

　いかにも嫌そうな表情を浮かべて、溜め息を吐きながら、しかし心の中ではガッツポーズである。

　もう踊り出したいくらいに、俺のテンションは高まっている。

　そう、こういう仕事こそ、俺の求めていたものなのだ。

　勿もち論ろんそれは、たまには異世界に関する真っ当な仕事がしたい、というような真面目な理由から来るものではなく。

　俺が、他でもない俺が、異世界に行けるチャンスだから、である。

　何度でも言おう。異世界に行けるかもしれないから、である。

　ここまで生きて来て、散々異世界に行きたいと願っていて。それでも、俺が異世界に召喚されることはなかった。どれだけ努力しても、準備しても、召喚される兆候すらなかった。異世界にいつ呼ばれても良いよう、必死で身体を鍛え、知識を蓄たくわえ、常に臨戦態勢で待機していた。脳内でのシミュレーションも完璧で、後は召喚されるのを待つばかり、といった状態で日々を過ごしていたのだ。

　しかし、召喚されない。

　どうしても、召喚して貰もらえない。

　いざ、魔法陣に入ろうとしても、必ず邪魔が入る。多くの場合、それはチームの仲間によるものだった。ポチが飛びついて来たり、隼瀬が突き飛ばして来たりして、どうしても魔法陣に入れない。ポチの場合は、俺が危険に晒さらされていると勘違いして助けてくれたのかも知れないのだが、俺にとっては良い迷惑である。隼瀬の場合も、一応俺を助けてくれているのだろうが……普段の様子からするに、単に俺が気に入らないからの可能性もある。

　酷い時には、俺の隣にいた全くの他人が召喚される、というような有様だった。もうそいつをぶん殴ってやろうかと思ったくらいだ。いや、よくよく記憶を辿ると、実際にぶん殴ったような気がする。その上で、召喚の為の魔法陣に入ろうとしたのに、俺の目の前で魔法陣は消えたりした。ついでに、俺がぶん殴った奴がしれっと召喚されて消えているという嫌なおまけつきで。

　ここまで来ると、もう俺が個人的に呪のろわれているとしか思えない。異世界に行けないという、厄介な星の下もとに生まれたのだと。どうやっても、俺が呼ばれることはないのだと、そう諦めてしまいそうになる。

　だが、諦めない。

　諦めてしまえば、全てが無意味になってしまう。

　俺は、絶対に、異世界に行くと決めたのだ。他の誰を踏み台にしてでも。呼ばれなくても行ってやるんだ。

　さて、そうなると、俺は何をすべきか。

　実際問題として、俺が異世界に呼ばれないというのなら。召喚されない理由が、まさに俺という存在にあるのなら。それならばもう、他の誰かが召喚される現場に割り込むしかない。

　誰かを召喚するための魔法陣に、強引に割って入るしかない。

　何度かやって、その度に邪魔が入って、失敗しているけれど。それでも、一番可能性が高い手段であることは間違いない。

　だからこそ、今回のような任務は、渡りに船なのだ。

　俺が利用出来る魔法陣が、任務の現場にあるかも知れない。それを使って、異世界に行けるかも知れない。そんな、希望に満ちた可能性が待っているのだから。俺は、この任務に全てを賭かける。

　異世界に行く、そのチャンスを求めて。

　また邪魔されるかもしれないという不安もあるけれど、それ以上に、異世界に行きたいという自分の衝動に、身を委ねるのだ。




「それで、委員長。俺達は、何をすればいいんですか」

「そうだね、説明しようか」

　委員長は、俺達を見回した。

　史雄、隼瀬、いつの間にかやって来ていたポチ。そして、俺。

　委員長室に揃った異世界対策チームのメンバーを、頷きながら確認した後で、委員長は告げる。普段の様子とは違った、硬い表情を浮かべながら。

「……！」

　その様子を見て、俺もまた気を引き締める。どうやら今回の任務、簡単なものではないらしい。異世界に行くことが主目的ではあるものの、しかし任務についての情報は絶対に必要だから、真面目に聞くのだ。

「実は、今回の任務は、非常に重要なものなんだよねぇ」

「重要、ですか」

　チームを代表して、俺が訊く。

「そう、重要だ。何しろ、さる筋から特別に、このチームに任せたいと、そう要よう請せいがあったものだからね」

「それって、俺達の活動が評価されているってことですか」

「その通りだよ」

　それは、何と言うか、ありがたいような、ありがたくないような。

　そもそも任務を達成しているということは、俺が異世界に行くのに失敗したということなので、素直には喜べないのだ。

　しかし委員長は、誇らしげに言う。

「この任務は、難しいものとなるかも知れない。しかし、君達ならば必ずやり遂げられると、そう信じているよ。これまでにも、数々の苦難を乗り越えて来た、スペシャリストの君達ならね」

「……はい、ありがとうございます」

　俺の目的はちっともやり遂げられていないんだけどな。

　そんな複雑な感情を隠しながら、渡された資料に目をやる。

　資料の表紙に見える文字……『護衛』。

「今回は、とある女性を護まもってもらいたいんだ。異世界に狙われ、召喚される危険のある女性を、無事に保護すること。異世界からやって来るだろう、召喚の魔の手から、最後まで彼女を護り切ること」

　そこまで言って委員長は、頭を下げた。

　そんなこと、これまでは無かったというのに。

　俺達に対する期待と、そして覚悟を秘めて、告げる。

「それが、君達の任務だ。今更こんなことを言うのも変に思うかも知れないけれど、頼むよ」

「……はい」

　何が何だか分からないけれど。何か、変な期待をされていないだろうか。




　普段とは様子の違う委員長から、任務を受け取った後。

「さて、と」

　チームの部屋に戻り、任務の資料を机に広げる。

　他の皆も、次々に資料を覗き込んでいる。委員長の言葉に何かを感じたのか、史雄も隼瀬も、真面目な表情だ。ポチも同じような動きをしているけれど、怪しいスライムが机に襲い掛かっているようにしか見えないし。

「……護衛の任務、ねぇ」

　資料に書かれているのは、今回の任務の概要だった。中でも、一番重要な情報……俺達が護衛するべきターゲットについての情報が、顔写真付きで詳しく書かれている。

　それは、大層な有名人であるというけれど。

「……知らん」

　誰だよコレ。

　全く記憶にない。見た覚えも、一切ない。

　有名人だということで、ちょっとくらいは期待していたんだけど。例えばオリンピック金メダリストの護衛とかになれば、異世界召喚的にも期待が持てて、そこそこテンションが上がっていたかもしれないのに、知らない人だ。

「え、知らないの!?」

　しかしそこで、何故か史雄が驚きの声を上げる。

「何だよ、そんな非難するような目で見るなよ。知らないものは知らないんだから、仕方ないだろ」

「だって、どう見たってこの人は、上こう月づきライラじゃないか!!」

「いや見たことないんだって……」

　名前を聞いても、さっぱり分からないし、聞いたこともなかった。何だか妙な名前だよな、くらいの感想しかない。

「妙な名前とか言わないでよ!!　古代の言葉で『とても美しく気高い空前絶後の神秘の歌声』という意味を持つ、由緒正しい名前なんだから!!」

「めっちゃ凝ぎよう縮しゆくしてんな古代の言葉」

　そんな情報量ないだろ。

「ちなみに古代の言葉で鷹広は『愚か者』って意味だよ」

「何でピンポイントで俺を馬鹿にしてくるんだその言語」

　そんな文明は滅びてしまえ。

　というか。

「お前、何をそんなに興奮しているんだ。ファンなのか？」

「ファンに決まっているだろ!?　今や全人類が彼女のファンだよ！　ファンじゃなければ人間じゃないよ!!」

「俺は人間じゃなかったのか……」

「ちなみに私も知りません」

　隼瀬が加わったので、人間じゃない奴がさらに増えた。

　凄いな、このチーム。メンバーの四分の三が人間じゃないぞ。

「どちらにしろ、彼女の素す性じようとか、護衛するのに直接関係ないだろ。一応、護衛するべき対象のことなんだから、覚えておくけどな」

「そうですね」

「何だい君達！　そんなことで彼女を護れると思っているの!?」

「はいはい」

「はいはい」

　急に興奮しだした史雄のことは放っておいて、隼瀬と一緒に資料に目を通す。

　さる筋から、直々に任務を下されるような、その護衛対象のこと。




　伝説の歌姫、上月ライラ。

　その歌声は天を揺るがし、地を震わせ、人を感動させる。

　というのは流石さすがに言い過ぎではあるものの、しかし人気や実績は確かなものであるという。世界中のヒットチャートでも、新曲が出る度にトップを飾っているし、その売り上げもかなりのものである。透明感のある歌声にマッチした、どこか人間離れした容姿が特徴的で、歌だけではなく当人のキャラクターも大層人気になっているとか。

「……知らないけどなぁ」

　そもそも、俺の場合、異世界のことについて学ぶことばかりで、現世界のあれこれに関してはすっかり無知である。異世界に行こうってのに、こちらの世界の歌手とか覚えていても仕方がないし。一応、異世界でも通用するよう、声の張り方は学んでいるけども。声というものは、誰にでも通用する重要なコミュニケーション法だからな。カラオケで練習したよ。

　一応、ご丁寧に添付されていた音楽データを再生してみる。

「……まあ、確かに独特の歌声だな。上手いとか下手だとかは良く分からんけど、不思議な感覚だ」

「特別な癒いやし効こう果かのある歌声の持ち主っていう話だからね」

「癒し効果、ねぇ……」

「歌声を聞くと、骨折が治るらしいよ」

「途端に胡う散さん臭くさくなったぞ」

「だって異世界なんてものがあるんだよ？　ちょっと不思議な力を持った歌手がいてもおかしくはないよね？」

　数々の世界を渡って来た史雄が言うのなら、そうかもしれない。そんな都合の良いものが、現世界にあるとも思えないのだが。

「……いや」

　そういうことではないのだろう。

　問題は、相手がどう思っているか、だ。

「そうなると、その癒し効果とやらを、異世界の連中は信じているって、そういうことになるのか」

「多分ね。現世界では、本当にそんな効果があるのか証明は出来ないけど。でも、現世界の常識に囚とらわれてない異世界から見れば、違うのかも。本当に、癒しの効果があると思って、彼女を連れ去ろうとしているのかも知れない」

「いや、そうとは限らないぞ。単にファンという可能性もあるだろ」

「本物のファンなら、こんな危ない真似はしないよ!!」

「何だよ本物のファンって」

　偽物のファンとかどこにいるんだよ。

　そしてお前はまさかその本物のファンとやらに属するのか。

「本物には本物のやり方があるんだ！　強引な真似をしてライラ様の歌を聞こうなんて、そんなの許せないよね！　ライラ様の歌が聞きたいんだったら、しっかりとオファーをして、異世界のアリーナやスタジアムで異世界公演を出来るように計画すべきだよ！　そうでなくても、こっちの世界にわざわざ来るくらいの気概は欲しいね！　ちゃんとファンクラブに入って！　ちゃんとチケットを取って!!」

「すまん、もういい」

　お前そういうキャラだったの？　いきなりビックリするんだけど。

　そもそも異世界からじゃチケット取れないだろ。サイトに繋がんねぇよ。現世界からでも繋がらないことがあるけど。

「まあ本気で、その癒し効果が必要って訳でもないだろうしな」

「そうだよ！　ライラ様の歌を聞きたいだけだよ!!」

「お前は黙ってろよ」

　どうしても世界の危機を救う為に、その歌声を必要としているならば、まだ交渉の余地もあるだろうけど。どうせ、史雄が喚わめいているように、くだらない理由に決まっている。歌声が聞きたい、くらいの理由でいちいち異世界に呼ばれていたらきりがない。少なくともレコード会社に話を通してからにすべき案件だろう、そいつは。

　とにかく、どんな理由であれ、彼女は狙われている。

　しかも、俺達が特別に依頼されたということは、本気で身柄を狙われていると、そういうことなのだろう。

　つまり。

　俺にとっては、またとないチャンスだ。

　異世界側が必死になって上月ライラを狙っているのなら、当然、その攻勢も激しいものになるだろう。チームのメンバーも必死になって、俺なんかに構っている場合ではなくなることだろう。

　そうなれば、俺が隙すきを突いて異世界に行くことも、不可能ではなくなる。

　これは、決して逃のがしてはいけないチャンスだ。そう予感する。

　上月ライラには悪いけれど、この護衛任務、精々利用させてもらうとしよう。いや、俺が異世界に行くことは、結果的に彼女を護ることに繋がるような気もするし、良いことに違いない。

「おっと、鷹広もやる気だね？」

「やる気って、そう見えたか」

　いかん、顔に出ていたかもしれない。

　とにかく、この護衛任務、必ず成功させようじゃないか。この場合の成功は、決して任務の成功ではないけどな!!

「サインくらい貰ってもいいよね!!」

「お前はもう私情を持ち込むなよ」

　私情しか持ち込まない俺が言うと説得力があるよな。

　そんな俺の、個人的思惑。

　異世界に行くというその目的が、今度こそ進展すれば良いのだけれど。
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「……ここか？」

「ここみたいだね」

「何だよ、このビル。金持ちかよ」

　任務に従ってやって来たのは、かなり立派なホテルだった。

　もう、見たことがないくらいの豪華さの高級ホテルだ。玄関にホテルマンが揃そろっているし、ひっきりなしに高級車が乗り付けているし。どう見ても、俺みたいな普通の人間には縁のない場所だった。

「でも、異世界ではこれくらいの豪華さ、良く見るけどね」

「おっ異世界自慢か」

「痛い痛い痛い」

　俺に対して自慢をしているとしか思えない史ふみ雄おの態度に、思わずヘッドロックをかけてしまったけれど、俺は悪くないな。

　と、隼はや瀬せが俺のことを小突いて来る。

「こんな所で、そんなアホみたいなことをしないで下さい。見られています」

「いや、一応、ホテル側には話を通してあるんだよな？　そうでないと俺達、単なる不審者じゃないか」

「もちろん話は通っていますが、十分不審者です」

「そうか？」

　一応、着慣れないスーツなんか着て来ているのだけど。

　そう言う隼瀬も、こういった場にあまり慣れていないらしく、緊張した表情を浮かべている。

「何ですかその眼は」

「眼にまで文句を言うなよ」

「いいえ、ろくでもないことを考えている眼でした」

「……ごめんなさい」

　中身はやっぱり、変わっていないのだった。

　いや、こんな所でぐだぐだしていたら、本格的に不審者になってしまう。俺達は正式にここに招かれた人間なのだ。もっと堂々と、正面突破で行こう。

「……じゃあ、行くか」

　目の前にそびえ立つホテル。

　それは果たして、俺にとっての幸福となるのか、それとも。




「……厳重だな」

「確かに物々しい雰囲気だよね。でもまあ、いくら厳重でも、異世界からの侵略には無力だけどさ」

「まあな」

「でも、ちょっと怖いよ。何か、拳銃とか持っていそうなんだけど」

「魔法じみた相手には効かないだろ」

「僕達が間違って撃たれたらどうしよう」

「……ポチでも盾にするか」

　俺の言葉に、バッグに入れられていたポチが反応した。不満があるのか、もの凄い勢いで震えている。バッグがしたらいけない動きをしている。

「目立つなって、ポチ」

「そうだよポチ、後で唐揚げを買ってあげるからね」

　史雄の言葉に、途端に大人しくなるポチだった。え、こいつ唐揚げ食うの？

「しかし、本当に物々しいな」

　ホテルの中は、随分と張り詰めた雰囲気だった。

　案内されたフロアのあちこちに、ボディガードと思おぼしき面々が立っている。一応、俺達のことについては知らされているらしく、邪魔をすることはないものの、しかし剣けん呑のんな視線をこちらに向けて来ている。

　こいつら、俺達とは別枠で用意された、上こう月づきライラの護衛なのだろうけど……確かに史雄の言う通り、そんなものは異世界の連中にとっては無意味だ。何しろ、魔法陣を通じて、どこにでも現れる連中なのだから。

　異世界召喚の問題を知っている人間は、確かにいる。それでも、異世界からの侵略者を相手にするための準備が完璧に整っているとは言いい難がたい。まだまだ現世界の人間は、異世界について知らないことの方が多いのだ。

　だからこそ、専門家である俺達が、何とかしなくてはならない。

　そうこうしている内に、目的の場所に辿り着いた。

「さて、このドアの向こうに、上月ライラがいるみたいだな」

「ききき緊張して来たよ僕は」

「もう部屋の外で待ってろよ」

　そんなに震えていたら役に立たないだろ。

「いや、どうしても入るよ！　そうしないと一生後悔する！　ここで退ひいたら、今まで僕を支えてくれた多くの人々に合わせる顔がないからね!!」

「勇者みたいなこと言うよなお前」

　実際に勇者だったんだが。

　とにかく、俺達は仕事をしに来たのだ。遠慮がちにコンコンとノックをすると、「どうぞ」という女性の声が返って来る。

　そっとドアを開けて。

　一瞬、見み惚とれた。




「…………」

　そこにいたのは、こちらを向いて微笑ほほえむ、一人の女性。

　芸能人というものを、生あい憎にくこれまでに見たことはなかった。そういう類たぐいのものに、昔から興味もなかった。

　しかし、一目見ただけで、彼女がそういった存在の一員、ランクが違う人間なのだと、否いや応おうなしに理解した。

　何しろ、雰囲気が違う。

　住む世界が違うと、分かってしまう。

　整った顔立ちは、確かに常人離れしている。色素の薄いその髪の毛が、風も無いのにサラサラと靡なびいている。しかしそれらは、あくまでも他人と比べて目立っている、といった程度のものに過ぎない。

　何よりも、その瞳の色だ。

　事前に見た彼女の資料で、その人間離れした瞳について確認していた。てっきり、カラーコンタクトでも入れているのかと、そんな風に思っていた。

　しかし実際に見れば、それが誤りだと分かる。

　間違いなく、本人の瞳。こちらを見透かしているのか、値踏みしているのか、真っ直ぐに俺の事を見つめている瞳から、目が離せない。

　言葉が出ない。

　任務として、自分の素性を名乗らないといけないのに、声が出ない。こんなことは、初めての経験だった。

　これが、上月ライラ。

　異世界からもその美声を狙われる、天上の歌姫。

「……あの」

「あ、はい!!」

　そんな相手から呼びかけられ、思わず声が上ずってしまう。

　しかし、それで緊張が解けた。ようやく思考回路が元通りになる。

　といっても、他のメンバーはまだ緊張から抜け出せていないようだった。普段はクールな隼瀬でさえ固まっているし、史雄に至っては言わずもがなだ。ポチは……良く分からないけれど、ちょいと震えているな。

　とにかく、チームを代表して、俺が何かを言わないといけないらしい。しょうがない、一応はリーダーだし。皆、すごい顔で俺を見てるし。

「えっと、上月ライラさん、ですよね」

「ええ、確かにワタシが、上月ライラですとも……ええと、アナタが、ワタシを守ってくれる人、ですね？」

「……はい」

　若干、イントネーションに違和感がある喋しやべり方かた。

　しかし、物腰は丁寧で、穏やか。芸能人という言葉から少なからず連想する、高慢な様子は、全く無い。それどころか、こちらに向けられるその声を聴きいていると、妙に安らいでしまうくらい。

　成程、これが歌姫の実力か。

「あんたが……いや、あなたが」

　言いかけて、しかしすぐに訂正する。

　失礼な態度を許されない、そんな高貴な雰囲気が、彼女にはある。芸能人ではなく、どこかの王女様のような気さえしてくる。普段の俺だったら、自分の事情が最優先で、依頼人や護衛対象には適当に応対しているのだが、とてもそんなことは考えられない。

　そんな、俺の失礼な態度を前にして、彼女はしかし微笑む。

「えっと、どういう風に説明されているのか、分かりませんけど」

　自分が、異世界から狙われている。

　これから彼女に説明しなければいけないのは、そんな荒こう唐とう無む稽けいな話だ。

　異世界から狙われる、という話には確度があるものの、しかしそれを当人が信じているかどうかはまた別の話。一応、こちらとしては、事実をそのまま説明するしかないのだが、それを素直に信じてくれる相手ばかりではない。

　そんな不安も、彼女の……上月さんの笑顔が吹き飛ばした。

「ここではない他の世界が、ワタシのことを探していると、そんな風に聞いています」

「はい、その通りです」

　どうも、あっさりと話を受け入れてくれているらしい。

　あれこれ心配しなくて良いので、こちらとしては随分と楽なのだけど。この人、懐が広いよな。

「アナタ達が、ワタシを、護って下さると聞きました」

「えっと、任務ですので、はい。必ず最後まで護衛します。そのつもりです」

「陰ながら、主君を護る、ですか」

「……はい？」

「つまりアナタ達は、ニンジャ、ですね？」

「違います」

　断じて忍者ではない。

「スリケンの類は、使わないの、ですか？」

「いや、そういう危なっかしいものは、あまり使いませんし」

「ゴシキマイは」

「使いません」

　よりにもよってマニアック寄りの忍具だな!!

　そもそも五ご色しき米まいは戦いの為のものじゃないし!!

「焙ほう烙ろく火ひ矢やは」

「部屋の中で使えんわそんなの」

　いかん、ちょっと地が出てしまった。

　というか、そんな歪ゆがんだ忍者観をぶつけてくる辺り、この人日本人じゃないだろ絶対に。海外の陽気なセレブかなんかだろ。ちょっとおかしな日本観をお持ちの。そんな期待に満ちた目を向けられても、拙者は忍者じゃないでゴザル。

　まあ、おかげで大分キャラクターは摑めた。

　大事なのは、これからの話。彼女を護る為に、きちんと意思疎通をしておかないといけないという、そのことだ。

「えっと、ちなみにですけど。何か狙われるような心当たり、あったりしますか」

「そうですね……ああ、ワタシの美び貌ぼうとか、ですか？」

「そういう冗談が言えるなら、まあ、大丈夫でしょうね」

　おいおい、所作が完璧な上に、冗談まで言えるとか、この人凄いな。

　成程、人格面もこうして優れているとなると、ファンになってしまいそうだ。とりあえずシングル曲はチェックしておこう。史雄に言えば、大量に貸してくれそうだが。




「では、説明をします」

　改めて、護衛のやり方について確認しておく。

　基本的には、この部屋から出ることはない。この部屋の中で、上月さんに接触して来る奴を徹底的に叩く。原始的な手段だが、過去のデータから、これが一番効果があると判明している。なので、俺達の任務としては、とにかく彼女を護り切ること。上手くやれば、数時間程度の付き合いとなるだろう。

　計画の確認が済んだところで、こちらのメンバーの紹介もしておく。

　つつがなく紹介を終える隼瀬はともかく、緊張で何を言っているのか分からないどころか「ライラ様！　踏んで！　踏んで下さい！」みたいな顔をしている史雄は、どうしたら良いんだ。こいつだけ部屋の外の護衛に回してもらおうか。

　そこでも、史雄の顔から何かを感じとったのか「踏みますか？」と言ってくれた上月さんは何なのか。やっぱり聖人なのか。丁重にお断りしたが。

　一応、ポチについても説明だけはしておいたが、案の定あっさりとその存在を受け入れてくれるのだった。やっぱり聖人だな。

　そこまで終われば、後は待つばかり、である。

　護衛任務とは、後手に回るもの。相手が動かない限りは、こちらとしても特にやることはないのだった。

　上月さんがお手洗いに立つ時は、さすがに隼瀬に任せたものの、それ以外は部屋のソファに腰掛けて、談笑をするばかりだ。いよいよ緊張が高まった史雄が変な顔になっていたり、ポチが上月さんの膝の上で鋭角になったり、とても任務中とは思えないような、穏やかな時間が過ぎて行く。

　どうでも良い話ばかりが、話題に上る。

「……上月さんは、異世界について、どう思いますか」

「素敵、ですね」

「素敵って、そんなことを言う人は、あまりいませんけど」

「でも、夢があって、いいじゃないですか」

　上月さんは、楽しげに微笑む。

「普通に生きていたら、出会うことのなかった出会いが、あると思いますから。それはきっと、素敵なこと、ですよ」

「……そうですか」

　異世界との交流。

　出会う筈はずのない存在との、出会い。

　異世界とは、全く別の論理で動いているものだ。現世界の常識が一切通用しない、完全に未知の存在。それに対して、素敵だと言える彼女の考え方は、とても珍しく、そして美しいものだと思う。

　俺は、どうなのだろう。

　異世界に行きたいと、いつも思っている俺は、異世界に何を期待しているのだろう。

　異世界に行ってから何をするのか、という事。そんなことは、行った後で考えれば良いと、そんな風に思っていた。

　しかし、彼女の話を聞いて、また別の考えが浮かぶのだ。

　何の為に異世界に行きたいのか、

　その理由を考えることが、必要なのではないかと。

　あるいは、その理由を持たないからこそ、俺は異世界に行けないのではないかと。

「……はぁ」

　益やく体たいも無い思考に落ちていた自分を引き戻す。

　全く、こんな風に別の事を考えていられるなんて、楽な仕事である。

　俺の目的が達成されないのは確かに残念だけど、しかし仕事が楽に進んで行くことは良いことだ。

「このまま、何事もなく、終われば良いけどな……」

　そんなことを言いながら。しかし。

　他でもない俺が、自分の発言を信じていなかった。このまま、何事もなく終わるなんて都合の良いまま、済む筈がないと。

　その弱気な思考を、読み取ったかのように。

　一瞬の暗闇。

　突如として、部屋を照らしていた照明が消えたのだ。




「停電か!?」

「それなら、すぐに戻る筈です!!」

　隼瀬の言葉の通り、照明はすぐに復帰した。しかし、その時には、室内の雰囲気が、全く別のものへと変化していた。

　さっきまでは、いなかったはずの人影。

　侵入者が、そこにいたからだ。

「来たか!!」

　一瞬で、臨戦態勢に入る。

　入り口のドアを開けて現れた、複数の人影。

　それぞれ、フルフェイスのヘルメットのようなものを被っているので、その顔は見えない。しかし、手に持っている特殊警棒が、その本気度合いを表していた。間違いなく、こいつらには害意がある。

　こうして、護衛の俺達を排除しようとする、意志が。

「……やらせるかよ!!」

　部屋の外に魔法陣を出現させ、こちらに来たのだろう。未いまだに室内に魔法陣は現れていない。人を異世界に連れて行くための魔法陣を作るためには、それなりの時間が掛かる。だからその前に、尖せん兵ぺいとして何人かを送り込み、制圧するのだ。

　実にセオリー通りの戦法。

　だからこちらとしても、セオリー通りに対処していくしかない。

　迫って来る敵を、一人一人無力化していく。

「はいマジカルスタンガン」

　まあ、真面目に取り合う必要もないよな。

　俺が手にしているのは、異世界から流入した技術を解析して製造された、超性能の拳銃型スタンガンだった。

　引き金を引くことで、相手を痺しびれさせる効果のある紋章を撃ち出す。その紋章が相手に触れることで、電撃が走り、相手を昏こん倒とうさせる、というものである。明らかに、現世界の技術では届かないオーバーテクノロジーだが、それを異世界の技術によって埋め合わせることにより、独自の装備が開発されていったのだ。

　いわば、異世界と現世界のハイブリッド。

　異世界の技術を、惜しげもなく利用する貪どん欲よくさと。

　異世界の技術のみには頼らないという、覚悟で。

　俺達、対異世界チームは存分に武装している。

「そらよッ!!」

　引き金を軽く引くだけで、次々と電撃が空中を走り、敵にヒットする。

　一撃だけでは効かなくても、ここまで簡単に、連続した攻撃が可能ならば、それは確かな力となる。

　噂では、スタンガンよりもより速く、多く、強く、相手を昏倒させるマジカルスタンマシンガンなるものがあるそうだが、どういう相手に使うんだよそれは。象でも相手にするつもりなのだろうか。

　とにかく、人型が相手なら、このスタンガンで十分だ。異世界からの侵略者は、基本的には人型をしているので、狙うべき箇所も分かっている。数発叩き込んでやれば、それで大体は意識を失う。

　だから今回も、あっさりと相手は無力化された。

　引き金を引くだけでここまで簡単に相手を制圧できるとは、さすがは最前線の対異世界チーム。何しろリーダーが優秀だからな。

「……さてと」

　見れば他のメンバーも、同じように活躍していた。何だかんだいって、こういう荒事には慣れているのだ。




「ああ、もう、面倒だよ……」

　やる気のない言葉。やる気のない動作。

　何一つ、ポジティブなところなど見せない、史雄だったが。

　しかし、その身体は迅速に動く。

　どれだけ、本人がやる気を失っていても。その身体に染みついた経験……無数の世界を救って来た圧倒的な経験が、半ば本能的に史雄の身体を動かして、敵をたちまちのうちに倒していた。

　恐らく、相手は何をされたのかさえ、分からなかっただろう。

　本ほん多だ史雄。その戦闘力のみで考えれば、現世界のみならず異世界全てを見回しても、トップクラスの強さを持っていた。

　世界を救うことに疲れ果て、全ての希望を失っても、なお。

　世界を救って来たその歴史が、こいつが負けることを許さない。

　そうやって、史雄が自分に割り当てられた敵を倒したのと同時。もう一人もまた、敵を倒していた。

「撃滅してあげます!!」

　隼瀬もまた、俺と同じように、特殊な装備を駆く使しして闘うタイプではある。

　しかし、使う得え物ものが、かなり尖とがっていた。

　槍やりである。

　意味合いとしても、物理的にも、尖っている。

　どう考えても、こんな部屋の中で使うようなものでは無い筈なのだが、それでも隼瀬は器用に腕を回し、的確に敵だけを穿うがっている。

　時折、壁を抉えぐり取とったり、史雄をド突いたりしているのはご愛あい嬌きようだろう。もしかしたらわざとかも知れない。

「……ッ!!」

「ひい」

　と、いきなりその眼が、俺の方を見た。

　きっと「呑のん気きに見ていないで下さい撃滅します」と言っているに違いなかった。もう本当に怖いので、大人しくしておこう。

　ちなみに向こうでは、ポチが侵入者の顔面に飛びついていた。スライム状の身体を活かして、ヘルメットの内部に染み込んでいるらしい。情けない悲鳴が、ヘルメットの奥から響いている。

　もう完全に、悪のエイリアンみたいな攻撃方法だが、それでもちゃんと効いているようで、すぐに侵入者は動かなくなった。いや、ヘルメットのせいでどうなっているのか分からないけど、生きているんだよな？

　こうして、三者三様の活躍の結果。

　数分後、侵入者は全員、床に伏していた。




「やれやれ」

　スタンガンを下ろし、一息つく。

　いきなりのことで驚いたが、まあ、こんなもんだ。

　と、肝心の護衛の事を思い出す。スタンガンの威力に満足している場合ではない。

「大丈夫ですか、上月さん」

「あ、はい、平気です」

　上月さんは、部屋の隅すみに座り込んでいた。どうやらちゃんと避難してくれていたようで、安心した。これで終わりとは思わないが、それでも敵の第一陣を、問題なく乗り切ったのだ。

　というか、今更だけど、俺達チームの攻撃って護衛に向いていないのではないだろうか。うっかり護衛対象を巻き込みそうなものばかりだし。護衛すべき相手をスライムが溶かしました、なんて言えっこないぞ。

　まあ、終わりよければすべて良し、である。

　ともかく、襲い掛かって来た侵入者の素性を確認しておこう。

　どこの異世界の連中なのかを確かめることは、俺達の任務において重要である。不必要な召喚ばかりを繰り返しているようなら圧力を掛ける必要があるし、本当に困っているのならば援助の必要が出て来る。時には、どこの異世界の者か分からないようなアウトローも出て来るそうで、異世界問題は前途多難だ。

　色々と考えながら、行動に移そうとして。

　しかし、どうにも、納得の行っていない自分に気が付いた。

「……何だ？」

　何か、違和感がある。

　急かされるように、侵入者の被っているヘルメットを、強引に引ひき剝はがす。

　出て来た顔は、何でもない普通のオッサンのものだったけれど。

　問題は、そこではない。

　出て来た顔が、ごく普通だったことが、一番の問題だった。

　髪の毛の色が変わっていたり、瞳の色が変わっていたり。顔のつくりが、どうにもおかしかったり、なんてことはない。

　良く見慣れた、日本人のオッサン顔が、そこにあった。

「……こいつらは」

　気絶して床に倒れている、それらの人間。

　それは、俺達とまるで変わることのない、普通の容よう貌ぼう。

「現世界の、人間なのか？」




　頭を殴りつけられたかのような、衝撃があった。

　何だ、それは。

　どうして、現世界の人間……しかも同じ日本人が、こんな所に居て、こうして俺達に襲い掛かって来たのか。

　まず考えたのは、私し怨えんの可能性。俺達チームを憎む誰かの仕し業わざだと。

　しかし、知らないところで誰かの恨みを買っていた、とは考えられない。だって俺は、基本的に他人に興味が無いし。史雄は、しょっちゅう異世界に行っているから、現世界とは関係が薄い。ポチは、まあ、ない。隼瀬は……。

「言いたいことがあるなら、どうぞ」

「無いです無いです」

「本当にありませんか」

「一切無いです」

　むしろ俺がこいつに恨みを抱きたい気分だよ。

　ただ、そもそも、俺達の中の誰かがターゲットだとしても、ホテルの部屋で襲って来る理由はない。俺達が任務でこのホテルに来ることになったのは、あくまでも結果論だから。もっと街中とかで襲うだろ普通。普通じゃねえよ。

　そうなると。

「……どういうことなんだ」

「そう言われても、僕には分からないよ」

「私も、さっぱりです」

　全員、心当たりはないらしい。ポチも大きく全身で頷うなずいている。

　つまり、俺達が狙われた訳ではない、ということになる。それが自然だ。ということは、上月さんを狙っているとしか考えられない。そもそも上月さんの護衛をしているので、当たり前の結論なのだが。

「ちなみに上月さん、現世界の誰かに狙われている、心当たりとかあります？」

「たくさんありますね」

「たくさんあるのか……」

　だったら警察に言いましょうよ。

　ポリス沙ざ汰たにしないといけない事例でしょうよそいつは。

「でも、それは、少し有名な人なら、誰にでもあること、ですよ。有名税って、そういうもの、ですよね」

「そんなものですか」

「おかしな手紙を貰ったりもしますね」

「ああ、カミソリレターってやつですか」

「七○枚くらい入っていましたね」

「業者かよ」

　そんなに替えたりしねぇよ。

　芸能人って大変なんだな。俺はしがない勤め人で良かったよ。

　まあ、上月さんが狙われているということは、当初からの予定通りなので、俺達のやるべきことも変わらない。その筈なのだが。

　どこに、違和感があるのかを仲間と共に考え直す。ポチもしっかり悩んでいるようで、触手を器用にハテナマークにしている。

「……そう言えば、気になることがあったな」

「何ですか？」

「こいつら侵入者が、部屋の外から現れた、ってことだよ」

「そう言えば、現れた時、ドアが開いていましたね」

　隼瀬の記憶でも、そうなっていたようだ。つまり、侵入者は、ドアから部屋に入って来た、ということになる。

　それは、考えてみれば、当たり前の事実で。

　しかし、異世界からの侵略者としては、明らかにおかしな行動だ。

　何な故ぜなら、侵略者は、どこからでも魔法陣を使って侵入することが出来るからだ。世界を越える程の能力があるのだから、その気になれば、どんなに厳重な牢ろう獄ごくの奥にだってあっさりと侵入出来る。わざわざ、部屋の外に現れる必要はない。

　更に今回は、外にも別の護衛が控えている。そのままでは、部屋の中にいた俺達と、外にいる護衛とで、二回も戦闘することになってしまうだろう。自ら圧倒的不利な状況に身を置くことになる。わざわざ、そんなことをする意味がない。

　だから、明らかにおかしい。相手の行動がどうにも不自然だ。

　それに、改めて今回の騒動を、考え直してみると。

「何で、照明が消えたんだ？」

「そうですね。照明が一旦消えて、すぐに戻ったということは、このホテルの照明、あるいは電源自体に、何かを仕掛けられているということです」

「だが、それはおかしいんだ」

「はい。異世界からの侵略者の仕業であるのなら、明かりを消すにしても、もっと別の方法でやる筈です」

　隼瀬の言う通りだった。

　照明を落とす為に、仕掛けをわざわざ作る必要はない。部屋の明かりを消すくらいのことなら、もっと簡単にやってのける。異世界由来の技術……例えば魔法なんかを使えば、それこそ一瞬で、完璧な暗闇を作り出すことが出来るのだから。

　だから、これは、異世界の人間の仕業ではない。

　更に言えば、ホテル内に照明の仕掛けが施ほどこされていた時点で、それが可能な人間は限られる。

　堂々と、ホテルに入ることが出来たということ。ホテル内に居ても、特に言及されることのないということ。そして、何かホテル側に理由を付けてでも、照明関係に手を出せたということ。

　それはつまり、俺達と同じように。

「上月さんの護衛として、さっき外にいた連中こそが、こいつら侵入者の正体だ」

　味方の筈が、敵だった。そういう話だ。




「……確かに、良く見ると、見た顔です」

　隼瀬が、侵入者のヘルメットを取り、面通しをしながら頷いた。

　俺も確認してみると、ほとんど覚えはなかったものの、しかし俺の事を睨にらみつけて来たやつに似ていたような気がしないでもない、くらいの記憶はあった。

「じゃあ、本当に、そうなんですね」

「ああ、護衛としてこのホテルに侵入してきた連中が、顔を隠して、俺達のことを襲ったってことだ」

「どうして、そんなことを」

　史雄は、分からない、というような顔をしているけれど。

　俺には、良く分かっている。

「利用されたんだろ」

　異世界の人間は、必要としている人材を召喚する為に、こちらの世界にやって来る。

　しかし、こちらの世界では、異世界の人間はおおっぴらには動けない。

　だから、こちらの世界の人間を使う。

　合理的だ。

　実に合理的で、理にかなっていて、だからこそ……許せない。

「違うだろ、そんなのは」

　現世界の人間を、買収か何かをして利用する、異世界人。

　異世界の為に、自分の世界のものを売り渡す、現世界人。

　どちらも、許せる筈もない。

　異世界からの侵略者を迎え撃って、貴重な人材が異世界に連れて行かれることを防ぐ。それこそが、俺達の任務であり、存在する理由だ。

　しかし、今回の場合はどうだ。

　俺達が守る対象である筈の、こちらの世界の人間が、異世界の侵略者の手助けをしている。自分達の世界を、売り払っている。

　異世界側としても、ろくでもない理由で召喚するだけでは飽き足らず、召喚もしないでただ利用するだけ、というような蛮行を働いている。

　双方共に、相手を利用し、利用され。

　侵略し、侵略されている。

　別に、異世界召喚というものが、綺き麗れいで清せい廉れんなものだと信じている訳ではない。実際に、召喚するか、されるか、という最前線でこうして動いているのだから、汚い一面も良く知っているし、色々な思惑があることも分かっている。

　分かっているが、これはいくらなんでも、違うじゃないか。

　俺が昔から憧れている異世界とは、そんな憧れの異世界との関係は、こんな風になるものじゃなかったじゃないか。

　自分を制御出来ないまま、苛いら立だちだけが募つのる。この苛立ちをどうしようか。どこにぶつけるべきなのか。訳の分からないまま、辺りを見回す。

　そこに、俺よりも強く、感情を剝むき出だしにしている奴を見つけた。

　意外なことに、それは。普段から苛立ってはいるものの、しかし怒りという感情をめったに見せることはない、そんな少女で。

「……許せません」

　隼瀬が、顔に激しい怒りを浮かべていた。




「異世界の奴やつ等らと勝手に接触して、私の邪魔をしている、なんて」

「そんなこと、絶対に、許せない」

「私の前に立たち塞ふさがるなんて、それは絶対に、絶対に、駄目なんだから」




　火傷やけどしそうな熱量を秘めた、隼瀬の怒り。

「……お前は」

　それを見ていると、俺は逆に冷静になって来る。

　そう、俺は、チームを率いる人間として、こんな時こそ冷静にならなくてはならないのだ。どうしてか、感情的になってしまっていたらしい。

　何だか、昔の自分に、引きずられていたようだ。

　異世界というものに対して、純粋な憧れを持っていた頃の自分に。

　少なくとも、手段と目的が入れ替わってはいなかった、そんな昔の自分のことを微笑ましく思いながら、話を現実に戻す。

「まあ、とにかく、こいつらは無力化した。それだけは確かだ」

「ですけど、委員長の言げんからして、今回の一件に異世界側の勢力が嚙かんでいることは、間違いがありません。つまり」

「……まだ、終わっていないということか」

　そう、あくまでも最初に送り込まれてくる尖兵は、露つゆ払はらいの役目に過ぎない。こうして現地の人間を使ったのは、自分達のリソースを節約したいからだろう。

　本隊は、後からやって来る。

　本気の侵略は、この後に行われる。

　だから、こうして俺達が、単なる尖兵の相手をいつまでもだらだらとやっているのは、かなりまずいことで。

　だから、行動すべきだ。

　行動すべきだった。

　気付いた時には、既に相手の……敵の魔の手は、伸びていたのだから。

　それは、分かりやすい形で訪れる。

　がくんと。

　自分の身体が、不意に重くなるという、致命的な違和感によって。




「……何だ？」

　全身が、やけに重い。息が止まりそうになる。

　しかし、トレーニングの成果なのか、どうにか息を整えることが出来た。巨漢の力士に圧のし掛かかられているような重みだけど、耐えられないほどのものではない。

　ただ、それでも、動くことは出来ないが。

「……こいつ、は」

　それは単に、重力を掛けている、というものではない。現に、俺達以外の、部屋の設備に影響は見られない。明らかに俺達を……異世界対策チームのメンバーだけを、選んで妨害しているのだ。

「あの、どうしましたか？」

　上月さんが、こちらのことを不安そうに見つめている。注意を促うながそうとするが、どうしても掠かすれて声が出なかった。こちらに近づかないように、出来ることならこの部屋から逃げるように……そう、言いたいのに。

　ただ、こうなってしまえばもう、手遅れなのだろう。

　俺達だけをピンポイントで狙い、攻撃する。

　それは、現世界の技術で出来ることではない。

　だから、既に敵はここに来ている。俺達が、本当に対応すべきだった侵略者、異世界の技術を持った連中が、いるのだ。

　必死で拘束を振り切ろうとして。

「クソッ」

　何も対応することは、出来なかった。

　何故なら、部屋中に無数の魔法陣が現れて。

　そこから次々と侵入してくる人影を、確認したからだった。




　人影は、先程の連中とは違い、素早く動いた。

　迷いも躊躇ためらいもない。こういうことに場馴れしている、プロの動き。自分達が何をすべきなのか、最初から分かっているというような動きだった。己にとっての障害を、迅速に制圧することだけを目的としている行動。

　つまり、俺達という護衛を、狙った。

「ガッ!?」

　俺の上にも、二人掛かりで圧し掛かって来る。

　もう重いどころの騒ぎではない。全身の骨が軋きしんでいる。

　つーか力士に圧し掛かられている上に、更に二人分追加されたので、もう全身が悲鳴を上げている。顔面も床に押し付けられる形になっているものの、強引に首を回して、部屋の様子を確認する。それくらいしか、出来ない。

　そうやって見た光景もまた、絶望的だった。

　隼瀬も史雄も、同じように制圧されていた。さすがに女性の隼瀬は、一人だけで押さえられているものの、史雄の上には見事に四人程乗っていた。相手は、史雄の危険性を、実力を、理解しているのだ。視界の隅では、ポチが網に覆われてもがいている。

　完全に、俺達チームは動きを封じられている。

　しかも、俺達の情報を知った上で、対応されている。どこからか情報が漏れているのだ、という事実に背筋が寒くなるが、今はそれどころではない。

　俺達の護るべき人物……上月さんは。

「は、離して、ください!!」

　背後から、強引に羽は交がい締じめにされている。

　もがく上月さんに業ごうを煮やしたのか、侵略者は取り出した布を、上月さんの口元に押し付ける。異世界の連中だというのに、そんなアナログな方法を使うのか、ということに少しだけ感心してしまう。

「…………!!」

　口元を覆われている上月さんは、しばらく抵抗していたものの、すぐに動かなくなった。何かしらの薬品でも嗅かがされたのだろう。まさか命を奪うことはあり得ないが、これでもう、彼女の身柄は相手に確保された。

　理解する。

　もう、全ては終わっているということを。

「…………くそ」

　歯嚙みし、顔を歪めても、なお一ミリも動けないでいる。護衛対象が襲われているのを、ただ見ていることしか出来ない。

　任務は失敗したのだ。




「…………？」

　しかし、侵略者達は、部屋を去ろうとしない。

　このまま上月さんを連れて、魔法陣の向こうに消えてしまえば、それで全てが終わるというのに。一応、魔法陣を描えがくような動作こそしているものの、何かを待っているように、その場で待機している。

　何を、しているのか。

　全てが終わってしまった後に、まだ何をやろうとしているのか。どこまで俺達に、敗北感を刻み付けるつもりだろうか。

　まさか、俺達をも異世界に連れて行こうとしているのだろうか。

　ラッキー。

「いやラッキーとか言ってる場合じゃねぇな!!」

「!?」

　自分に掛かる重さも忘れていきなり叫んだ俺に、周囲にいた異世界の連中がびくんと震えた。

　しかしすぐさま、俺に体重を掛けて来る。さすがはプロじみた連中、すぐに気を取り直しやがる。いや、拘束している奴が急におかしなことを叫んだら、誰だってびっくりするだろうけど。そこの所はあんまり異世界でも変わらないんだな。

　そんな風に、変な感心の仕方をしている、俺の耳に。

「……？」

　場違いなものが、届いた。

　それは、笑い声だった。

　今、この部屋の中で、笑うということが出来る人物。それは俺達ではなく……侵略者の側のものだった。

　誰が笑っているのか……それを考えた時に。何か、とんでもなく、恐ろしい気分になっていた。

　これは、駄目だ。

　この先を考えてしまっては、駄目だ。

　それは、絶対に、自分にとって良くないものを招き寄せる。今すぐにここで、目を閉じて耳を塞いで、全てを拒絶するべきだ。真実の重みに潰されて、手遅れになってしまう前に。

　ただ、それでも。

　残酷なことに。見たくないのに見えてしまうからこその、知りたくないのに知ってしまうからこその、真実である。

　部屋に響き渡る、笑い交じりの声色で。

　完全に、俺の思考は停止した。




「久しぶりだね、鷹たか広ひろ」




　名前を呼ぶ声。

　それは、紛れもなく。

　この俺に、この俺だけに向けられて、発せられた言葉。

「……は？」

　思わず、声が出た。

　それが、全く予想外の方向からのものだったから。具体的に言うならば……それは、俺の過去からのものだったから。

　いつか、聞いた声。

　そして、ある日を境に、二度と聞くことのなくなった、そんな声が。

　今、ここで。

　こんなところで、聞こえて来るなんて。

　そいつは、わざとらしく音を立てながら、こちらの方に近づいて来る。

　その気迫に押されるように。あるいは、その意を無言で感じとったように。俺の背に乗っていた二人が、そっと離れる。いつの間にか、全身に掛かる謎の重みも、消え去っていた。だから、動こうとすれば動けるし、逃げようと思えば逃げられる。

　ただ、動こう、という気分が、どうしても湧いて来ない。

　そうやって逡しゆん巡じゆんしている間にも、足音は近づいて来て……そして、俺の目の前で止まった。

　熱に浮かされるように、視線を上げる。

　そこにあるのは、見慣れない服装。少なくとも、こっちの世界ではあまり見る機会のないようなものだった。

　威圧感をそのまま纏まとったかのような。

　それは、黒い軍服だった。

　といっても、あちこちに装飾の類が施されていることもあってか、何かのコスプレのようにも見える。こんなホテルの一室には、あまり似合わない恰好。どちらかと言えば、パーティ会場か何かが相応ふさわしいだろう。

　要するに場違いな恰好をしたそいつは、俺と視線を合わせると、艶えん然ぜんと微笑んだ。

「ほら、これで、分かるよね？」

　その笑み。

　その顔を、見せつけられる。

　ホテルの外はすっかり夜が更ふけていた。窓から差し込む、僅わずかな月光に照らされるだけのその顔は、しかしはっきりと俺の目に届いている。

「……何で」

　何が、どうなっているのか。

　どうして、こんなことになっているのか。

　ただ、一つだけ確かなことがある。

　俺は、こいつのことを、知っている。

　いや、知っている、なんて生易しいものではない。そんな言葉で表せるほどに単純な関係ではない。

　確かに、こいつと俺の人生は重なっている。

　重なっていて、しかし別たれた。半ば強制的に、別たれてしまった。

　あの日。












　俺の目の前に、突如として出現した魔法陣。異世界へと人々を連れ去る門。そこを分ぶん水すい嶺れいとして、俺と、こいつの人生は、決定的に分ぶん岐きした。

　それこそ、世界を隔てる程の分裂が、そこにはあった。無数にある世界の、何ど処こに行ったのかも分からない、完全なる決別。

　それなのに。

　こんな意外な所で、何故、その道が重なったのか。




「何でお前が、ここにいるんだよ……!!」




　俺の前から、確かに消えた筈だ。

　俺よりも先に魔法陣に呑みこまれて、違う世界に行ってしまった筈だ。

　その後を必死で追いかけようとして、どうしても叶わなかった。その後でも、どうにかして後を追おうとした。いつしか、その目的を失って、手段こそが目的と化した後でも、忘れることはなかった。

　しかし、今、確かにここにいる。

　俺と同じだけの時間を積み重ねた、成長した姿で。しかし、その立場を、正反対の位置に変えて、ここにいる。

「答えろよ……流る華か!!」




　俺の幼おさな馴な染じみ。

　いつも一緒にいた親友。

　異世界に消えた筈の、大切な人。

　天てん花げい寺じ流華が、そこにいた。
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　いきなり現れた、親友の姿に、ただ混乱し。

　しかし、すぐに意識を戻す。

「答えろ!!」

　俺の必死の叫びに、しかし相手、流る華かは、あっさりと頷うなずいた。

「ああ、名前、憶おぼえていたんだね」

「……当たり前だろ」

　忘れる筈はずもない。

　そもそも、俺が異世界を志こころざすようになった、その切っ掛けだから。俺がこうして、生きている、その出発点が、こいつとの別れだった。時が経たち、俺も色々と余計なしがらみばかり増えて行ったけれど……その原点は、どうやっても変わらない。結局、頑固な悪ガキのまま成長してしまったように。

　だけど、流華の変化は、あまりにも劇的だった。

　確かに、かつての面影は残っている。良く見れば、目元や鼻筋辺りに、自分の知っている特徴がある。総じて、確かに自分の幼おさな馴な染じみ、天てん花げい寺じ流華であると、おおよそ認識できる。

　それらの面影を、全て吹き飛ばすほどに、雰囲気が違うのだが。

　それこそ、戦場を渡って来たかのように。

　世界の負の側面に晒さらされ続けてきたかのように。

　ひたすらに、擦すれている。磨ま耗もうしている。記憶の底にある、元の雰囲気とは似ても似つかないものへと変わっている。

　言動こそ、覚えのあるものに寄ってはいるものの、それは慣れない役を演じているかのようにぎこちない。

　それでも、確かに、幼馴染なのだ。

　別れていた年月の分、言いたいことが沢たく山さんある。こいつが何をやっていたのか、俺が何をやっていたのか。とにかく、話をしたい。ここが同窓会の場でもあったならば、そうしていただろう。

　しかし、今、こいつは、敵の側にいる。

　俺とは、対立する存在になっている。

　そのことを、きっとこいつも理解しているのだろう。突き放すような口調に変えると、首を振った。

「再会を祝いたい所だけど、生あい憎にく、そうもいかないな」

「何だと？」

「君の相手は、あくまでもついでなんだから。まずは私の目的を、果たさないとね」

　言って流華は、横を向く。

　その視線の先にいるのは、上こう月づきさんだった。別の侵略者に抱えられて、ぐったりとしている。

　そう、異世界人が、彼女を狙ねらっている、だから護衛をしろ、というのがそもそもの任務だった。どういう理由があるのかは不明だが、とにかく彼女を異世界に連れて行こうとする動きがある。だからそれを阻止する為に、俺達が護衛として派遣されることになったのだった。結果は、無む惨ざんなものとなったが。

　つまり、上月さんを狙っているのは、異世界の勢力に他ならない。現世界の人間を尖せん兵ぺいとして使ってはいたが、その点は変わらない筈。それなのに。

「だけど、お前は元々、こちらの世界の人間じゃないか」

「……ああ、そうだったね」

　俺の、当たり前の指摘に。

　しかし流華は、まるでたった今気づいた、と言わんばかりの反応を見せた。

　そんなことは、頭の片かた隅すみにさえ存在していなかったと、そんな風にも取れるような様子だった。

「すっかり忘れていたよ」

「忘れていたって、お前」

「何せ、一○年以上も前の事だからさ」

「……ッ！」

　そう、一○年も前の事なのだ。

　俺が、こいつと……流華と生き別れになったのは、そんなにも昔の話。

　しかし、そんな年月の差以上に、大きな断絶があるような気がするのだ。親友で幼馴染だった筈の流華が、もっと得体の知れない何かに変わってしまったかのような、そんな恐ろしい考えがどうしても離れないでいる。

　出来るならば、昔の流華として話がしたい。

　けれど、そんな甘い考えは、決して叶かなわなくて。

　俺の甘えを否定するように、流華は決然と告げて来る。

「今の私は、ここにいるもので全てだ」

「今の、お前、だって？」

「だから、昔の私なんて、もうどこにもいないんだよ」

「そんなことを……！」

「もう、これで終わりなんだよ」

　いつか、届くかもしれないと思った、その想いは、ここで届くことはない。

　流華は、俺の事を完全に無視したまま、後方を振り返る。

「丁度、帰りの魔法陣も、用意出来たようだからね」

「……ッ!!」

　終わりを示す光が、部屋中に満ちる。

　流華をはじめとする一行が、上月さんを連れて、異世界に渡るための魔法陣が、完成したのだ。




　部屋の中央の床に、その魔法陣は出現していた。

　異世界へと繋つながる、巨大な門。この門をくぐった先にあるのは、俺達の知ることのない、別の世界である。

　流華は、もう振り返ろうとすらしない。

　俺の事は既に、その眼中にない。俺の知らない間に何があったのかは分からないが、とにかく異世界の論理に従って、ここから消えようとしている。

　どうにか、話をしたい。俺と生き別れになった後で、どういう経緯を辿たどったのか、それをどうしても知りたい。

　ただ、それでも、流華を止める手立てが、俺には無かった。

「さあ、それじゃあ、さよならだ」

「ま、待て！」

　必死に手を伸ばすけれど、届かない。

　同じ部屋の中にいるというのに、流華の背中が、ひたすらに遠い。

　それでも、ここで届かないのならば、きっと永遠に届かないだろう。

　動け。

　動けよ、俺の身体からだ。

　今動かなければ、大変なことになる。それは、上月さんを連れ去られる、というだけの話ではない。幼馴染の、流華の手がかりを、失ってしまうということにもなる。ここで、流華に逃げられる訳にはいかない。流華に、俺の目の前で異世界に行ってしまった流華には、聞きたいことが山程あるのだから。

　床に爪を立てて、どうにか起き上がろうとする。

　震えの止まらない足を、必死で突き立てて、支えにする。

　身体は動く。あと僅わずかでも時間があるのなら、駆け出してそのまま躍おどり掛かかることも可能だった。

　だけど、遅過ぎる。

　俺の必死のあがきでは、流華の歩みを止められない。

　胸を焼き尽くすほどの悔しさを解消できないまま、上月さんを連れた流華が、永遠に俺の前から消えようとした直前。




　ぐげー、と。

　カエルを押おし潰つぶしたかのような。

　完全に場違いな音が、部屋に鳴った。




　あまりに意外な、その音。何とも言えない、野太い声。

　それは、いかな歴戦のプロといえども、予想出来なかったらしくて。

「……!?」

　その瞬間、部屋にいた全員の目が、音の発生源……隼はや瀬せの方を向いた。向かざるを得なかった。あまりにも場違いな音だったからこそ、気にしてしまい、音の発生源を探すようにして移動する。

　そうやって誰もが、いきなりの音に戸惑っている間。俺だけは、その音の原因を、正確に理解していた。

　床に倒れ込んでいる隼瀬の手の中に握られているのは、グッズの監修の為に持って来ていた、妙な声で鳴くマスコットだ。

　どんな意図で、隼瀬がそれを鳴らしたのかは分からない。

　別に、事前に打ち合わせをしていた訳ではない。この土ど壇たん場ばで一体何がしたかったのか、隼瀬は語らない。

　ただ、倒れながらもこちらを見る隼瀬の目が、何かを訴えかけていた。

　俺は、それを受け取る。

　言葉はなかったけれど、思いは確かに受け取った。「今です」という、隼瀬が託してくれた思いのままに、動く。

「あああああああああああ!!!!」

　叫びながら。

　床を蹴けって駆け出し、戸惑ったままでいる流華を突き飛ばして、その先にある魔法陣へと、一直線に向かう。他の侵略者たちも、謎なぞの音の発生源を探して右往左往しているので、魔法陣へと向かう道筋が見事に空いていた。

　ここしかない。

　今が、最大のチャンスだ。

　今日ここで起こったことは、色々と、分からないことばかりだ。隼瀬が何をしたいのか、上月さんがどうなるのか、流華がどうしてこんなことになっているのか。誰も、何も答えてはくれない。

　ただ、今は、自分を信じて進むしかない。

　進む先にこそ、未来がある。




　だって。

　今なら。

　そこの魔法陣を使って、俺は異世界に行けるんだからな!!




「そいつを止めなさい!!」

　流華の声が響く。

　俺のやろうとしていることを察したのだろう。

　しかし、その制止はあまりにも遅い。俺の、全力の突撃を、決して止められない。慌てて伸ばされる手を次々と掻かい潜くぐって、魔法陣へと接近する。すぐ目の前に、求めていたものがある。

　やった。

　ついに、この時が来た。

　苦節何年になるだろうか……対異世界の任務を淡々とこなしながら、しかしずっと待っていたのは、このような展開。異世界に、現世界の人間を連れて行くための魔法陣。俺の夢である、異世界に繋がるゲート。それが、無防備に開くのを、ひたすらに待っていた。

　そして今、状況は整った。

　今なら、異世界に行ける。

　ようやく、異世界に行けるんだ!!

「鷹広!?」

　俺の意図に気付いたらしい史ふみ雄おが叫んでいるのが聞こえた。

「先輩!?」

　何かに怒っているような、隼瀬の声も。

　そんな、仲間達の声援に押されるようにして、俺は床を蹴って跳ちよう躍やくする。

　後はもう、魔法陣に飛び込むだけだ。それだけで、俺がずっとここまで抱えて来た願いは、ようやく叶う。ついでに、俺がここで異世界に行ってしまえば、流華達の思惑も阻止出来るだろう。自分の目的を達成して、ついでに敵の計画にもダメージを与えるとか、もう最高じゃないか!!

　最高な気分のまま、俺は跳ぶ。

　今までの苦労は、この瞬間の為にあった。流華のことで悩んだりもしたけれど、まあそういうのは後で考えれば良いし？　同じく異世界に行った立場になってからの方が対等な立場で話せると思うし？　だから何も問題ないし？

　では行こう。

　魔法陣の先。

　まだ見ぬ、異世界に向かって──!!




　しかし。

　魔法陣に突入しようとした、その直前で。

「……あっ」

「あ？」

　短く発せられた声。

　誰かが、俺の進む先にまだ残っていたのだ。

　といっても、それは偶然引っ掛かってしまった、というような軽さのもの。俺を止めようとする動きではない。どうせ、侵略者のうちの誰かだ。このまま魔法陣に一緒に突っ込んでしまっても、特に問題はないだろう。

　そう思ったからこそ、より一層前へと体重を掛けて勢いを増し、止まろうとしなかったのだけど。

　俺の頭の中の、冷静な部分は、その声に確かに覚えがあった。

　覚えというか、それは今日初めて出会った声の主ぬしであるのに、中々忘わすれ難がたいものだった。その歌声によって、誰をも感動させるという、素晴らしい声。諸もろ々もろに興味を持たない俺ですら魅了するほどの、声の持ち主。

　上月ライラだった。

　上月さんを、押し倒すような形に、なってしまっていた。

　薬によって昏こん倒とうしていながら、しかし僅かに意識は残っていたのだろう。ふらふらしながらも立ち上がった所に、前方を見ていなかった俺が突っ込んだ。

　その結果、二人揃そろって、魔法陣に入ろうとしている。

「…………あ」

　ようやく、自分の仕出かしたことに、思い至った。

　ただ、思ったところで、この身体は止められない。

　ひたすらに、自分のやってしまったことが、脳内で響いている。時間を引き延ばしたかのように、何度も何度も、自分のやらかしたことを、スローモーションで見せつけられている。




　つまり、俺は。

　異世界に連れ去られるわけにはいかない至上の歌姫、上月ライラを巻き込んで。

　異世界行きの魔法陣に、今まさに、飛び込んでいるのだった。




「……しまったぁ[image: ]」

　俺だけが行くのが最高なのに、上月さんを巻き込んだら駄目じゃん!!

　むしろここまでの努力を無意味にするやつじゃん!!

　俺が異世界に行く過程で、どれだけ他人に迷惑を掛けようとも大して気にはしないけれど、異世界に行くことに他人を巻き込むのは全く別問題だから!!

　叫んでみても、もう遅い。

　そのまま俺と上月さんは、まとめて魔法陣の中へと吸い込まれていく。

　視界が揺らぐ。

　目め眩まいに襲われる。

　そこは、既にホテルの一室ではなくなっていた。それどころか、どこなのかも分からない、そんな空間だ。目に映る景色が、万まん華げ鏡きようのように揺らいでは消えて行く。そして、自分の身体が浮遊感に囚とらわれるのを感じた。

　どこに繋がっているのか分からない、異界への門へ、落ちる。

　せめてもの意地として、上月さんの身体をしっかりと摑みながら。

　落ちて行く。

　ひたすらに、落ちて行くことしか出来なかった。




　ああ、異世界に行くのは。

　ずっと望んでいたことなのに。

　こんなにも、不安になるものなのだって。

　そんなことを、ふらつく頭の片隅で思いながら。




　そうして、どれくらいの時間が経過しただろうか。

「…………あれ？」

　次に目を醒さました時。

　俺は、数人掛かりで床に押さえつけられていた。

　うん。

　まるで、悪いことをしているみたいだね。

　まるで、とかじゃなくて、まあ明確に悪いことをしたよね。

　しかしまあ、俺は一応目的を果たした訳なので、何を思われようとも気にしていないのだけど。

　そう、俺はもう、魔法陣に入って、異世界に召喚されているのだ。最大の目的を達成してしまった以上、もう何が起ころうともそんなに気にしない！

　俺は勝った！

　俺は、未来を手にしたんだ!!

「勝ったぞ!!」

「いや勝ってないからさ」

「…………ん？」

　何だ、今の声。

　いや俺は勝ったし。鷹たか広ひろくん大勝利だし。

　訳の分からないまま、一応ということで、周囲を窺うかがってみれば。

「…………はぁ」

　頭上で溜ため息いき。

　見れば、流華が何だか呆あきれた顔をして、俺を見下ろしていた。

　どうして、流華がここにいるのだろうか。俺は確かに、異世界に到達したのに。俺の後を追って魔法陣で来たのだろうか。

　今、俺に向けられているのは、何と言うか、どうしようもないものを見るような目だった。それは、随分と冷たいものだったけれど、それでも、久しぶりに見たような気がする、親友の顔だった。何だか、安心した。

「……全く、君は無茶をする。自分の身を犠ぎ牲せいにしてまで、歌姫が連れて行かれるのを防ごうとするなんてね。それにしては、歌姫ごと魔法陣に飛び込んだのが、良く分からないけどさ」

「…………」

　何も言えねぇ。

　俺は自分一人で異世界に行きたかっただけで、犠牲とかそういうことを一切考えていなかったとか、そう言える空気ではない。

　ついでに上月さんを巻き込んでしまったし。それは全くもって不可抗力、俺の本意ではないのに。

　と、そう言えば。

「上月さんは？」

「そこにいるよ」

「良かった」

　何にせよ、無事ならば何よりだ。

　これで魔法陣が変な風に働いて、別の異世界に飛ばされてしまった、となれば、さすがに申し訳が立たない。

　ほっと一息を吐つく。

　しかし、流華の声は、そんな俺の歓かん喜きに水を差すように。

「だけど、無駄だったね」

「何だって？」

「君は知らなかったんだろうけどね。そもそも、異世界に向かう為の魔法陣というものは、大勢を連れて行くようには出来ていない。連れて行く者と連れて行かれる者、二人が限界だ。それ以上で魔法陣に入っても、転移機能は働かない」

「ん？」

　何か、おかしなことを聞かされているような。

　しかし淡々と、流華は告げる。

「君達が異世界に行く前に、私が部下を蹴り込んだ。危ないところだった。それで異世界に転移する直前、セキュリティが発動したんだよ」

「じゃあ、ここは」

「元の世界のままだよ」

　何だって。

　何だって!?

「何だってえええ!?!?」

　改めて周囲を見回してみれば、元のホテルの部屋のままだった。

　と言っても、元のままではない部分もある。魔法陣のセキュリティとやらが暴走でもしたのか、壁のあちこちが剝はがれていたり、家具が倒れていたりしている。代金を請求されたらどうしようか。

　そんな惨状に巻き込まれたらしい史雄や隼瀬やポチも、まとめて壁際でひっくり返っていた。中でも、隼瀬がこちらのことを、憎ぞう悪おに満ちた視線で見つめているのはどうしたことだろう。そうか、異世界の連中の傍ぼう若じやく無ぶ人じんさに怒っているんだな!!

　いやぁ、ショックだ。

　もう倒れ込んでしまいそうにショックだ。

　既に床に倒されているので、これ以上は倒れられないけれど。出来ることなら、このまま床にずぶずぶと沈み込んで行ってしまいたいくらいだ。

「……うん」

　良く分かった。

　分かりたくはないけれど、まあ初めての経験ではないので、そこまで落ち込むことはなかった。

　俺が、今回もまた、異世界に行けなかったということは、身に染みて分かった。

　分かったのなら、気持ちを切り替える。

　残念だけど、ここでくじける俺ではない。次のチャンスを待とうじゃないか。ここでちゃんと立ち直れることが、俺の強さに違いない。三人以上で入ったら駄目、という知識も得られたことだし。そうだ、一旦ここまで来られたのだから、またすぐに機会はあるだろうさ。

　良し、それじゃあ気を取り直し、再スタートと行きたい所なんだけど。

「……それで、俺が押さえつけられているのは？」

「これ以上、邪魔をされたくないからだよ」

「だろうな」

　まあ、そうするよな。

　確かに、今の俺を放っておいたら、すぐ魔法陣に飛び込もうとするだろうからな。賢明な判断だ。

「全く、しつこいにも程があるよ」

「褒ほめるなよ」

「…………」

　流華はあっさりと無視した。

　俺の手によって計画が中断したことで、苛いら立だっているのかも知れない。

　どうして幼馴染が、異世界の手先となってこんなことをしているのか。何が目的で、そんなことをしているのか。

　聞きたいことは、山のようにあって。

　しかし、何もかもを拒絶するように、流華は断じる。

「とにかく、やり直しだ」

「やり直し？」

「とっくに、勝敗はついている。君が悪あがきをしたところで、そこは変わらない。残っているのは、後始末だけなんだから」

「何だって？」

　流華は、他の侵入者に何やら指示を出して、上月さんを抱え上げさせる。

　そうして、軍服の裾すそを翻ひるがえし、自分も部屋を出て行こうとした。

「お、おい、何ど処こへ行くつもりだ」

「邪魔をされない所だよ」

　振り返った流華の目。

　それは、冷徹に俺の事を見下していて。幼馴染とか、親友だとか、そんな関係性を断ち切るような鋭さを秘めていた。

「でも、これで、分かっただろう？」

「何がだよ」

「今の君達には、もう何も出来ないということを」

「……それは」

　その通りだ。

　チームの面々は、あっさりと無力化されて、床に伸びている。俺が魔法陣を暴発させたせいもあるかも知れないが、とにかく、流華達異世界からの侵入者にやられてしまっている。

　俺のあがきのせいで、上月さんが連れ去られるのを一旦は防いだものの、しかしそれは事態を先延ばしにしたに過ぎない。現にこうして、上月さんはあっさりと確保されている。

　連中は、別の場所に移動し、そこで再び魔法陣を作り上げるのだろう。俺達に邪魔されない所で、ゆっくりと。

　そうなればもう、俺達に手出しをすることは出来ない。

　護衛は、失敗したのだ。

「……じゃあね、鷹広」

　別れの言葉は軽く。

　そうして、あっけなく、異世界の連中は去って行く。

　異世界の面々といえども、こちらの世界について知っている流華がいるのだから、どうとでもなるだろう。ホテルの護衛の奴やつ等らもそうだが、こちらの世界の人間がひそかに協力をしている、という時点で、俺達のアドバンテージはなかった。

　そもそもが、勝ち目の低い戦いで。

　きっと、負けるべくして、負けたのだ。

「これに懲こりたら、もう二度と、私のことを追って来ないで」

　流華は、最後に言い残して。

　そして、静かにドアを閉じた。

　こうして最後に、一ひと悶もん着ちやくはあったものの。

　しかし、結末は変わらなかった。

　護衛対象を護まもれないという、敗北の結末は。

「…………」

　ただ、俺は。

　無様にも床に伏しながら、去っていく上月さんと、そして流華を、見送ることしか出来なかった。任務は、見事なまでに失敗に終わり。

　そして、何よりも。

「…………行けなかったな」

　小声で呟つぶやく敗北宣言。

　俺が、異世界に、行けないままで、終わってしまったのだ。




　そうして、どれくらいの時間が経っただろうか。

「…………」

　ようやく、自分の身体の調子が戻ってきた。といっても、チームの全員が同じように痛めつけられていて、とても元通りとはいかない。

「…………はぁ」

　だから、溜め息を吐つくしかない。

　もう、何かをしようという気力が、湧いて来ないのだ。

「……………………」

　見れば、史雄も隼瀬も、呆ぼう然ぜんと座り込んでいた。

　ポチは……まあ、良く分からないけど、落ち込んでいるらしい。触手に勢いがない。

　ホテルにいた護衛達は、まとめて部屋の隅に転がされていた。こいつらは、流華達に雇われて俺達を混乱させただけなのだろう。といっても、こうして見捨てられている辺り、最初から捨すて駒ごまだったということか。

　そして、残った俺達はと言えば、別に何もされていなかった。

「アキレス腱けんを切るとか、されてはいないよね」

「怖いこと言うなお前」

「いや、でも、異世界ならそれくらい、やるよ？」

「夢を壊すようなことを言うな」

「魔法でやばいことをするよ」

「だから止やめろって！　やばいことなんてない!!」

　異世界はもっと楽しい場所なんだよ。行ったことないから知らんけど。

　とにかく、俺達は五体満足で、部屋に放置されていた。どう考えても、見逃されたとしか思えない。もう邪魔をすることは出来ないと、そう判断されて。

　負け犬という言葉が、良く似合う今の状況。

　ちょっと軽口を叩いてみても、すぐに黙り込んでしまう。あまりにも見事で無様な敗北をして、心が折れているのだ。

「…………」

　ここから俺は、俺達は、何をしたら良いのだろうか。

　既に任務は、失敗という形で終わっている。

　俺自身の目的も、見事に失敗してしまった。

　だから、こうなった以上、考えるべきなのは、この先の事だ。敗北という結果を叩きつけられて、その上に、何をするべきなのか。

　後始末か。

　反省会か。

　それとも、別の何かしらか。

　まあ、何をするにしても、とにかく。

「……ここを離れるか」

　このまま、この荒れ果てた部屋に居たら、色々と面倒なことになりそうだし。

　自分達がどうするのか、どうするべきなのか。それを改めて、チームの間で話し合う為にも。

「ついでに、飯でも食うか」

　腹ごしらえしてから、考えよう。




「で、適当に目についた店に入ったんだけども……」

　そうして俺達は、ファストフード店のテーブルを囲んでいた。

　既に時刻は、深夜になっていた。

　客のいない、店の二階。目の前には、一応買ってみたハンバーガーやポテトが並んでいるが、とても手を付ける気にはなれなかった。

　しかし、誰も手を付けないのに、ポテトが凄すごい勢いで減っている。

『…………』

「いやポチがめっちゃ食ってんな!!」

　バッグの中に隠れているポチが、その触手を巧たくみに伸ばして、ポテトを器用に摑んでは自分の体内に運び入れているのだ。ポチの身体は透けているので、取り込んだポテトがばっちり見えている。ヤバいゼリーみたいな見た目だ。食欲が無くなるよ。

「何でこんなにもりもり食うんだよ。こいつの主食ポテトかよ」

「大体なんでも食べるよ、ポチは」

「良く知ってんなポチ係」

「ポチ係じゃないよ……たまに、投票券のオマケをあげているだけで」

「何だ？　投票券のオマケって？」

「うん、ＣＤって言って、音楽データの入った光る円盤なんだけどね」

「……まあ、お前の人生がそれで良いんなら良いんだけどさ」

　つーか、そんなモノまで食べるのかよ。雑食過ぎるだろポチ。

　いや、ポチの生態に関して感心している場合ではない。

　考えるべきなのは、自分達のやるべきことだった。こんなハンバーガー屋で考えるべきことなのか、分からないけれど。

　それでも、何かをしなければいけない、という焦しよう燥そうだけが、渦巻いている。




「さて、どうするかな」

「決まっているでしょ」

　溜め息交じりに零こぼすと、史雄が反応を見せた。余っているハンバーガーを、ポチの内部に押し込みながら。

「とりあえずは、帰るしかないんじゃない？」

「帰るって、委員長の所にか？」

「他にはないよね」

「それで、俺達は護衛に失敗しましたと、任務は見事に失敗に終わりましたと、そう言うのか」

「言うしかないじゃないか」

　史雄の口調は、あれだけ執着していた上月ライラが誘拐されたにもかかわらず冷静で。そして、経験者としての威い厳げんに満ちていた。その姿は、まさに勇者だ。

「今回、異世界側のやり口には、変わったところがあったよね。こちらの世界の人間を利用していたし、徒党を組んでこちらに対抗して来た。明らかに、これまでには見られなかった傾向だよ。異世界側のやり方が、大きく変わっているんだから、対抗策は僕等だけで考えるべきじゃない。このことは、すぐに報告しないと」

「それは確かに、そうだけども」

「そもそも、異世界の奴等のボス……あれ、鷹広の知り合いなんだよね？」

「……ああ」

　こうなると、もう隠してはおけない話だ。

　俺は、流華と自分の関係について、全てを話した。

　天花寺流華。

　ただの幼馴染で、ただの親友。

　小さい頃から、いつも一緒にいた。しかし、突如として現れた異世界への魔法陣に吸い込まれてしまったこと。それきり会うこともなかったのに、今回突然目の前に現れたことで、すっかり訳が分からないということ。

「……ずっと異世界から帰って来なかったから、何かあったんだろうと、そんな風に思っていたけど。まさか、完全に異世界側に立って、こうして敵になるなんて全く思わなかったよ」

「こちらの世界の知識を、異世界側に買われたのかもね。これまでは、召喚する人材のことばかりが重要視されていて、その他の事は割と適当だったんだけど」

「もっと確実に、人材を召喚する為に。こちらの世界のことを詳くわしく知る為に、アイツを利用したのか」

「利用されているにしては、随分とやる気だったんじゃないかな」

「…………」

　史雄の言う通り。

　流華の態度は、嫌々やらされている、というようなものではなかった。完全に自分の意志で、上月さんを連れ去ろうとしていた。

「何か、洗脳とか、そういうことをされてるのかも」

「そんな便利なものがあるのなら、僕は今ここにいないよ」

「確かに……」

　嫌な実例がここにいた。

　洗脳して、自由意思を奪えるというのなら、史雄はここにいないだろうし、引きこもりにもなっていなかっただろう。

　だから、流華は、自分の意志のもとに、俺と敵対しているのだ。

　どのような理由があれば、自分を召喚した相手の意のままに動き、自分の世界を裏切るような真似をするというのだろうか。

　分からない。

　分からないからこそ、本人に訊ききたい。

　しかし、あいつらの行方ゆくえは、俺達には分からない。

「…………」

　気まずい沈黙が続く。

　ここからどうするべきなのか……それを決めるのは、きっと、リーダーである俺の仕事なのだろう。メンバーの誰もが、自分のすべきことを見失ったままで、俺の指示を待っている。

　進むのか。

　退ひくのか。

　チーム全員で挑んで、失敗に終わったこの任務を、どう結論付けるのか。

　しばらく悩んでいて……しかし、覚悟を決めた。

「…………ああ」

　思えば、自分がやるべきことは、最初から決まっていたのだ。こうして無様なところを見せてはいるものの、それで自分のやることが変わるようなことはない。

　だから、メンバーに向けて告げる。

「残念だが、今回の任務は、失敗に終わった。俺達の、完全な敗北という形で」

　俺の話に聞き入るメンバー達。

　こいつらが何を思っているのかは分からない。俺の気持ちが、こいつらには伝わっていないように。

　だからこそ、言葉にして、伝える。

「失敗の責任は、全てリーダーの俺にある。俺の幼馴染が突然出て来たこともそうだが、そもそもの想定が甘かったのがいけなかった。重要な任務なんだから、もっと様々なトラブルを予測しておくべきだったんだ。見込みが甘いせいで、お前達に無用な失敗をさせてしまった。すまなかった」

　深々と、頭を下げる。

　そんな俺に対して、どんな反応を、皆が見せているのかは確認できない。だから、ただひたすらに、謝意を見せるしかない。

　やがて俺は頭を上げて、皆を見回す。

　それぞれの顔は、無表情を貫いていた。いきなり謝罪をした俺に何を思っているのかは分からないが、更に言葉を紡つむぐ。

「俺はこれから、委員長のところに報告に行く。だけどお前達は、別に付き合う必要はないぞ。怒られるのは、俺だけで十分だからな。なに、説教されるのには慣れているんだ、精々たっぷりと絞られてくるさ」

　そこまでを無心で言い切って。

　そして、最後の言葉を、告げる。

「今日は、ここで解散とする」




　そうして俺は、店を出た。

　何かを言いたげにしていたメンバー逹だったが、それを振り切って、店を後にした。急いでいるとは悟られない程度に急ぎながら。

　誰も付いて来ていないのを確認すると、全力でダッシュして、店から離れる。間違っても、誰かが追ってこないように。既に俺が、委員長のところに行ってしまった、後は全て俺に任せよう、と思い込むように。

　ひたすらに走って。

　逃げるように、走って。

　しばらく後、誰もいない路地裏で、息を整えながら立ち止まる。

　そこで、俺の口から漏もれたのは。

「よっしゃあ!!」

　歓喜の叫びだった。




「よーし、やったぜ!!」

　もう、自分で自分を称しよう賛さんしてやりたい。いや、もう存分に褒めてやろうじゃないか。流石さすがは俺。凄いぞ俺。

　完璧だ。

　俺の作戦は、完璧だった。

　俺一人で責任を取って委員長に報告に向かう、と言い残して、メンバーの元を離れた俺だったけど。しかし、報告に行くつもりなんて、毛頭ない。だって行ったら怒られるからな。誰がわざわざ怒られに行くってんだ。

　俺の行くべき場所は、決まっている。

　そう、流華の所だ。

　リーダーとしての立場上、流華がどこに向かったのかは分からない、という風に言っておいたが、しかし実際は違った。何しろ俺には、流華の向かう場所が、ある程度予想出来るのだから。

　流華は、子供の頃に俺と別れて以来、ずっと異世界にいた。

　だから、こちらの世界の土地勘が、実のところ欠けているのではないかと、そんな風に考えた。

　流華がこの世界を去ってから十数年が経って、世界の状況は大きく変わった。ずっと過ごしている俺ですら把握できない程の、凄すさまじい進歩。僅かに目を離しただけで人も街も、たちどころに姿を変えて行く。ましてや、ずっとこの世界を離れていた流華にとっては、ほとんど未知の世界にいるようなものだろう。

　そうなると、流華の行く場所というものは、限られる。

　十数年前の知識だけでは、どうしても限界があるのだ。

　自分の知らない場所に行こうとは、まず思わないだろう。どこに追手が待っているのか分からないのだから。下手をすれば、敵の真っただ中に飛び込んでしまうことだってあり得る。

　そんな中で、出来るだけ安全な可能性のある場所を求めるのなら。流華の、子供の頃の知識を総動員して、どうにか知っている場所の中から候補地を考えて、そこに向かおうとするだろう。

　それならば俺にも、ある程度の類るい推すいが出来る。

　何せ、子供の頃は、ずっと一緒にいたのだから。

　どこに行きたいのか、何をしたいのか、毎日のように話していたから。

　幸い、この辺りは、かつての行動範囲にある。

　流華の考え得る範囲内で、人があまりいないような場所。目立たないような場所。魔法陣が完成するまでの時間を稼げそうな場所。そこをしらみつぶしに当たって行けば、必ず辿り着ける。

　そして、更なるヒントとして、あいつらは上月さんを連れている。

　伝説の歌姫である上月ライラの目撃談を、誰かがＳＮＳで報告している可能性が考えられるのだ。有名人の情報が簡単に出回るなんて、きっと流華にとっても想定外の技術の進歩に違いない。その辺りをちょっと検索してみれば、ひょっとして何かが引っかかることもあるだろう。

　上月さんを連れているという事実は、連中の動きを大きく制限することになるだろう。人を一人拉ら致ちしたままで、公共の交通機関なんぞ利用出来る筈もない。かと言って、レンタカーなどを借りる暇もなかった。それならば、歩いて移動出来る程度の範囲内に今も留まっている……そう考えられるだろう。

　ここまでの情報を総合すれば、おのずと流華の居場所は絞られる筈。

　十分に、勝算のある賭かけだ。

　そうして、無事に流華を発見したのならば。

　俺は、こう言うつもりだ。




「俺も異世界に連れて行ってくれ!!」と。




「……やっぱ、完璧過ぎるよな」

　改めて凄いぞ、俺の作戦。

　俺を売り込むという発想が、また素晴らしい。

　これも、異世界側で、こちらの世界の人間を利用している、という事実から思いついたことだった。最初は、何てことをしやがる、と憤いきどおったものだが、考えてみれば俺の目的には見事に合致している。

　異世界召喚の為に、流華を使うような異世界なのだから、俺の知識は必ず役に立つだろう。ましてや俺は、対異世界の仕事をしていた男。俺から引き出せる情報は、間違いなく貴重なものだ。

　流華が出て来たのは予想外だが、しかしきっと、俺のやるべきことは変わらなかっただろう。異世界側が本気を出して来たというのなら、俺も本気を出して、異世界側と勝手に交渉していく。自分を売り込んでいく。それが、こちらの世界を裏切ることになろうとも、俺は俺の目的の為に動く。

　異世界に行くために、全てを利用する。

　それは、今までと変わっていない、俺の生き様なのだから。

「まあ、あいつらには悪いが」

　仲間を裏切ることには、僅かな抵抗がある。ここまで、それなりに仲良くやって来たチームのメンバー。あいつらを裏切るなんて、流石に心が痛む。

　まあ、僅かな抵抗でしかないので、無視するけどな!!

　多少心が痛もうとも、別に大して気にならないしな!!

　痛むだけ痛めば良いさ俺の心!!

　本気で悪いとは思っているけれど、それで止まる俺でもない。それでも、このままぐずぐずしていたら、後悔が湧き出してくるかも知れない。だから、すぐさま行動に移すとしよう。

　さあ、いざ流華の元へ、俺の未来に向かって、と一歩を踏み出して、

　しかし、そんな俺の前に、人影が現れた。

　聞き覚えのある、声と共に。




「水臭いじゃないか、鷹広。一人で行こうなんてさ」

「……お前ら」




　並んで立つ、そいつら。史雄と、隼瀬と、ついでにポチの姿が、そこにあった。

　不敵に笑いながら。

　それでも、そこにいることを、決して疑わないように。

　確かに店に置いて行った筈の、対異世界チームのメンバーが。

　今、俺の前に立っていたのだ。




「何で……」

　どうして振り切った筈のこいつらが、こんなところにいるのか。

　戸惑っている俺の元に、史雄が近づいてきた。そして、俺にだけ聞こえるような小声で、そっと呟く。

「どうせ、一人で異世界に行くつもりだったよね？」

「な、何を根拠に」

「これまでの鷹広の言動全てだよ」

「全てかよ」

　そこまで言われるともう俺は何も言えないが。

　俺の演技は無意味だったのかよ。

「いや、君がどこの異世界に行こうが、そこで野の垂たれ死じにしようが、別に僕はどうでもいいんだけどね」

「言い方ってもんがあるだろ」

「でも、ライラ様を連れて行かれるのは、絶対に駄目だからね」

　史雄の目が、こちらを批ひ難なんするように細められる。

　ああ、確かに、こいつからしたら、上月さんを巻き込むことは許せないだろう。まして、多くの異世界の辛つらさや苦しさを知っているこいつなら。それを失念していたのは間違いなく、俺の落ち度だ。

「本当に、鷹広はどうでも良いんだよ」

「何度も言うなよ」

「むしろ、異世界の辛さを知らない鷹広は、少しくらい痛い目を見れば良いとさえ思っているからね」

「辛さでも良いから知りたいんだよ、俺は!!」

「まあ、そうだろうね。良く知っているよ。だから、それを止める気は、もう一切、本気で、真剣に、ちっともないんだけど」

「言い過ぎだろ。俺の事が嫌いなのかよ。嫌いなら嫌いって言えよ、付き合い方を変えるから」

　俺の抗議を無視して、史雄は叫ぶ。

「とにかく、一人で行かせやしないよ。君の為じゃないからね。僕は、単に、ライラ様を助けたいだけなんだからね!!　そして踏んでもらいたいだけなんだ!!」

「…………そうか」

　ツンデレ風に言っているが、完全に本音じゃねえか。

　こいつ、心底、俺がどうなろうとも構わないと思っていやがるぞ。

　まあ、上月さんを巻き込むのは俺の本意ではないので、史雄が手伝ってくれるのはありがたかった。彼女の無事だけは、しっかり確保しておく必要があるから。そもそも、こいつにだけは最初から協力してもらっても良かった気がする。

「ちなみにポチも、手伝うって言っているよ」

「ポチもかよ……って、良く意思の疎通が出来たな」

「ポチにとって、異世界はトラウマだからね。鷹広が、むざむざ異世界に連れて行かれるのを止めたいらしいよ」

「お前、俺の秘密をポチに言いやがったな？」

「でも、鷹広が本気で異世界に行きたいと願っているのなら、その真剣な願いを無下にするようなことはしたくない、だから渡世の義理を果たすと共に、鷹広が異世界に行くべきなのかを見極めるってさ」

「何なんだよこの不思議生物」

　武士かよ。

　誰よりも真っ当な精神を持っているじゃないかよ。

「そんな真っ当な不思議生物を、俺の計画に巻き込んで良いのか。つーか、こいつから変に話が漏れたらどうするんだ」

「ポチは口が堅いから大丈夫さ」

「どこだよ口」

　ねぇだろ口。

　どうやってポチが俺の秘密をばらすのかは永遠の謎だけども。

　とにかく、史雄とポチが、俺の目的を手伝ってくれるらしかった。正確に言えば、俺の目的を黙認してくれている、というところか。正直、一人でやる方が安心ではあるものの、いざという時のことを考えるなら有あり難がたい申し出だ。

　さて、そうなると、残る一人は。

　どうして、この場所にいるのだろうか。

「……隼瀬」

「はい」

「どうして、ここにいますか？」

　思わず丁寧語である。

　だって、この後輩がこの場にいるのは、あまりに意外だったから。

　史雄には、上月さんを助けるという目的がある。ポチも、何やら俺に仁義を感じているようなので、助けてくれる理由は一応、ある。

　しかし、隼瀬だけは、どうにも分からない。

　この、クールという属性を突き詰めたかのような少女。仮にも先輩でリーダーである俺に対して、敬意とか遠慮とか、そういったものがごっそり欠けているかのような、摑みどころのない後輩。こいつの性格だと、「じゃあ勝手に行って下さい」くらいのことは言いそうな気がするのに。

　隼瀬は、いつものように冷淡な目をこちらに向けてくる。

「……先輩」

「何ですか。何だよ」

「一人で、異世界の奴等に立ち向かおうって、そう本気で考えていたんですか」

「まあな」

「自うぬ惚ぼれないで下さい」

「ええ!?」

　たちまち、切って捨てられる。俺が何か悪いことをしたか？　いや悪いことは現在進行形でやっているので図星だけども。

　そんな俺の狼ろう狽ばいぶりをどう見ているのか。隼瀬は、相変らずクールな口調のままで告げる。

「異世界の恐ろしさと言うものを、先輩は知らないんです」

「……そうか？」

　まあ、確かに知らないけども。

　だって俺、異世界に対して期待しか抱いていないからな。

　しかし、隼瀬の言葉と、そして表情は真剣そのものだった。

　それは、きっと、彼女の境遇に根差しているものだろう。

　家族を異世界によって奪われたという、その特異な立場。

　そこに抱かざるを得なかった感情を、俺には想像することしか出来ない。つーか俺の場合は、奪われた幼馴染が何な故ぜか異世界サイドに立って襲ってきているという、これまた厄介な事態にはなっているし。だから、もう正直、隼瀬の考えていることがどうにも分からない。

　ただ、俺は現状を何とか受け入れている。むしろ逆に、異世界に行ってしまった流華のことを羨うらやむくらいに余裕がある。

　けれど隼瀬は、そうではない。

　奪われたものを、取り戻したいと、そう考えているのだろう。異世界に奪われてしまった大切なものを、どうにかしたいと。

　その為に、こうして対異世界の組織に所属して、日々を戦っている。異世界の恐ろしさというものを肌で感じながら、それでも自分の目的の為に、奪われたものの為に、戦っている。

　その想いは、確かなものだ。

「そもそも、一番に考えるべきなのは、護衛対象者の無事な確保です。先輩のお世話は、そのついでであることを忘れないで下さい」

「分かってるよ」

「ライラさんは、巻き込まれただけなんですから。異世界とか、そういうことを考える間もなく巻き込まれただけです。そんな、何の理由もない人を、勝手に連れて行こうなんて、許せません」

「……ああ、そうだな」

　異世界なんて、行きたい奴が行けばいいのだ。

　行きたい奴が。

　行きたい奴が行けるようにならねぇかな!!

「何て顔をしているんですか」

「いや、別に」

　しまった、俺の率直な思いが顔に出ていたらしい。

「それに先輩は、一人では何も出来ない、役立たずの上に余計なことしかしない、無能で最悪なでくの坊なんですから」

「そこまで言う必要あるか」

「指示一つ満足にこなせないような、周囲に迷惑しか掛けない、とびっきりどうしようもない足手まといなんですから」

「だから、そこまで言う必要があるのかって訊いているんだよ」

「ですから、チームで行きましょう」

　そこで隼瀬は、薄く微笑ほほえんだ。

「私達なら、きっと、撃滅できる筈です」

「……ああ、そうだな」

　俺も、つい釣られて微笑んでしまう。

　そう、俺と、仲間達によるチームの力ならば、どんな相手でも負ける気がしない。ここまで多くの相手を前にして、それでも一歩も退くことなく戦い続けて来た。異世界を巡る思惑を、悪しき召喚を、いつでもぶちのめして来たのだ。そんな俺達の実力は、そしてチームワークは、自分で言うのも何だが、かなりのものである筈だ。

　いや、それを裏切ろうとしているのが俺なんだけどな！

　史雄も大変冷たい目でこっちを見ているけど、分かってるから。俺がどうしようもないことは分かっているからな。

「……ふう」

　何だか、こうして他愛もない話をしたことで、調子が戻ったような気がする。

　今回の騒動。流華の出現は、俺にとって全くの予想外な話で。それですっかり混乱してしまい、俺としてもペースを乱されてしまった。

　だけど、ようやく落ち着いた。

　自分のやるべきことを、しっかり見み据すえることが出来た。

　それなら、もう迷わない。

　流華が目の前に現れても、もう戸惑うことはない。誰であろうとも、俺の目的を妨害するのなら、倒す。それだけだ。

　さて、それじゃあ。

「そろそろ、反撃と行こうじゃないか」

「そうだね」

『…………』

「了解です」

　皆で、同じ方向を向いて、足並みを揃えて。俺達の、反撃が始まる。

　上月さんを取り戻す為。

　そして、何よりも、俺が異世界に行くために。

　いざ、任務の続きを。

　俺の計画の終わりを、ここから始めよう。
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　辿り着いたのは、ホテルから僅わずかに離れた路地だった。

　並んでいるのは、シャッターを下ろした商店の跡。かつてはそれなりに繁はん盛じようしていただろうに、今ではすっかり人通りも少なくなってしまっている。良く分からない落書きが、消されることもなくあちこちに残っている。

　ホテルのあった繁華街から、僅かに逸それただけだというのに、まるで様子が違う。夜とはいえ、ほとんど廃はい墟きよのような有様だった。

　メンバーも、それぞれ興味深そうに周囲を見回している。

「こんな場所があるなんて知りませんでした」

「そうだな」

「良く知っているね、こんな場所を」

「ああ、昔、この辺りを流る華かと探検したことがあったんだよ。あの頃からして、寂れていると思ったもんだが、今じゃ余計に酷ひどいな」

　流華と共に歩いた街角。

　子供の頃の、大事な思い出。

　しかし今は、そんな感傷に浸っている場合ではない。

　そんな寂れた通りから、更に細い通りへと歩を進めて行く。通りの両側には、一応民家らしきものが並んでいるが、人の気配は全く無い。灯あかりもついていないので、正直かなり怖い。

　やがて、人一人がどうにか通れるか、というくらいの狭さの路地裏に入り。

　そこから更に角を曲がれば、もう表通りからは全く確認できないようなデッドスポットとなる。

　俺の目の前には、一つの建物。

　それを見た瞬間に、思い出が蘇よみがえる。

「まだ、残っているなんてな」

　時の流れから取り残されたかのような、ほとんど廃墟にも近い倉庫。

　壁には茶色い錆さびが無数に浮かび、窓ガラスの類たぐいはほとんどが割れてしまっている。周囲のアスファルトもひび割れ、雑草が伸び放題だ。

　完全なる廃墟。

　誰も人が寄り付かないような、そんな終わった場所に。

「ここに、いるんですか？」

「ああ、俺の予想が確かならな」

「先輩の予想とか、それはこの世で一番信用したらいけないものだと思いますけど」

「言葉が悪いな!!」

「敵がいるかも知れないので黙って下さい」

「こいつぅ……」

　この後輩、やっぱり怖いよ。そしてイラッと来るよ。

　ともあれ、万が一のことを考えて、声を潜ひそめる。

「いや、別に勘かんで言っている訳じゃないからな。流華が、人目を避けて移動するとしたら、ここしかないと思うんだよ。異世界にずっといたアイツの土地勘で動ける範囲は、そう広くないからな」

「それで、こんな廃墟なのかい」

「俺の記憶の中では、もうちょっとマシだったけどな。まあ、俺が覚えていたくらいだから、流華だって覚えているだろうさ。この、秘密の倉庫の事をな」

「秘密、ですか」

「それはもう、毎日のようにここに通って遊んだものだ。そうだな、あの頃流は行やっていたのは何だったか……」

「そういう思い出話は壁にでも向かって話していてください」

「だからお前言葉が悪いって!!」

　超クールじゃん後輩。怖いくらいだよ。

　いやまあ、後輩の言うことは全くもって正論なので、改めて息を潜め、少しずつ忍び足で倉庫に近づいて行く。幸い、伸び放題になっている雑草が、俺達の足音をすっかり消してくれている。

　やがて、近づくにつれて、俺達の耳に人の声が届く。

　それは間違いなく、廃墟の倉庫の中から聞こえて来るもので。

「……中にいるな」

「……単なる浮浪者とかの可能性は」

「……そうなったら、適当に謝って逃げるさ」

「……分かりました」

　二手に分かれ、扉の両側に立ってスタンバイする。

　向かい側に立った史ふみ雄おと隼はや瀬せの目を見て、タイミングを計り。

「……行くぞ!!」

　息を合わせて扉を開け、一挙に内部へと飛び込んで行く。

　錆びついた扉を、開けた先。

　そこには、確かに俺達の目指していたものがあった。




　ただ、一つ、予想外なこと。

　既に、事態が終わりを迎えていたということを、除けばだが。

　上こう月づきさんの、その身体が。

　魔法陣の向こう側に、消えて行くところを、まさにその瞬間を、目撃した。

　してしまった。




「!?」

　扉を開いてまず、目に飛び込んで来たのは、魔法陣の放つ怪しげな光だった。俺達を嘲あざ笑わらうかのように輝く、廃墟の中においても一層強い、その光。

「しまった!!」

　遅かったか!!

　そして俺が飛び込むタイミングを逃したか!!

　廃墟の中にいたのは、流華と、その部下と思われる数人のみだった。いきなり現れた俺達の方を、驚きよう愕がくの表情で見つめている。

　ただ、それでも、彼らが行っていた作業は、既に完了していた。驚いたからと言って、それで手を止めるような無能ではなかったということだ。

　倉庫の中央の床に、冗談のように描かれている魔法陣。

　そこに、今まさに、上月さんの身体が吸い込まれていく瞬間を見た。

「……！」

　手を伸ばすも、当然ながら届くことはない。

　手遅れだった。

　すんでのところで、間に合わなかった。

　それでも事態は、止まることを許さない。俺達の突入に気付いて、すぐに平静を取り戻した流華が、口を開こうとする。侵入者である俺達を迎撃しようとでもしたのだろうか。あるいは、またも失敗した俺に、何かを言おうとしたのか。

　しかし、それは叶わなかった。

　どこからか聞こえる、異音。

　そして、空気の震える感触。

　明らかに異常な、得体の知れない震動が、倉庫を包んだからだ。

「…………!?」

　誰もこれを予期していなかったことは、それぞれの反応を見れば分かった。誰もが、戸惑いながらも周囲を見回している。結果として、事態が一瞬、停滞する。空間そのものを震わせるかのようなその異常の根源はどこかと、視線を彷徨さまよわせて……やがて、一つのものに辿り着く。

　魔法陣。

　倉庫の中央にある、その文様が、輝いている。

　それは、上月さんを呑のみこんだその時と同じような光を帯びている。

　俺達の目の前で、上月さんは魔法陣に消えて行った筈はずだった。全ては手遅れで、俺達の作戦は失敗した筈だった。

　しかし。

　次の瞬間。

　ばちんと、落雷でもあったかのような激しい衝撃音が響いて。

　冗談のように。喜劇のように。

　上月さんの身体が、魔法陣の中から飛び出して来たのだ。




「はぁ!?」

　こちらに向けて勢い良く飛来する、上月さんの身体。

　咄とつ嗟さに、俺の身体も動く。

「危ねぇ!?」

　魔法陣の異常に、正面から気付いていた分だけ、こちらの方が流華達よりも早く反応できた。飛んで来た上月さんを、慌ててキャッチする。意識を失っているらしい彼女の身体は想像以上に重く、危うく落としそうになるも、必死で踏ん張って体勢を保った。

　絶対に、落とす訳にはいかない。

　何な故ぜって、ここで失敗でもしてみろ。

「やったね鷹たか広ひろ!!」

「ああそうだな!!」

「無事で良かったね!!」

「それは俺の事か!?　それとも上月さんか!?」

「言うまでも無いだろ!?」

　そうですね。

　キャッチし損ねていたら間違いなく史雄に殺されていただろうな！

　しかし史雄も、さすがに非常事態であることを把握していた。こういう事態においては、こいつの経験値が物を言う。すぐに、俺を……いや上月さんを庇かばえるような位置に移動して、流華達を睨にらみつける。

　隼瀬とポチもまた、瞬間的に俺の前に躍おどり出でて来る。その手には、思い思いの武器を掲げて、臨戦態勢を取る。












　そうして狭い倉庫の中、俺達チームと、流華達が向かい合った。

　一度は終わってしまったと、そう覚悟して。

　それでも不思議なことに、事態は振り出しに戻った。

「……正直、何が何だか、だが」

　自分の知らないところで動きまくっている事態に、ただ翻ほん弄ろうされるばかりの身ではあるものの。

　それでも、自分のやるべきことは分かっている。

　もう、失敗しない。

　上月さんを、いつの間にか保護した彼女を、今度こそ護まもるのだ。




「何が起こった!?」

　ようやく反応した流華の、慌てた声。

　無理もない。アイツからすれば、自分達は完全に計画通りにやった筈なのだ。上月ライラの身柄を、確かに魔法陣に託たくした。それで、目的は達成されたと、そう油断してしまったことも責められまい。

　そう、流華は何もしくじってはいなかった。

　それなのに、どうしてこのような事態になってしまったのか。

　どうして、魔法陣から飛び出してくるなんて、そんなアクロバティックなことになったのか。

　双方共に、武器を構えて対たい峙じする。

　流華も、俺の方を……正確には俺に抱かれている上月さんの事を睨みつけている。そう、事態は振り出しに戻ったが、決して好転した訳ではない。ここで流華達に負けて、再び上月さんの身柄を奪われてしまえば、全部ご破算だ。

　だから、逃げるべきだ。

　上月さんを連れて、ここから逃げるべきなのだ。

　それなのに。




（今ここにある魔法陣を、異世界に繋がる扉を、見逃せと!?）




　ああ分かっているともさ。

　そういうことを考えている場合じゃないって、分かっているさ。

　でも仕方がないだろ!?

　こんなチャンス、そうそう無いんだからな！

　ついうっかり真ま面じ目めに任務を遂行しがちな俺ではあるけれど、根本の所は自分勝手で動いているかんな!!

　上月さんを吐き出したものの、魔法陣は今も消えないでいる。ということは、まだ再利用できる可能性がある。その可能性がある限り、俺は諦あきらめない!!

　いや、それ以外にも、この場に留まる理由は、ある。

「くそッ！　本来ならすぐに逃げるべきなんだが、意識のない上月さんを連れたままじゃすぐに追いつかれちまう!!　下手に背中を見せるようなことは出来ないし！　だからこのままの態勢で対策を練るしかないんだ!!」

「何を言い訳しているんだよ鷹広は」

　うるさいぞ史雄。

　仕方がないことなんだ、何もかも。

　しかし、流華もまた、どう動くかを決めあぐねているらしい。すぐにこちらに襲い掛かって来ることはなかった。何しろ、不確定要素が多過ぎるのだから、慎重にならざるを得ない。

　やがて、自分の考えていることを、つい零こぼしてしまったというように、ぽつぽつと話し始める。

「……魔法陣は、確かに正常に動作している、筈だ。現に、彼女と共に行こうとした部下は、消えているから」

「…………」

「鷹広の様子を見る限り、そっちの方で仕掛けたことでもないらしい。そうなると、どういうことだろう？」

「俺だって分かんねぇよ」

「分からないのに、随分と落ち着いているじゃないか」

「そう見えるかよ、おい」

　流華との会話。

　互いに現状を探り合う。何をすべきか、どう動くべきか、図り合う。

　そう、俺もまた、必死で考える。単なる偶然で、このような妙な事態になるとは思えない。こんな時に、魔法陣が誤動作を起こしただけとか、そんな都合の良い話を信じる訳にはいかない。

　だから、流華が疑問に思う通り、何かがある筈なのだ。それを知ることが、きっと、俺の目的に通じる筈だ。

　その答えを告げるのは、予想外の人物だった。

　思わぬ所から、答えは来た。




「答えは簡単です。それは、ワタシの存在が、魔法陣に拒絶されたから、ですね」




「……え？」

「ワタシのように、異世界人と現世界人の両方の血を引く存在に関しては、魔法陣が誤動作を起こします。二つの世界の分、二人分としてカウントしてしまう……三人が同時に魔法陣を通過することは出来ない。だからこそ、ワタシを連れて魔法陣を通ることは、出来ません。通ろうとしても、弾かれてしまう訳です」

「……上月さん？」

　答えを告げた、その主は。

　確かに今まで、俺の腕の中で意識を失っていた筈なのに。

　今ははっきりとした視線で、こちらを見つめている、至上の歌姫。

　上月ライラ、その人だった。




「よいしょ、っと」

　上月さんは、身体を支えていた俺の手から、するりと抜け出して。

　そして、しっかりと自分の足で立つ。

　意識を失っていたなんて、全てが演技だったというように。

　いや、実際演技だったのだろう。何故なら、その瞳に浮かんでいるのは、強烈な意志の色だったから。事態を何もかも、把握している様子。不幸にも巻き込まれただけの被害者が、浮かべるべきものではない。

　戦いを覚悟した、そんな意志。

　彼女はしかし、こちらの方をちらりと見ると、不意に瞳を伏せる。

「ええと、騙だましていてごめんなさい、ですよね」

「いえ、その、無事で良かった、けど」

　俺も、すっかり頭の中が真っ白になっていた。他の面々も、同じようだ。特に史雄は混乱の度合いが激しいようで、目を白黒させている。

　それは、敵方もまた、同じこと。

　流華の、呆ぼう然ぜんとしたままの声が響く。

「……単なる歌手だって、そういう話だった」

「ええ、そうですね」

「何度も、確認した」

「それは、ええ、そうでしょう。ですけど、情報とは歪ゆがむもの。筒抜けになっているのがこちらだけと、思うべきでは、ありません」

「……ッ!!」

　流華の顔が、蒼そう白はくに染まる。

　察するに、流華の……異世界の側も、決して一枚岩ではないということだろうか。こちらの世界が、異世界側に良いようにされるばかりではなく、その逆の動きも水面下で行われているのか。

　しかし、そういった政治方面の話は、ここでは関係が無い。

　大事なのは、そもそもの目的が、ここに達成されたということ。

　目的であった上月さんの保護は、無事に完了した。そもそも保護されるような存在ではなかったという、そんな決着ではあるものの。

　とにかく、俺達チームは役目を完了した。

　上月ライラの異世界行きは、何とか阻止した。

　だから、これで、全ては終わり……。

「いや、まだだ!!」

　停滞した空気を裂くように、流華の叫びが放たれた。

　その顔には、怒り。

　そして、決意を秘めた、燃えるような感情の色で。

「……ああ、そもそも、ここまで厄介な相手だったのは、確かに予想外だ。だけど、そもそも身勝手な召喚なんだよ、これは」

「……流華」

「だから、極論、誰でも良い。こだわりがないんだから、いくらでもアドリブは利くんだ。代わりの誰かを探して、また始めれば良いってことだ」

「いいえ、ここで終わり、です」

「何だと？」

　流華の疑問に答えず、上月さんがすっと手を上げる。

　その瞬間、倉庫の窓から、あるいは天井から、無数の人影が飛び込んできた。




「何だ!?」

　戸惑う暇もない。

　映画で見る、特殊部隊のような無数の人間が、駆け込んできて。

　そいつらは手慣れた、そして統制された動きで倉庫に展開し、流華達異世界の連中の動きを封じこめた。

　そうして封じられた連中を、いつの間にか出て来ていたポチが、手慣れた動きで拘束していく。身体を長く伸ばして、そのまま触手で敵を縛り付けているのだ。正直、正気を疑うような光景だが、今は頼もしい。

「くっ……!!」

　流華も、同じようにポチに身体を縛られて、悔しそうに呻うめいている。ピンク色をしたポチに縛り付けられているその様子は、見様によっては多少エロティックに感じなくもないが、まあ今はそんなことを言っている場合ではない。

　最早、抵抗の余地はない。

　何かをしようとすれば、ポチがその拘束を強めるものだから、もうどうしようもなかった。

　俺の知らないチームと、そしてポチの活躍によって。

　あれほど苦労していた強敵は、瞬く間に動きを封じられたのだった。俺達とは一体何だったのか。

「これで、終わり、ですね」

　そうやって、あっけなく指示を下し、敵を制圧してしまった上月さん。

　その様子からして、単なる歌手だなんてことは、まずあり得ない。それどころか、むしろ歴戦の勇士の風格すら感じられる。

　一体、何者なのか。

　と、彼女は、俺の方を、ばつの悪そうな顔で見つめて。

「ええと、黙っていて、ごめんなさい」

「いや、その」

　言いたいことは、たくさんある。

　今回の騒動においては、狙われる側、護られる側の存在であった筈なのに、何をやっているのか。

　特に、そこで呆然としている史雄の代わりに訊きくとすれば。

「えっと、歌手じゃなかったんですか」

「歌手なのは、本当です。歌うのはとても好きです。ただ、もう一つだけ、別の顔があるということですね」

「別の顔、って」

「一応、異世界対策チームの、リーダーを任ぜられています。アナタ逹とは別のチームですが。えっと、つまり、タカヒロさん、アナタの同僚に当たりますね」

「……はい？」

　何だって？




　上月さんの説明は続く。

「チームと言っても、正式なメンバーは、ワタシ一人だけです。そちらにいる彼らはあくまでも、ワタシの指示によって用意されたもの。チームと言ったら、それはワタシの事を指します。一人でチームを名乗るなんて、おかしなこと、ですけどね」

「一人だけなんて、そんな無茶な」

「何故なら、ワタシは、絶対に異世界に連れ去られることがないと確信を持って言える、唯一の存在だからです。誰かと魔法陣を越えることはないと、ただ一人だけ確定しているのです。ですから他人とチームを組むことは、出来ませんよ」

「それは、まあ、そうですけど」

　異世界の相手と向かい合う、そんな立場において。

　絶対に異世界に連れていかれることがあり得ないということは、確かに唯一無二の長所となり得る。上月さんが、自分の意思で、一人きりで魔法陣に入らない限り、異世界に行くことはないのだから。

　だが、その特異性と引き換えに、上月さんは一人きりのチームであることを強いられていたのか。

　いかんせん、一人で動くには限界がある。

　そこで次善の策として選ばれたのが、俺達か。

　異世界に対抗する為に、いかれたメンバーを集めてみたのか。

　異世界に、色々と複雑な感情を持っているメンバーならば、異世界に寝返ることはないと、そう踏んで。まあ、それも、俺という異世界行きたいっ子が混ざっている時点で、とんだ節穴である。

「落ち込まないで下さいね？」

「落ち込んでねーですよ」

　いや本当に。

「異世界対策における委員会の本命は、あくまでもタカヒロさん達です。今回の場合は、何だか大きく事態が動きそうだったので、ワタシが自分で動くことになりました。本来は、シークレット扱いなのですよ」

「そりゃ、俺も知らなかったくらいですからね」

「落ち込まないで下さいね？　よーしよーし」

「ですから落ち込んでねーですって!?　頭をなでないで!?」

「そもそも、異世界人とのハーフなんていう存在を、公おおやけには出来ません」

「……ああ」

　それは、確かにそうだろう。

　異世界というものに、日常的に接している俺達ならばまだしも、一般人にとってはそうではない。謂いわれのない差別や、誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようの類たぐいも、きっと珍しいものではない。だからこそ、上月さんは自分の素性を隠すのだろう。非常にデリケートな立場にいるということは、良く分かる。

　それにしたって、俺ですら知らないというのは、秘密主義にも程がある。

　そんな俺の不満が、顔に出てしまっていたのか。上月さんは、きまり悪そうに微笑んで言う。

「公表するには時期尚早。そう、父は判断したようでして」

「父？」

「委員会の委員長……タカヒロさんの上司に当たる人です」

「はぁ!?」

　マジかよ!!

　あいつかよ!!

　あのオッサン、涼しい顔をして、とんだ爆弾を仕込んでいやがったな!?

　いや、文字通り仕込んだんだよな。上月さんを。

「何か変なことをお考えになっていませんか」

「いいえまったく」

　つーか、上月さんが、異世界人とのハーフと言うことは。

「あのオッサン、一体何者なんですか」

「勇者ですよ」

「勇者と来た!!」

　そりゃ勇者って、あのオッサンには一番似合わない職業じゃないか!?

　体格からして、商人辺りがお似合いじゃないのか!?

「勇者として異世界に召喚され、そこでワタシの母と出会った、そうです。めくるめく冒険の後で、母と結ばれ、色々あってこちらの世界に戻った、そうです」

「大冒険してんじゃねぇか」

　似合わないんだよ。

　そして羨うらやましいんだよ。

　もうとにかく羨ましくて仕方がないんだよ。

　あのオッサン、俺が一番やりたいことを既にやっていやがったのか。異世界で大活躍する勇者とか、最高じゃないか。どうしてそれは俺の役割じゃないんだ。なんであんなに腹の出たオッサンにやらせているんだよ。

「このことも、極秘情報なので。ご内密にお願いしますね」

「確かに、大変なことですよ、こいつは」

「昔は大変なハンサムだったそうです」

「うっそだぁ」

「多くの女性から言い寄られて、それでも最初に惚ほれた母だけを愛したそうです」

「うっそだぁ」

　もう何もかも噓うそ臭くさくて、だけど本当なんだよな。

　その件については、また改めて問い詰めないといけない。俺が異世界に行けないで苦しんでいるってのに、異世界生活をエンジョイしやがって。あのタヌキ親父め、本当にどうしてやろうか。




　さて。

「しかし、そんな秘密の上月さんがわざわざ出て来たっていうことは、この一件、思っている以上に大変だったって、そういうことですか」

「ええ、異世界関連での動きが、活発化していると、そう聞きました」

「それは……こいつの、流華みたいなケースですか。これまでは単体で動いていたような異世界の連中が、こうしてチームを組んで来るっていう」

「はい。こちらの世界に協力者がいることも含めて、大きな問題になりそうだと。そう、父は言っていました」

「……それが、よりによって流華だったんだな」

「タカヒロさんのお知り合いだというのは、父も想定していなかったようですが」

「それはまあ、俺だって知りませんでしたからね……」

　どういう因果なんだろうか。

　俺の目の前で、異世界に連れて行かれてしまった流華。そんな彼女が、どういう訳なのか、異世界の手先として俺の前に現れた。

　会いたかった。

　でも、会えなかった。

　そんなこいつと、何を話せばいいのだろうか。

「おい、流華……」

　それでも、流華にとっては、数少ない顔見知りが俺だろう。とにかく、何か言葉を掛けるべきだろうと、そう思って。

　しかし、そこにいたはずの流華は。

　俺の目の前で、窓ガラスをぶち破って逃げて行った。




「何が、起こりましたか!?」

「逃走です!!」

　上月さんの部下が、慌てた声で報告してくる。

　拘束を振り切って、流華が逃げ出したのだ。

「いや、どうやってだ!?」

　見れば、ポチが床でのたうちまわっている。流華が何かをしたのか、随分と苦しそうにしているが。

「何をされたんだよ!!」

「レモン汁を掛けられたんだってさ!!」

「レモン汁に弱いのかよこいつ!!」

　お前はから揚げを喰くう側じゃないの!?

「今すぐに目を洗って欲しいって!!」

「だからどこだよ目は!!」

　史雄に通訳して貰もらってもちっとも要領を得ないんだよ!!

　つーか流華は何でレモン汁なんか携帯していたんだよ!!

「とある異世界では通貨の代わりにレモンを携帯するそうです」

「どんな異世界だよ!!」

　持ち運びに困るだろ!!

　どうあれ、頼みにしていたポチの拘束は無効化されてしまっていた。他の連中は、上月さんのチームによって再び拘束されているものの、しかし流華だけは拘束を抜け出し、廃墟の外へと逃走したのだ。

　ここで首しゆ謀ぼう者しやを取り逃がしてしまっては、かなりまずいことになる。

「待て!!」

　逃がす訳にはいかない。

　流華には、聞きたいことが山ほどあるのだから。

　しかし、俺にとっては、まだやるべきことが……!!

　迷い、一歩を踏み出せないでいる俺に、上月さんの切羽詰まった声が掛けられる。余裕を失い、緊迫している声。

「追って下さい、タカヒロさん!!」

「で、でも」

「この場はワタシ達が何とかします！　ですから、早く!!」

「……はい!!」

　ああもう、この場から出たくなんてないのに！

　だって、異世界行きの魔法陣が、すぐそこに待っているというのに!!

　しかし、逃げ出した流華を放ってはおけないというのも、また事実だった。その役目が、俺にしか出来ないだろうということも分かっている。

　だから。

「待てよ、流華!!」

　俺も慌てて廃墟を飛び出し、流華の後を追う。

　いつか別れた、その背中を。

　届かなかった、その手を。

　今度こそ、俺の手で確かに捕まえるために。




　流華の逃走経路は、実に面倒なものだった。

　廃墟の窓を潜り抜け、草むらを通過して、暗く狭い路地を奥へ奥へと進んでいく。正直、姿を追いかけるだけで精一杯だった。俺の他に追って来ていたらしい、上月さんのところのメンバーも、次々と脱落していく。

　この経路を、どうやら流華は最初から想定していたのだろう。

　何故ならそれは、俺が子供の頃に、流華と一緒に決めていた、逃げ道だったから。

　廃墟に敵が攻めてくる……なんていう、子供のちょっとした戯ざれ言ごと。それでも、当時の俺達は本気で敵が来ると考えていて、こうして逃げる為のルートを確保していた。僅かな物音に怯おびえて、必死で逃げたりしていた。

　それが今、実際に使われている。

　こんな訳の分からない道、追いかけることが出来るのは、確かに俺くらいのものだろう。ましてや、子供の頃に考えたものなのだ。大人になってしまった今の俺には、ちょっと狭すぎる逃げ道。

　それでも、流華に追いつきたいという一心で、必死に歩を進めて。

　やがて、道が開けた。

　そこは、また別の廃墟のような場所だった。何を作っていたのか知らないが、潰れた工場へと抜ける一本道。その、工場への道を、流華は逃げて行ったらしい。

　つまりこの先は、行き止まり。

　高い壁に囲まれた、袋小路だ。

　このまま行けば、流華を追いつめることが出来る。逃走劇も、ここで終わりだ。

　そう考えて、一歩を踏み出そうとして。

「待って下さい」

「は？」

　背後からの声。

　振り向いてみれば、そこには。

　秘密のルートを必死で抜けて来たらしく、すっかりボロボロになった後輩、隼瀬の姿があった。




「何、しているんだ？」

「先輩を、追いかけて来たに、決まっている、でしょう」

　息も絶え絶えと言った隼瀬の様子。

　髪の毛に葉っぱを引っ掛けていたり、膝ひざをすりむいていたりと、随分慌ててここに来ただろうことが分かる。

　しかし、次第に息を整えると、普段通りのクールな雰囲気に戻った。

　そのまま、いつものように冷たい視線を俺に向ける。

「はあ、何で、こんなおかしな所を、逃げるんですか」

「そりゃ、逃げたいからだろ」

「そんなことは訊いていませんバカなんですか」

「調子が戻ったな、うん」

　これがいつもの通りの、可愛かわいくない後輩の姿だ。

　そんな可愛くない後輩は、何かを言いたげな様子で俺の事を見つめてくるも、そんな場合ではないと思い直したらしい。鋭い目で、工場の方を睨みつける。

「敵は、向こうですね」

「敵……そうだな、あっちに逃げた筈だ」

「先輩の、幼馴染なんですよね」

「ああ、子供の頃に異世界に行っちまった親友だよ。会えるとも思っていなかったんだけどな。それが、どうして、こんなことになっているんだか」

「……だけど、今は敵です」

「ああ、分かっているさ」

　隼瀬に言われずとも、分かっていることだ。

　流華が、どうしてこんなことをしたのか。何を思って、俺の前に現れたのか。

　本人に聞けば、それで全てが分かる。

　この先で待っている、アイツに聞けば。

　さて、俺としては、一刻も早く流華に会いたいのだが。しかし、上月さんの指示を待つべきだろうか。そうやって悩んでいる俺の足を、隼瀬が踏んづけて来る。

「痛いてえ!?　何をする!?」

「もたもたしている場合ではないです。ここで応援を待っていては、取り逃がしてしまうかも知れません。急いで行きましょう、先輩」

「……ああ」

　隼瀬の言葉に背中を押されるようにして、工場へと足を踏み出す。

　ここが、きっと終着点。

　俺が、流華と別れたその時から始まっていた因いん縁ねんの果てであると、そんな風に予感しながら。




　朝の光が僅かに差し込んでいる、潰れた工場の内部。

　そこで、流華は俺達の事を待っていた。

　工場に入って来た俺達の事を見ても、逃げるような様子は見られない。もう観念したのか……そんな期待は、すぐに裏切られることになる。

　流華の表情が、何か、覚悟を決めたものになっていたから。

　流華もまた、俺と同じく、ここで決着をつけようとしているのだ。

「待っていたのか」

「待っていたよ、ずっとね」

　俺の言葉に、流華は軽く返してくる。

　それはまるで、幼い頃の流華の様子、そのままのように思えて。別れたあの時の続きをそのまま体験しているようで。つい、心が緩んでしまいそうになるも。

「…………」

　背後から浴びせられる隼瀬プレッシャーに、すぐさま正気に戻った。

　変なことをしたら刺されそうなくらいに、鋭い圧力が掛かっている。

　良かった、この恐ろしげな後輩がいることで、俺は冷静になれている。だから、流華に問とい質ただす。

「待っていたって、どういうことだよ。お前は、逃げるつもりじゃなかったのか」

「逃げるよ。だけど、その前に、君と話をしたいんだ」

「……俺と？」

「この場所なら、邪魔は入らないと思ってさ」

　ちらりと隼瀬の方を見る流華だったが、特に動きを見せないことを確認すると……というか、隼瀬の敵意が主に俺の方に向いていることを理解したのか、再び俺の方に向き直った。

「改めて言うけど、久しぶりだ」

「……ああ。色んな意味で、久しぶりだよ」

　既に、一○年以上が経過している。

　その間に、色々なことがあった。

　それはきっと、流華の方だって同じことだろう。何しろ、異世界なんて所に行ってしまったのだから。こちらの世界とは、何もかもが違う世界。俺とは比べ物にならないくらいに、様々なことを経験し、良いことも悪いことも、抱え込んで来たのだろう。

　こんな立場でなかったら。

　敵と味方でなかったら。

　思い出話を交わして、昔のように、笑い合うことが出来たのかも知れない。

　だけど、それは叶わないまま、ここにいる。

「うん、再会を喜びたいのは山々だけど、私もここで捕まる訳にはいかない。だから、お暇いとまさせてもらおうか」

「逃げられると、思っているのか？」

　ここは、逃げ場のない工場内。

　異世界に逃げようにも、逃走の為の魔法陣は用意されていない。仲間も既にいない。あちらは、上月さん達がしっかり確保しているだろう。

　だから、流華はもう逃げ場を封じられている、それなのに。

　その顔に浮かぶ笑みが、消えることはない。

　そのことが、俺を不安にする。

「どうして、そんなに余裕なんだよ、お前は」

「ああ、それはね」

　言って、不敵に微笑む流華。

　嫌な予感が際限なく膨らんで行く。

「お前……!!」

「おっと、動かない方が良いよ」

　流華の言葉と共に、俺の足が重みを増した。

　ホテルでも使っていた、何らかの異世界技術を、再び使ったのか。どうやら隼瀬も同じものを食らっているようで、悔しそうに呻いている。

「すぐに終わるから、少しだけ待っていて欲しいな」

「待てるかよ!!」

　ここまで追い詰めておいて、逃げられるなんてことはあってはならない。幼馴染とはいえ容赦する気もない。むしろ幼馴染だからこそ出来る、とびきり遠慮のないやつをお見舞いしてやろうじゃないか。

　必死でマジカルスタンガンを向けようとしても。それでも、流華の表情は変わることがない。

　自分の行動に、一片も疑いを持ってはいないのだ。

　俺が、異世界に行くという目的を、決してぶれさせないように。

　流華もまた、何か確固たる目的の為に、きっと動いている。

「これは、君にとっても、プラスになることなんだから」

「はぁ!?」

　こいつは、何を言っているのか。

　ここまで俺をコケにしておいて、何がプラスなのか。

　動きの鈍にぶった身体を引きずるようにして、怒りのまま、流華に接近していく。しかし、もう時間稼ぎは終わっていたらしい。

「何を」

「……こういうことだよ」

　流華が、指を一つ鳴らした、その瞬間。












　彼女の足下に、巨大な魔法陣が出現した。




　それは、これまでのものとは比較にならない程、巨大な魔法陣だった。

「……何だと？」

　異世界に行くための、魔法陣。

　流華の合図一つでいきなり床に現れたそれは、こうも簡単に展開出来るものではなかった筈だ。

　何しろ、人を一人、別の世界に送り届けるという、大掛かりな仕掛けである。世界を越えるという大事を成し遂げる為の、反則行為である。だからこそ、その準備には多大な労力と時間が掛かる。その手間があったから、一旦は連れ去られてしまった上月さんを、どうにか取り戻せたのだ。

　その、筈だったのに。

「どうして、そんなに簡単に、お前は出来るんだ」

「簡単な事さ」

　流華は、何故だか優しげに微笑んで、言う。

「使い続けていれば、その原理が解明されていく。何だってそうだろう？　使い続ける内に、少しずつ進歩していくものさ」

「進歩、したってのか」

「これも元々は、真剣に世界を救う為のものだった。その為なら、どんなに労力を費やしても惜しくはなかっただろう。異世界から、世界を救うものを召喚するという結果の為には、どんな犠牲だって払えた。でも、そうして続けている内に、段々とハードルが下がって行ったんだよ。それこそ、下らない目的の為に、適当な召喚をすることを許される程度には」

「……じゃあ、最近の異世界召喚は」

「単に、理由が軽くなったからじゃない。根本的に、異世界召喚というシステムそのものの難易度が、下がったということだよ」

　どうでも良いことで、適当に召喚される若者達。

　あっさりと異世界から呼び戻されるという事実。

　その根源が、異世界召喚という技術の、ハードルの低さにあったとしたら。

　この先、どうなるのか。

　本来、異世界召喚とは難事だった。それこそ世界の危機に瀕ひんした時にしか使用出来ないような、禁忌の技術だった。

　それが、アルバイトを雇うかのような感覚で可能となれば。

　流華が、単体であっさりと魔法陣を現出させたように。

　誰もが、簡単に、異世界との扉を繋げられるのなら。

　変わってはいけないものが、変わってしまうのではないか。

「そんな魔法陣で、お前は、お前達は、何をしようとしている!!」

「革命だよ」

　俺の必死の言葉に。

　返って来たのは、単純な言葉だ。

　革命。

　その言葉の意味は、現状の関係性を、変化させるということに他ならない。

　流華の口調には、陶とう酔すいが混じり始めていた。

「もうすぐ、異世界なんていう概念は、消えてなくなる」

「……どういうことだ」

「何もかもが、自由に移動出来る、そんな世界になる。一人一人を選んで連れて来なくても、もっと大掛かりに、大胆に、世界と世界の間を行き来する、そんな自由なものに変わるのさ」

　熱に浮かされたように、流華は告げる。




「手軽な魔法陣の開発、異世界召喚の簡易化は、その発端に過ぎない」

「本題は、その向こうにある」

「それは、異世界の廃絶」

「異世界という枠組みの、撤廃」

「何もかもを繋げて、世界と世界を隔へだたりのない、一つにする」

「世界と世界の壁を取り払い、一つの世界として生まれ変わらせる」

「異なる世界などなく。ただ、同じ世界にする」




「それが、私の目的だよ」




　いきなり明かされた、衝撃の事実。

　スケールの大きさに呆然としながらも、俺の口は、勝手に疑問を紡ぐ。

「……何で、そんなことを」

　流華が語った話の壮大さ、あるいは荒こう唐とう無む稽けいさに、くらくらしてしまう。それ程に、突とつ飛ぴな話だった。

　誰もが異世界に行くことが出来る世界。

　もはや、異なる世界ではなく、只ただの一続きの世界となって、何ど処こまでも行くことが出来る。

　それは、他ひ人と事ごととして聞けば、夢のような話ではあるものの。

　しかし、世界を壊すような行為に他ならない。

　こと世界が関わって来るとなれば、誰も彼も、無関係ではいられない。突然、自分の知らない他の世界と、どんな壁も関係なしに繋がってしまう。誰もが否いや応おうなしに、巻き込まれるしかない話だ。

　ただの俺の幼馴染が、どうして、そんなスケールの大きな、そして破壊的な計画に身を置いているのか。

　分からない。

　分からない。

　こんな、どうかしている話を、どうして俺にしているのかが、分からない。

「何だって、お前はそんな事をしようって言うんだ？」

「だって……」

　流華は。

　あっさりと。

　当たり前のことを、ただ告げるように。




「異世界に行きたいって、そういう顔をしていたからさ、君が」




「……え？」

　思考が、止まった。

　完全に、止まるしかなかった。

　だって、あまりにも話が飛躍したから。世界規模に拡がっていた問題に、いきなり自分という存在をぶち込まれる意味が分からないのだから。

　だから、呆ほうけたように訊き返すことしか出来ない。

「……俺？」

　本当に分からないから。何だよ、それって。

「俺の、顔が、何だって？」

「そういう顔をしていたじゃないか」

「誰が」

「君が」

「いつ!?」

「私が、異世界に今まさに連れて行かれようとしていた、その時に」

「……あー」

　それを言われると。

　そうだな、ちょっと否定出来ないところが、あるよな？




　思い出す、自分の過去。

　目の前で流華が、異世界行きの魔法陣に吸い込まれて行った時。自分の元を去って行く幼馴染を前にして、何も出来ずに立たち竦すくんでいた時。

　良く覚えている。

　何せ、身を焼くような焦燥感を抱いていたのだから。

　あの時に、俺が何を思っていたのかと言えば。




（俺だって異世界に行きたい！）

（流華じゃなくて俺が連れ去られたかったのに！）

（つーか何で流華なんだよ。俺だろそこは！）

（俺こそが一番相応ふさわしいだろ！）

（俺を連れて行くべきだし。いますぐに流華と交代するべきだし。いや、しよう！）




　まあ、要するに、そんなようなことを考えていましたね、俺。

　割と緊急事態だっていうのに、非常に自分勝手な思考回路である。

　だから、流華の指摘は、完全に正解だ。確かに俺は、幼馴染が連れ去られようとしているその時に、自分の事だけを考えていました。

　正解しているが、いきなりそんなことを言われても俺はどうすれば良いんだ。もう嫌な汗が止まらないんだけど、笑えば良いのか？

「…………うーむ」

「その顔は、心当たりがあるっていう顔だ」

「ううううるせえよ」

　何だよ悪いのか。

　いや悪いとしか言えないよな。冷静になって考えるに、幼馴染が消えようとしている時に考えるこっちゃない。

「めっちゃ異世界に行きたがっていたよね」

「いや、それはな？」

「私が今まさに攫さらわれようとしている、その時に。私が、強制的にどこかに連れ去られようとしている、そんな非常時に。君はさ、私の事よりも、自分が異世界に行きたいってことを考えていた訳だ」

「だから、その、ね？」

「いや、別に責めている訳じゃないから。そういう奴だって知っていたし。まあ、あんなに分かりやすい顔をしていることなんてないからね、そんなの誰だって分かったけどね。私が結構なピンチだっていうのに、目の前でそんな分かりやすい不満を浮かべている奴がいたら、そりゃ気になるよね」

「ぐぅ……」

　言われたい放題である。

　甘んじてサンドバッグになるしかないのだが。だって、流華の言葉には、正当性しかないんだもの。

「……いや」

　冷静になろう、俺。

　流華の主張していることは、まあ単純だ。




　俺が異世界に行きたいと願っている。

　そのことを流華は知っている。

　だから、誰でも異世界に行けるように、世界の仕組みを変えるという。




　ということは、だ。

　もう冷や汗が止まらないのに、俺が訊かなければいけないこと。

「俺が、異世界に行けるように。その為に、俺の為だけに、お前は、こんなことをしているって言うのか？」

「そうだよ」

「そうなの!?」

　言い切られた!!

　ちょっとくらい言いい澱よどんでもよかろうなのに!!

　せめて隠された真の目的があるとか、秘密の計画のためのカモフラージュだとか、そういうことにはならないだろうか!!

「もうちょっと他にないのか!!」

「いや、鷹広を異世界に行かせる為に、全部やったよ」

「この正直者!!」

　もう弁解の余地が一切残されていない!!

　いや、だって、これは大変な話じゃないか。

　最近世間を賑にぎわせている、無差別異世界召喚事件。若者の現世界離れ。異世界召喚の簡略化。その先にある、とんでもない革命。世界全てを巻き込んだ騒動の、その根底にあるのが、俺という個人を思ってのものだとしたら。

　それ、俺の責任になるよな？

　俺メインの動機だもんな？

　いくら無関係だって主張しても通らないくらい、がっつりと俺が関わってしまっているもんな？

「いや、それにしたって、どうしてそこまでのことを」

「鷹広はさ、どうにも、異世界に嫌われているようだったから」

「嫌われているって……」

　何だそのショックな事実。

　いや、冷静になって考えれば、そうだ。

　俺は、幾度となく異世界に行こうとして、その度に失敗して来た。

　努力を積み重ねて、いつでも異世界に呼ばれても良いように準備を続けて来た。やがては、対異世界の組織に所属してまで、異世界に関わりたかったというのに。

　それなのに、俺は異世界には行けなかった。

　行けないままで、悶もん々もんとした日々を過ごす他なかったのだ。

　それは、流華の言うように、俺が異世界に嫌われていたと、そういうことなのか。じゃあ最初っから詰んでたんじゃねえか。どんなに頑張っても、どうしようもないってことじゃないか。

「そんな、異世界に徹底的に縁のない鷹広でも、無事に異世界に行けるように、今回の計画はあったってこと。いくら鷹広でも、異世界との境界が全部無くなれば、好きなように異世界に行くことが出来るんじゃないかって」

「そこまでしないと駄目なの？」

　俺、どれだけ異世界に嫌われているんだよ。

　とにかく、俺はどうしようもない運命にあって。

　流華なりに、俺が嫌われているということを、どうにかしようとして。

「その結果がこれだよ」

「これかぁ……」

　こんな大規模な。

　世界全てを巻き込むような真似をして、ようやく俺の願いは叶うと。ここまでの大それたことをしなければ駄目だったと。

「お前は、何で、ここまで……」

「愛だよ」

「愛と来た!!」

　何故ここで愛!?

　つーか重いよ愛。こんなに世界全部を巻き込むほどのものが、俺に向けられているって、そりゃもう怖いという感情しかないな!!

「私としても、自分の知らない世界に連れて来られた訳だから、何かしら目的が必要でさ。丁度、物欲しそうな顔をしていた親友がいたから、その為に嫌がらせ……じゃなくて手助けをしようと思っただけ。気にしないで欲しい」

「気にするだろ!?」

　だから重い話を気軽にしないでくれるか!!

　いや、もしかしたら俺を慰なぐさめる為にこういうことを言っているのかも知れない……という期待は、流華の顔を見ることであっさりと消えた。

　笑ってるし。

　そうだった、冗談交じりで、割と大変なことを仕出かす奴だ。

　そのくらい。

　幼馴染の事だから、良く分かっている。

　きっと、流華が俺の事を、分かっているくらいには。

「まあ、とにかく、お膳ぜん立だては済んだ訳だ」

「済んでしまったのか……」

「だから、行こうじゃないか、異世界に」

　言って流華は、背後の魔法陣を指差した。

　そして自分も、その魔法陣の中に消えていく。もう話すことなどなく、自分の役目は、もうこれで終わったというように。

　止めようにも、到底間に合わない。

「止まらないと撃つぞ!!」

　止まらないので撃った。

　しかし流華は、あっさりと俺の攻撃を、マジカルスタンガンから放たれた電撃を回避する。ああもうこいつ、昔よりも立派になりやがって!!

　それでも必死に叫ぶ。

「待て!!」

「待たない。これは、この魔法陣は、君だけを招き入れる為のもの。後は、鷹広、君がどうするべきかを決めればいいんだ」

「俺が……」

「この魔法陣を越えれば、そこは異世界だ。君がずっと恋焦がれていただろう、夢の異世界だよ」

「異世界が、ここに……」

「それに。無数の異世界には、無数の問題がある。いつだって、異世界は助けを必要としている。未だ世界は別たれている。そして、鷹広が異世界でやるべきことだって、たくさんあるんだ。異世界は、鷹広の事を待っているよ」

　異世界に嫌われ続けて。

　どうしても、行くことが出来なくて。

　だけど、今は、すぐそこにある。

　目指していた場所が、手の届くところに、待っている。

「方法は用意した。理由もある。だから」

　流華は、振り返って一礼し、微笑む。

　それは、久しぶりに見たような。

　何の邪気も含んでいない、俺の大切な幼馴染が浮かべる笑みで。




「どうか、一歩を踏み出して、私の世界を救って下さい」




　最後に、それだけ言い残して。

　流華は、あっさりと姿を消してしまった。

　本当に彼女がそこにいたのか、全く実感が無い。幼い頃からの夢の続きを見ているかのようで、全てが曖あい昧まいだった。

　しかし、確かなものもある。

　俺の目の前には、巨大な魔法陣がある。

　流華の言葉によれば、それは異世界に繋がっているという。しかもそれは、わざわざ俺の為に用意されたものであるという。

　俺が、異世界に行くための、魔法陣。

　俺を、異世界に招き入れる為の、入り口。

　ずっと待ち望んでいたものが、ここにあった。




　俺は絶対に異世界に行く！

　その誓いを、果たす時が来た。
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　流る華かの手によって用意された、俺の為の魔法陣。

　俺を、異世界に招き入れるもの。

　後は、一歩を踏み出すのみ。

　それで。

　それだけで、俺の願いは、ようやく実現する。

「…………ああ」

　いざ、こうして、直面すると。

　自分の身体が、足が、震えているのが良く分かった。

　こうなる時を、ずっと夢見ていた。いつかは、俺の所に、異世界からの使者がやって来て、俺を誘いざなってくれると、そう子供みたいに信じていた。目の前で流華が消えた時から、その想いは変わらない決意になった。

　やがて、大人になって。

　世の中が、思い通りにいかないことを知って。

　夢は遠く、叶えるには難しく、挫ざ折せつする方が当たり前なのだと嫌でも分かっていて。

　それでも、初心を忘れることだけは、決して無かった。




　異世界に、行きたい。




　そのことばかりを、大事に抱えて生きて来た。

　その過程において、色々なものを新しく手に入れることになった。それは友人であったり、仲間であったり、仕事であったり、思い出であったり。それらが一つ一つ集まって、今の俺という存在を形成している。それを、自分そのものとも言えるようなものを、簡単に手放すことは出来ない。

　それでも、ここまでずっと願い続けてきたという想いが、俺の背中を押す。

　半ば無意識のままで、俺は歩を進める。

　一歩ずつ。

　夢に向かって、熱に浮かされるように、歩いて行く。

　あと少し。

　自分の想い願っていた地点まで、あと少し。

　それで全ては終わる。今の自分に至るまでの総決算、人生をなげうってまで辿り着きたかった場所が、すぐ傍そばにあるのに。

　だというのに。

　俺の手を。

　背後から、摑む誰かがいた。




「離してくれ」

「離しません」

「俺は、行くんだ」

「行かせません」

　その言葉は、切実。

　振り返れば。

　そこに、目いっぱいに涙を浮かべた、隼はや瀬せの顔があった。

　どうして泣いているのか。

　そんなキャラクターでは無かった筈なのに。どうしてか、泣き顔が自然なものだと思えてしまう。

　隼瀬は、流れる涙を拭ぬぐおうともせずに。

　ただ、俺の腕を、摑んでいた。

　悲壮な表情。

　ただひたすらに、悲しみを背負った顔で。

　いつの間にか日が昇り、朝日が差しこんでいる工場の中。

　その顔は、儚はかなくも美しく見える。

「行かないで下さい」

「どうして、そんなことを言うんだ」

「だって。もう、私の前から誰かが消えるのは、沢山なんです」

「隼瀬」

「先輩が、異世界に行ってしまうのは、嫌です」

「…………」

　異世界に行こうとしている俺を見て、自分の過去を思い出したのだろうか。

　隼瀬の過去、自分の家族が、異世界に行ってしまって、離ればなれになってしまったということを、話には聞いている。それを隼瀬が苦々しく思い、こうして俺達の組織に所属する切っ掛けとなったということを。

　だから、隼瀬が俺に抱く感情は、怒りだと思っていた。

　こうして自分勝手に異世界に行ってしまう俺の事を、叱しかりつけて来るものだと思っていた。












　しかし実際には、こうだ。

　年頃の少女としか思えないような、そんなか弱い姿で、俺の事を引き留めている。

　だけど。

　そんな抵抗では、俺の歩みを止めることは叶わない。

　手を振り払って、前に進む。

　俺は、行かないといけないのだ。

　流華が呼んでいたということは、もう関係がない。俺が対異世界チームのリーダーとして色々とやっていたことも、遠い記憶の彼方かなたにある。今の俺は、ただ、進むことだけを考えて、歩を進めている。

　だけど、それ以上進むことは出来なかった。

　人一人分の体重が、俺の背中に掛かったのだ。

　ぎゅっと。

　俺の身体が、抱き留められている。

　隼瀬が。

　その腕をいっぱいに広げ、俺のことを、必死で引き留めようとしている。それが、振り返らずとも、分かってしまった。

「……頼むから、離してくれ」

「嫌です」

「お前には、関係が無いことだろ」

「関係ないなんて、そんなこと、言わないで下さい。先輩は、ちょっと変わった所もあるけれど、それでも、大事な先輩です」

「隼瀬……」

「ですから、どこにも行かないで下さい。異世界になんて、行かないで下さい。だって、まだまだ、私達のチームにはやることがあるじゃないですか。それを放っておくなんて、駄目じゃないですか。私を置いて行くなんて、絶対に駄目です」

「でも、俺が、ずっと願っていたことなんだ」

「そんなの……」

「だから、行かせてくれ」

　こんなに思ってくれる後輩を、俺は振り切ろうとしている。涙を流してまで、俺のことを止めようとしている後輩を、無下に振り払おうとしているのだ。

　悪いとは思っている。

　隼瀬の言う通り、チームに対する責任もある。

　ただ、そのくらいのことでは、絶対に俺は止まれないのだ。

　十数年分の願い。

　ずっと求め続けていた結末に至らんとする、その覚悟。

　それは、誰かに止められるような重みではない。

　だから、身体を揺すって隼瀬をどかそうとするけれど、それでも、隼瀬は俺の身体にしがみ付いて、離れようとしない。泣いているのだろうか、俺の背中に顔を擦こすりつけながらも、その手は次第に力を増して行く。

　俺の存在を、ここに留めおこうとするように。

　全身で、俺のことを真剣に引き留めている。

「離せよ」

「絶対に、離しません!!」

「離せ！」

「離しません!!!!」

「離せって!!」

「嫌です!!!!」

　その言葉は、あまりにも真剣で。あまりにも哀切に満ちた叫びに、つい心が揺らいでしまいそうになるのを、必死で抑え込む。

　まるで泣きじゃくる子供のように、背中にしがみついている少女の姿。普段の隼瀬の様子とは、全くかけ離れている。

　だからこそ。

「…………………………………………んん？」

　今、ここで。

　ちょっとした、疑問が湧いた。




　どうして、隼瀬は、ここまで俺の事を引き留めるのだろうか。

　正直、普段の俺と、隼瀬の関係からして、ここまで必死に止められることがあるだろうか。必死に泣いて引き留めるような、まるでラブコメもかくやというような深い関係性を、築けていただろうか。

（……無いな）

　うん、それは無い。

　悲しいことだが、それは無いぞ。そんなラブコメ、あってたまるか！

　一応の先輩と後輩として、仕事の仲間として、まあ信頼関係のようなものは一応、恐らく、多分、あるかも知れない。流石さすがに付き合いもそこそこ長いので、あって欲しいところである。え、あるよね？

　だが、それでも、ここまでの抵抗をするものではないだろう。

　むしろ普段の隼瀬だったら、俺の事を蹴け倒たおして「バカなことしていないでさっさと報告して下さい。あとその頭を直してください撃滅しますよ」くらいの厳しいことを言って来るのではないだろうか。想像の中とはいえ、めっちゃ酷ひどいことを考えているような気がしないでもないが。

　とにかく、普段の隼瀬との間に、ずれがある。

　こうして考えている間も、隼瀬の手は緩むことがない。

　最終的には、隼瀬を多少強引にでも引き離すしかない。俺の目的からして、そこは譲れない。だが、もう少し、考えるべき何かがあるのではないかと、そんな風な予感があるのだ。

　隼瀬は、確かに異世界に対して、キツい発言をしていた。

　異世界を憎んでいると、そう取られるような言動を繰り返していた。

　だが、本当に、それだけだったのだろうか。

（いや、もしかすると）

　こいつは、俺を引き留めているのでは、なく。

　もっと、別の目的があって、俺のことを妨害しているのではないだろうか。

　異世界を嫌っていると言っていた隼瀬。自分の大切な人が異世界に奪われたと、そんな風に語っていた。

　それは、俺と同じような過去。

　ならば、その時、俺と同じように考えたという可能性もあるのではないか。

　異世界に行ってしまった、近しい人。

　そこから、悲しみではなく。

　無念でもなく。

　俺と同じ思いを、隼瀬もまた、抱いていたのだとしたら。

　自分もそうありたかったと、そう逆に考えてしまうような、自分勝手な感情を持ってしまったとするならば。

　そう。

　異世界を憎むのではなく。

　むしろ逆に、異世界に対して……。

「……なあ、隼瀬」

「何ですか」

「一応、訊いておきたいんだが」

「何をですか」

「お前さ、まさかと思うけど」

　その先を訊くのが、少し怖い。

　だけど、訊いておかなければ、始まらない。

　だからこそ、俺の胸の中に灯ともった疑念を、隼瀬に向けて問いかける。




「お前も、異世界に行こうとしているんじゃ、ないだろうな？」




　俺が、そう言った瞬間。

　隼瀬の手による拘束が、一気に緩んだ。

　だがそれは、俺を引き留めることを、諦めたからではない。

「……ッ!!」

　自分が、自分こそが目の前にある魔法陣に向けて、飛び出して行ったからだった。まるで疾しつ風ぷうのような素早さで、俺を放置して進む隼瀬。

　その姿はまるで獣のよう。

　一直線に魔法陣を目掛けて駆けていく。

　だがそんな真似を許す訳にはいかない!!

「させるかッ!!!!」

「ぐえ」

　俺を尻目に駆け出して行こうとした隼瀬の服を、すんでのところで捕まえた。それで首が絞まってしまったらしく、カエルが潰れたような声を上げる。

「は、離して下さい」

「いや、お前、今、何をしようとした？」

「何もしていません」

「違うだろ？　明らかに、魔法陣に向かって全力で走っていたじゃないか、なあ？」

「気のせいです離して下さい」

「…………」

「離して」

「…………」

　試しに、一瞬だけ力を抜いてみる。

　隼瀬はその瞬間、再び前方に向けて駆け出そうとした。

「やっぱりそうじゃねぇか!!」

「ぐえぇ」

　慌ててその首根っこをとっ捕まえると、隼瀬は変な声を出して、怒りに満ちた視線を俺の方へと向けて来る。そこに、もう涙なんて浮かんでいない。悲しさなんて微み塵じんもない。むしろ、普段から隼瀬が浮かべているものに近い表情。

　つまりは、怒りである。

「離して下さい」

「いや絶対に離さねぇぞ？」

「セクハラです」

「お前だって似たようなことしていたじゃねぇかよ[image: ]」

　男は駄目で女はセーフとか、そんなことが許されるか!!

　つーかここで力を抜いてしまったら、隼瀬はとんでもないことをするに決まっているのだ。俺よりも先に魔法陣に飛び込もうとするんだよな？　もう絶対に離す訳にはいかないぞ。

　そのまま、しばしの停滞が続いて。

　隼瀬は、観念したように呟く。

「……ええ、そりゃ、私だって異世界に行きたいですよ。こんな絶好のチャンスがあるんでしたら、やりますよ」

「何でだ」

「そんなの、決まっています」

　言って、隼瀬は懐から、何かの紙を取り出した。

　それはびっしりと細かく、文字の書き込まれたもので。

「それは……」

「兄が、異世界から、手紙を送って来るんです」

「お、おう」

　手紙とか送れるのかよ。

　どこの郵便局の人間が運んで来るんだ、それ。

　まあ、流華が言っていた通り、異世界召喚のハードルが下がって来ているというのなら、手紙を送ることくらいはまあ、可能なんだろう。手紙程度とはいえ、物体を異世界に送れるというだけで、随分なブレイクスルーが起こりそうではあるが、大丈夫なのだろうか。

　いや、そういう話は置いておいて。

「その手紙が、どうかしたのか？」

「楽しそうなんです」

「は？」

「ですから、楽しそうなんですよ!!」

　隼瀬は、我慢ならないというように叫ぶ。

「あの兄が！　何だか周りに美女を侍はべらせて！　何だか風ふう光こう明めい媚びなどっかの浜辺で！　何だか美お味いしそうな飲み物なんか片手に！　何だか愉快そうに笑っている!!　そんな写真が、写真なのか魔法なのか知りませんけど、とにかく送られて来るんですよ手紙と一緒に!!　楽しそうな兄が!!」

「お、おう」

「ええ異世界で大変エンジョイしていらっしゃるようですねうちの愚兄は！　こっちは急にいなくなったことを心配していたのに！　手紙が来たことに最初は喜んで、だけどそれを見せられるばかりのこっちはどうしたら良いんですか!!　どっかに旅行でも行けって言うんですか!?　いいえ違いますよね、そんなことしても虚しいだけですよね。一度上のランクを知ってしまったのに、手近な所で妥協するとか絶対に無理ですよね、無理ですもんね!!」

「お、落ち着けって」

「文句を言おうにも、こっちから手紙を出す方法も分からない。だったら、もうやることは決まりです」

「な、何を？」

「私も異世界に行くしか、ないじゃないですか!!」

　隼瀬は。

　爛らん々らんと目を輝かせて、言う。

「そうすることでしか、私は満たされませんよ。異世界に行って、兄のことを一発ぶん殴って、兄に負けないくらいに私も異世界をエンジョイすることでしか、この不満は解消されないんです。もう死ぬほど楽しみまくってやらないと、このモヤモヤは決して晴れないって、そんな気がしたんです。だから、その為に、この組織に入ったんですよ。いつか、異世界に行くチャンスが来るかと思って!!」

「そ、そうだったのか……」

　困った。

　俺と動機が丸被りしている。

　つーか隼瀬の方が、より欲望に塗まみれているような気もする。

　これまで、俺の事をしばしば止めていたのも、自分が行くチャンスを潰されたくはなったが故ゆえだったのだろう。というか、隼瀬の方としても、俺が邪魔をしているような形になっていたのだろうか。

　要するに、

　互いに余計な勘かん繰ぐりをして、牽けん制せいして、邪魔をし合っていたのか。

　何と言うか。

「二人して無駄なことをしていたのか……？」

「無駄ぁ!?　先輩が邪魔をしなければそれで済んでいたことじゃないですか!!」

「そうしたらお前が異世界に行っちまうだろうが」

「ええ、それが何か問題でも？」

「俺より先に、俺の目の前で異世界に行くとか、許される訳ないだろ!?」

「こっちの台詞せりふです!!」

　しかし、俺にだって意地がある。

　実に醜い争いだが、自分勝手さでは負けていられない!!

「俺の方が先に組織に入ったんだから、リーダーなんだから、俺の方が先に異世界に行くのが筋だろ!?」

「知ったこっちゃないんですよ！　って言うか先輩、当の幼馴染に再会出来たじゃないですか！　それで良しとしましょうよ!!」

「いやお前だって流華の話を聞いていただろ。あいつが、俺の為に、こうして魔法陣を用意してくれたんだよ。俺の使うべきものなんだよ。お前が横から出しゃばって来たら駄目だろうが」

「…………」

「分かったか？　分かったんなら、大人しく」

「ていッ[image: ]」

「だから待てって!!!!」

　油断も隙すきも無いな!!

　二人もつれ合いながら、ぎゃあぎゃあと言い合う。

　いや、こいつがまさか、俺と同じ目的で動いていたなんて、思いもしなかった。俺は一応、周囲を欺あざむいていることをそれなりに悔いていたつもりだったけど、どうやら隼瀬にはそんなのないぞ。こいつ、俺以上の本気で、俺以上になりふり構わずに、異世界に行こうとしていやがる。

　こうなると、隼瀬の立ち位置は俺の中で定まった。

　もう、単なる後輩なんかじゃない。

　明確に、俺の邪魔をする敵だ!!

「何か失礼なことを考えていますよね」

「そんなことはないぞ」

「ええ、もう最初っからおかしいと思っていたんですよ。今考えると同族嫌悪なんでしょうけど、油断ならない人だって。何だか企たくらんでいるような雰囲気だったので、警戒していたんですけど、まさかこういうことだったとは!!」

「お前の態度が悪いのは、そんな理由があったのかよ」

「いえ、これは元々です」

「そっか」

　それじゃあ仕方がない。

　敵として、心置きなく潰せるよな!!

　俺がそう心に決めて、もう隼瀬のことをブッ飛ばしてやろうとした時。

　隼瀬が急に、神妙な顔つきになる。

「あの、先輩」

「何だよ」

「落ち着いて、聞いて下さい」

「そう言って俺の油断を誘おうったって、そうはいかんぞ」

「違います！　お互いに、大事なことです。えっと、魔法陣が、小さくなっているんです」

「だからお前はそんなことを言って……」

　ごまかそうったって、そうはいかないんだ。

　それでも気になって、そっと魔法陣の方を確認してみれば。

「…………小さくなってないか？」

「だから言いましたよね!?」

「だったら、こんなことしている場合じゃないだろ!?」

「ええそうですね、ですからこの手を離して下さい!!」

「お前が離せよ!!」

「え、えええええ!?」

　小さくなっているということは、もう時間が残されていないということだ！

　もうこうなったら、なりふり構っていられない！

　強引に身体を捻ひねり、隼瀬の身体を思い切り投げ飛ばした。単純に大人の男の暴力を活かした、公序良俗に反した最低の一手をここで決める!!

　信じられないような表情を浮かべたままで、隼瀬の身体が投げ飛ばされ、工場の床に思い切り叩き付けられた。

「お、女の子になんてことを!?」

「うるせぇ！　じゃあな!!」

「あ、ちょっと!!」

　もう事態がここに至っては、女の子とか気にしていられるかよ！　俺は異世界に行くんだ!!

　悲鳴を上げて転がった隼瀬のことなど、もう一切気にすることなく。

　躊躇ためらいも、戸惑いも、過去も現在も、全部投げ捨てて。

　感慨もなく、感動もなく。

　追い立てられるようにして、小さくなっている魔法陣に、飛び込んだ。




　魔法陣の中、それは。

　見たことのない、感じたことのない、未体験の空間だった。

「……こんな風に、なっていたのか」

　思えば、ちゃんと魔法陣に入るのは、初めてだった。

　そのチャンスは今までに幾度となくあったものの。惜しいところまで行ったこともあったものの。こうして、きちんと魔法陣の中に入り、実際に内部を確認することになろうとは。

　いつでも、夢に見ていたけれど。

　現実は、こうもあっさり、想像を凌りょう駕がする。

「はは、凄いな」

　ただ、感かん嘆たんの溜息を漏らすばかりだ。

　極ごく彩さい色しきに染まる視界。

　上下左右、前後の感覚も消え果ててしまっている。自分の身体を支えるものは、何一つない。見覚えのある景色など、どこにもない。それでも、自分がどこかに向かっていることだけは、何となく理解している。

　どれほどの時間、そうしていただろうか。

　やがて、光が見えた。

　俺が入って来た魔法陣と同じ形をした、光。恐らくはそこが、この空間からの出口なのだろう。

　俺の求めていた場所だ。

　抵抗する間もなく、俺の身体はそこに吸い込まれて行き。

　そうして。




　俺は、異世界を見た。




「………………………………………………………………」

　何を、言うべきだろうか。

　考えても、答えは出ない。

　いや、もう答えなんてものは、必要ない。

　あれこれ考えていたこと、悩んでいたこと、全ての感情を吹き飛ばすほどの衝撃。

　知らない風景が、そこにある。

　恐らくは、俺の今まで住んでいた世界とは全く別種の法則に支配されている、そんな世界。草木が生えている。岩場がある。鳥のような生物が飛んでいる。しかし、それら全てが、俺の常識とはかけ離れていた。

　妙な色をした草木。

　おかしな形をした岩場。

　あり得ない動きで飛行する生物。

　感覚を超えた色彩。

　全てが、知識にないもので構成されている。どれ一つ取っても、説明が追いつかないほどの、徹底的な未知。自分で積み重ねてきたものが、一切通用しない。

　これこそが、異世界。

　ずっと焦がれていた、未知の可能性の至る場所だ。

「…………………………………………」

　本当に、言葉が出ない。

　自分の常識が、いかに脆ぜい弱じやくな物であるかを思い知らされる。

　当たり前のように吸っていた空気も、ここには無いかもしれない。それどころか、有害なものであるかもしれない。吸っただけで即死してしまう、なんて話も、決して与よ太たではないだろう。

　そう、頭では分かっていても。

　俺は、目の前にある空気を、思い切り吸い込んでいた。

　たちまち頭の中を満たす、知らない匂におい。

　全く嗅かいだことのない、体験したことのない空気の匂いを嗅いで、俺はようやく、はっきりと理解した。

「……来たんだ」

　夢の果て。

　異世界に、俺は来た。

　ずっとずっと、願い続けてきたことが、ようやく叶ったんだ!!

「ああ」

　もう、心は満たされている。

　異世界に行きたい、という目的が叶ったことで、俺の心は今までに感じたことのない多幸感で満みち溢あふれている。

　だけど、まだこれは始まりに過ぎない。

　ここは、出発点だ。

　大事なことは、この先に待っている。未知を重ねたこの世界では、体験すること全てが新鮮に映るだろう。

　そんな世界に向かって、俺は駆け出していこう。

　何も知らない冒険の旅を、ここから始めよう!!

　俺の物語は、今、始まるんだから!!

「……行くぞ!!」












　そう、気合を入れて叫んだ時に。

　がしりと。

　背後から、頭を摑まれた。

　俺を決して逃がすまいとする、あるいは先に行かせまいとする、そんな強固で怒りに満ちた手が。

　俺の頭を、握り潰さんばかりの強さで締め付けてくる。

　それは、間違いなく、俺を追って来ていた少女のものだった。




「あ、あああ、あああ」

　全身が恐怖で震えている。根源的な破滅の予感に、もう怖くて仕方がない。

　今すぐにでも自分の頭が弾けそうだ。それくらいに、俺の頭に掛けられたそいつの力には容赦がない。

「せーんーぱーいー？」

「お、お前、どうして」

「行かせませんよぉ」

　隼瀬が、とんでもない形ぎよう相そうで、俺の背中に寄り掛かっていた。

　様々な感情を含んでいるだろうその表情は、もう何らかの妖怪と言った方が相応ふさわしいくらいに歪んでいる。夜中に見てしまったら漏らすくらいだ。

「は、離せ」

「離しませんよぉ」

「いや、ほら、お前も行きたがっていただろう異世界が、ここにあるんだぞ？　一緒に楽しもうじゃないか、なあ」

「それよりも、私をブン投げた先輩を撃滅する方が、先ですよぉ」

「お前性格変わってないか!?」

　すっごく粘着質な感じになっているけども!!

　しかし、今はこいつに構っている場合ではない。俺の物語が、ここから始まろうとしているのだ。スタートラインの時点で妖怪と戯たわむれている暇はない。放っておいて異世界ライフを楽しまないと。

　なのに、手が全く離れない。

　頭を完全に押さえられている今の状態では、足の踏ん張りがきかない。さっきみたいに隼瀬を強引に振り払うことが出来ない。

「待て、話をしよう」

「先輩を散々撃滅した後で、聞きますよぉ」

「どうした隼瀬！　お前変だぞ!!」

「先輩のせいじゃないですかぁ、観念しましょうよぉ」

「何この子怖い!?」

　こいつ、どうしたら離れるんだよ、全く!!

　今までの任務で、異世界出身の厄介な連中と出会って来たけれど、こいつが一番どうかしていないか!?　一番の厄介者が身内ってどういうことだよ!!

　というか。

　隼瀬のあまりの形相に、かえって冷静になってしまった俺が。

　ちょっと、嫌なことに思い至ったんだけども。

「あのな、隼瀬」

「命乞いですかぁ」

「いや、そうじゃなくって、だな。お前、俺の後を追いかけて、魔法陣の中に入って来たんだよな？」

「そうですけど、それがどうかしましたかぁ」

「つまり魔法陣の中に、二人、入っているっていうことだよな。先に行った筈の流華を加えたら、三人だ。そうなった時に、どうなるかって言ったら」

「え？」

　魔法陣に入ることが出来るのは、二人まで。

　それを破った場合にどうなるのかを、俺と、そして隼瀬が思い出しただろう、その時には既に遅かった。

　魔法陣が、異様な色を放つ。

　そして、抗あらがえない力が身体に掛かる。

「あ」

「あああ」

「「ああああああああ!!!!」」

　二人仲良く、身体が引き戻される。

　恐らくは、入って来た方……俺達の世界の方へと。

　先程は感慨を持って通過した謎の空間が、今度は一気に流れて行く。その勢いは余りにも激しく、止まらない。

　視線の先、異世界への光も、遠く離れてしまう。

「ま、待て。俺の異世界が」

「先輩の異世界じゃないですよね!?　私の異世界です!!」

「俺の異世界！　俺の為の異世界がぁぁぁ!!!!」

　必死で手を伸ばすも、既に出口は遠く。

　その場に踏みとどまることも出来ず。

　俺達は。

　抗えない力に従って、吹き飛ばされるしかなかった。




　そして、目を醒さましてみれば。

　目の前には、さっきまでいた工場の光景が拡がっていた。

　魔法陣は、既にそこにはない。

　何もかも、夢のように消えてしまっていた。

　届く筈だった異世界。もうすぐそこにあった、知らない場所。それも、今はもう、どこにもない。

　俺の手から、すり抜けてしまった。

　あと一歩の所にあったのに。

　もう少しで、夢は叶う筈だったのに。

「あ」

　知らず知らずのうちに、目から涙が溢れていた。

　もう、自分を抑えきれない。

　ただ、口から漏れる情けない声。

「ああああああああ！！！！！」

　何事か、と駆け寄ってくる史ふみ雄おや上こう月づきさんに説明することもなく。

　同じように呆然と倒れ伏す隼瀬に、掛ける言葉もなく。

　ただ、俺の泣き声だけが響いていた。




　こうして。

　異世界に行くという、俺の夢は、寸前で阻はばまれ。

　今回の騒動は、幕を閉じたのだった。
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　そうして、しばらくの時が経った後。




「…………はぁ」

　俺は溜ため息いきを吐つきながら、今回の事件の報告書をまとめていた。

　まあ、どちらかと言えば、始末書の面が強い。勝手に魔法陣を越えて、異世界に行こうとしてしまったことに対する始末書。一応、流る華かによる上こう月づきさんの召喚を防いだという功績は認められていたので、これでも寛大な処分だということらしい。

　ただ、いくら寛大と言われても。

　目の前で、異世界行きを邪魔されたことに対する喪失感は、あまりにも大きくて。すぐに調子を取り戻すことは出来ない。

　いや、一生こうして引きずるかも知れない。それくらいに、惜しいところまで行っていたのだから。

　史ふみ雄おが何度も励ましてくれているが、まるで心に響かない。

「ほら鷹たか広ひろ、元気出して」

「元気なんか出るかよ」

「そんなこと言っていても、仕事は待ってはくれないよ。幸い、今は僕だけでも何とかなるようなことばかりだから、鷹広は休んでいて良いけどさ。ほら、ライラ様の新曲だよ。聴くよね？」

「……聴く」

　史雄から音楽プレイヤーを受け取り、また机に突っ伏す。

「全く、すっかりやられちゃったね」

　史雄は、呆れたように肩を竦すくめると、ポチを連れて部屋を出て行く。俺なんかいなくても仕事をやってくれる、立派な男じゃないか。まあ、ポチに至っては正直、男なのか女なのかが不明のままなんだけど。

　とにかく、真面目な奴は去り。

　そうして、部屋には俺だけが残された。

　溜め息を吐く機械と化した、無様な俺だけが。




　結局、今回も、異世界に行くことは出来なかった。

　まあ、生き別れになっていた幼おさな馴な染じみ、流華に再会することは出来たのだが、そんなことはどうでも良い。

　そんなことを言ったらあいつは怒るだろうけど。

　異世界に行けなかったという事実の前では、本気でどうでも良いことだ。

　と言っても、委員会の上層部にとってはどうでも良いことではないらしく、色々と話を聞かれる羽目にはなったのだが。聞かれるままに受け答えをしたような気もするが、それもどうでも良い。

　流華の言っていた計画。

　既存の価値観を破壊する革命。

　世界の壁を取り払い、異世界召喚という仕組みすら過去のものとする、壮大な話。

　気にならないと言えば、噓になるが。

　しかし、そういった大変な話は、上の方で勝手にやってくれればそれで良い。末端にいる俺達には、おいおい説明してくれれば、それで構わない。流華の話によれば、異世界行きのハードルはどんどん低くなっているという。そうなればまた流華と再会することもあるだろうし、俺が異世界に行きやすくなるということでもあるので、むしろ俺にとってはプラスじゃないか。

　まあ、プラスになっているからと言って。

　それでまた都合よく異世界に行ける……なんていうことは、今の所、気配すらも無い訳だが。何せ、流華の言葉を信じるならば、俺は異世界に行くことの出来ない運命の下にあるという。冗談じゃない。

　まあ、その辺りの問題は、上の連中がなんとか筋道を付けてくれることを祈ろうじゃないか。

　そう、上の方と言えば。

　最近、度々上月さんが俺達の部屋にやって来て、色々と話をしてくれていた。異世界にまつわる様々な夢物語。元より、そういったものは嫌いではないので、こっちも真剣に聞いたりする。

　そう言えば、上月さんが冗談交じりに言っていたか。

「ワタシ、異世界にツテがあるようなものですからね」

「ツテっすか。そりゃ、まあ、あるでしょうね」

　故郷ですもんね。

「ですから、異世界に行く際は、是非相談して下さいね」

「……はぁ」

「きっと、役に立ちますよ、ワタシ」

「まあ、その時はお願いします」

「ええ、ジモティーであるワタシに任せていいんですよ。よーしよーし」

「田舎いなかみたいに言うな!?　ってか頭をなでないで!?」

　そんな風な話を、ついでにしてくれていたのだ。

　何で急に、俺に親切にしてくれるのか分からないが、まあ有あり難がたく親切は受け取ろうと思う。

　まあ、部屋の隅っこで恨みがましい視線を向けて来る史雄が気になって、あんまり集中は出来なかったのだが。ついでに上月さんの親父こと委員長も、変な視線を向けるようになったし、何なんだろうか。

　まあ、今度チャンスがあった時には、遠慮なく上月さんの力を借りることにしよう。

　そんなチャンスがあればの話だがな！

　実際、今回の件以上のチャンスとか、まずない気がするけどな!!

　でも一応な、期待だけは捨てないようにしないとな!!　虚しいけどな!!




　と、誰かが部屋に入って来る。

　足音からして、随分と元気が無いご様子。こっちも億おつ劫くうながら、顔を上げて確認をしてみれば。

「…………隼はや瀬せか」

「…………はい」

　隼瀬は、何故か申し訳なさそうな顔をしていた。

　俺に言いたいことが何かあるのだろうか。異世界を巡って争った仲だ。何と言うか、闇と闇の果てしないバトルって感じの、醜みにくいやり取りを繰りひろげた間柄で。互いに異世界に行きたくて仕方がない、そんな関係。

　だけど。

「…………疲れたな」

「…………そうですね」

　もうそれについて、何かを言おうという気概がすっかり欠けてしまっている。

　それぞれ、異世界に行きたいという願いは共通していて。

　しかしそれを寸前で奪われたとなれば、こうして生きる屍しかばね状態となるのも無理からぬことである。

　確かに今回は、隼瀬のせいで異世界に行けなかったとしか言いようがない。

　しかし、それを言うならば、隼瀬の方だって同じ気持ちだろう。俺に邪魔されたと、そう思っているだろう。だからこそ、これ以上無意味な争いを続けた所でどうにもならない。まして、あんな申し訳なさそうな顔を見てしまっては。

　まあ、何かを言うべきでもないだろう。二人して仲良く異世界に行けるのであれば別に敵対する必要もないが、現状はそうなっていない。だからこそ、今はこうして冷戦状態が続いているのだ。

　ただ、居心地が悪いのは事実で。

　正直、隼瀬と同じ部屋にいるだけでも若干しんどい。

　理由を付けて、この場を去ることにしよう。そっと音をたてないように立ち上がったところ、隼瀬は表情を鋭いものに戻して。

「何ど処こに行くんですか」

「別に……トイレだよ」

「私も一緒に行きます」

「何でだ!?」

　一緒には出来ないだろ!?　構造的に!!

　男女のハードルは何よりも高いぞ!?　下手したら異世界よりも!!

　しかし隼瀬は真面目な顔で、俺の後をとことことついて来る。いや、本気で一緒に行こうとしているのか？　マジかよ。

「だから、何でついて来るんだよ！」

「先輩を一人にはしておけません」

「一人で出来るわ!!」

　子供じゃないんだぞ!?

　この年になってシモの世話をしてもらうとか、自己嫌悪で死にたくなるわ!!　まして年頃の娘に!!

　そんなことを考えていると、隼瀬の蔑さげすんだ表情が。

「何を勘違いしているんですか」

「あん？」

「私は、先輩が勝手にどこかに行かないように、見張っているだけです。別に先輩のトイレ事情を気にしている訳ではありません」

「どこかって……」

　隼瀬が言うそれは、具体的な場所を示しているというよりは。

「まさか、俺がトイレにかこつけて異世界に行くとでも思っているのか？」

「行くかもしれないじゃないですか」

「行けないだろ!?」

　さあ行こうと思ってどうにかなるものじゃない!!

　そんな簡単に行けるような場所だったら、もうちょっと俺だって心の余裕が生まれているだろ!?

　しかし隼瀬は、あくまでも真剣に。

「幼馴染の人とか、上月さんとか、すっかり異世界へのコネを作っているようで絶好調ですよね、先輩は」

「いやコネって言うか、むしろ因縁って言うか……」

「同じです!!　どんなことがあっても、異世界に一人で勝手に行くなんて、絶対に許しません!!」

「俺の勝手だろ!?」

「後輩として、先輩を一人にはさせません」

「都合の良い時だけ後輩ぶるなよ!!」

　後輩ではあるものの、しかし目的を同じくするライバルなんだからな、お前は!!

　全く、それを言うなら、俺の方だって同じことだ。隼瀬が勝手に異世界に行ってしまうことのないように、監視をするしかない。ここまで俺のことを妨害しておいて、それで自分だけ異世界に行こうなんて、そんな真似が許される筈もないじゃないか。

「お前も、どっかに行くときは、ちゃんと先輩である俺に報告しろよな。トイレとか噓つくなよ」

「変態」

「それは言わなくていい!!」

　全く、気が合わないんだか、合うんだか。

「つーか、お前だって、兄っていうコネがあるじゃないかよ」

「あの愚兄、またもや楽しそうな手紙を送って来るんですよね……またハーレム女性が増えていましたし、別の世界に渡っていましたし。ええ、それはもう、大変愉快な顔をしていまして。こっちとしては大変不愉快です」

「あっ地雷だった」

　隼瀬の顔に、怒りが満ちて行く。

　やばい、このままだとろくでもないことになりそうだ。余分な怒りが俺に降りかかる前に、さっさとずらかることにしよう。

「じゃあな!!」

「あ、待って下さいってば!!」

「待てるかよ[image: ]」

「そっちに異世界があるんですね!?」

「ねぇよ!?」

　隼瀬を置いて、部屋を駆け出す。

　まあ、とにかく、今は前へ。

　少しでも、何かを得るために、前へと進むしかないのだ。当てはないけれど、それでも、進むことで目的地に近づくと、そう思いながら。




　こうして、俺、池いけ中なか鷹広は。

　異世界からの侵略を、食い止めながら。

　異世界への旅路を、いつでも画策する。

　一度は、途絶えてしまった夢。目の前で消えてしまった希望。

　それでも、一度は辿り着くことは出来たから、自信がある。

　目指すべき異世界の姿を、確かに目で捉とらえた。夢や幻ではなく、確実に存在するものであるということを、確認した。諦めない限りは、必ず手の届くものだっていうことを、俺は知ったのだ。

　遠い夢ではなく。

　いつか手に入れることが出来るものだって、分かったのだ。

　だから、諦めない。

　だから、先に進める。

　異世界を追っている限り。いつか、再び、あの場所に辿り着けると信じて。




　我が愛しき異世界を目指して。

　異世界に行けない俺の挑戦は、終わらない。
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　どうも、初めましての方は初めまして。他の著作から引き続きお手に取って下さっている方はお久しぶり。ファミ通文庫の超獣コンビこと更さら伊い俊しゆん介すけの『更』です。

　この度たびは新作『異い世せ界かい行いけない委い員いん会かい』、略称『いいい』をお手に取って頂きまことにありがとうございます！　この略称を友人に伝えたところ「言い辛づれぇ」と開口一番言われましたが気にしません、『いいい』名前だけでも覚えて下さい『いいい』！

　あとがきを書くのが久し振り過ぎて書き方を忘れているのですが、こんな感じでいいんでしたっけ？　若干間違っているような気がしますが、まあこのまま行きましょう。

　この本が出ている時、『更』は四捨五入すれば四○歳の年齢に突入しているのですが、その人生の中で覚えたことの一つに「間違えたことを間違えたまま進む勇気も必要」というものがあります。何もいつも正解の道が正しいとは限りません。一見不正解なように見える道でも、迷わず、振り返らず、ただ愚直にひたすら突き進むことで、より正しい結果に到達することもあるのです。必要なのは自分で道を選ぶ勇気。そして選んだ道を疑わない勇気なのです。そんな僕の想いが、このあとがきを読んでいる皆様に少しでも伝わればいいな、と思いながらコレを書いています。

　噓うそです。本当は「ふえぇ、あとがきに何書くか全然考えてなかったよう」と深夜に泣きながら書いています。四捨五入すれば四○歳だろうと、実際はそんなもんです。

　あ、これを読んでいる読者の皆様は「自分が間違った道に進んでいるな」と気が付いた時には、すぐに引き返し、正解の道を選び直して下さい。間違えを認める勇気。引き返してやり直す勇気。それもまた、同じぐらい大切だと思います。これは本当です。

　とまあ、そんな風に間違ってたり正しかったり良く分からなかったりする連中によるバカ騒ぎ『異世界行けない委員会』いかがでしたでしょうか？　少しでも楽しんで貰もらえたなら嬉うれしいです。今のところ続刊の予定は、この本をどれだけの数の方に楽しんで頂けるか次第という、世の中世せ知ち辛がらいのじゃ～、な状態なのですが、鷹たか広ひろや隼はや瀬せを中心とした委員会メンバーの真っ当な活躍、異世界に行ってしまった流る華かの想いなど、もう少し書けたらいいなと思いますので、ご愛顧頂けましたら嬉しいです。




　以下謝辞です。中々上がらない原稿を根気よく待ち続けて下さった担当Ｗ様。素晴らしいイラストでキャラクターや世界を彩って下さった有あり河かわサトル様。デザイナー様。読者の皆様などなど。相変わらず沢たく山さんの方に支えられてるおかげで、こうして書き続ける事が出来ています。ありがとうございます。今後とも、何卒お願い致します。

　それでは、全ての異世界と、異世界を愛する人達に祝福があらんことを。
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　お久しぶりです。二人組ラノベ作家、更伊俊介の片割れ『伊』と申します。久し振りの新作『異世界行けない委員会』をここにお届けします。

　しかし今回、新作をお届けするまでに、ずいぶんと間隔が空いてしまいました。思えばデビューして以来、ここまで間隔が空いたのは初めての経験。その間、何をやっていたかと言えば、ありがたいことに他よ所そ様からお声かけ頂き、様々なものを書いたり作ったりしていたのですが、こうしてラノベの世界に戻って来るとやっぱり安心するものだな、と感じます。まるで実家に帰ってきたかのような安心感。実家ということで思い切り羽を伸ばしてパンツ一丁で歩き回るような振る舞いをしてしまい関係各所にご迷惑をお掛けすることになっているような気もしますが。ええ、こういった一切内容の無いあとがきを書くのも久しぶりですね。実家に帰ってきて浮かれているのかも知れません。

　さて、今回のテーマは「異世界」です。我々が実家であるラノベの世界を離れて色々とチャレンジしていたのも、ある意味では異世界に行くようなものだったのかも知れません。いや無理やり過ぎるだろ。いくらテーマに絡めた話をしたいといえども。

　やり直します。異世界とは、確かに楽しいものですけれど、同時に不安を感じるもので、これまでに培つちかってきた経験がほとんど役に立たなかったり、どうすればいいのか分からず途方にくれるような未知の領域だったりもしました。しかしまあ、結局どこで何をやろうとも、そうそう根本は変わることの無い更伊俊介の二人、色々な異世界に翻ほん弄ろうされながらも、その経験を経て生まれ変わった気分で頑張ったり頑張らなかったりしています。つまりは転生です。更伊は異世界転生したのです。よし、上う手まいこと繋つながった。繋がったよね？




　さて最後に宣伝です。更伊が実家を飛び出して向かった異世界の一つ。それは「漫画原作」の世界でした。現在ＫＡＤＯＫＡＷＡの電撃マオウ様にて『坂本先生は逃げ出したい！』（漫画：遠えん田だマリモ先生）が絶賛連載中です！

　厳格な教師一族の中で、周りに流されるまま教師の道に進んでしまった坂本が、どうにかして教師を辞める為ため、就任初日から様々な不祥事を起こすお話です。巨乳女教師やスパッツ女子高生も出たりしますよ。この本が出る頃には、コミックス一巻も出ているかと思いますので、一緒にお手に取って頂けましたら嬉しいです。

　とまあそんな訳で、これからも異世界転生を繰り返し続けるだろう我々ですが、引き続き応援頂けたら嬉しいです。今後とも宜よろしくお願い致します。


二○一八年　四月某日　更伊俊介
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